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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　四季童子
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　　プロローグ










　いくつかの志望校の名前の横に、不ふ愉ゆ快かいな文字が並んでいる。それは「Ｄ」であったり「Ｅ」であったりして、決して「Ａ」やら「Ｂ」やらではない。


　全国模試の合否判定表。


　朝から何度も見み返かえしてきたが、もちろん内容は変わらない。どうにもパッとしない結果を示す紙切れを眺ながめ、風かざ間ま信しん二じは憂ゆう鬱うつなため息をついた。


　あの模試がダメだった理由は分かってる。


　英語では、まだ覚えてない構文が次々に襲おそいかかってきた。世界史では、出るわけないとタカをくくっていた古代南米史がどっさり出てしまった。そして古文では、よりにもよって源氏物語が出た。


　特に源氏物語！　あんな、一〇〇〇年前の恋れん愛あい至上主義の女が書いた妄もう想そう──ヤリチン男の腐くさりきった女遍へん歴れきなんぞが理解できるかどうかなんかで、現代に生きる若者の人生を決めないで欲しい！　……と信二はつくづく思おもう。


　いやいや、世の中の仕組みを恨うらんでも仕方がない。結果がすべてだ。年末の模試の結果が悪かったのだ。


　すでに高三の一月だというのに。センター試験は来週である。


　これはゆゆしき事態である。


「もうダメだ……」


　判定表を裏返しにして机き上じように置き、どんよりとした目で教室を見回す。


　昼休みの三年四組は、どこかぴりぴりとした空気が漂ただよっていた。受験勉強に精を出だす者、あるいは勉強に疲つかれて居い眠ねむりする者。信二と同じ模試を受けた女子のグループが、その結果について互たがいに探りを入れあっている。ごく一部の男子は『受験なんぞ知ったことか』といった調子でカードゲームに打ち興じている。


　就職や推すい薦せん入学など、すでに進路の決まった者もいるが、ほとんどの生徒は宙ぶらりんのままだ。


　漠ばく然ぜんとした不安が、濡ぬれた真綿のように、べたべたと体にまとわりついてくる感覚。


　いつも胸のどこかに、なにかが引ひっかかっている。だれかが面白いことを言っても、心から笑うことができない。


　ただし、これは進路の問題だけが理由ではなかった。とりわけ三年四組──かつては二年四組だった生徒たちの間には、ずっと寂せき寞ばくとした風が吹ふいている。


　千ち鳥どりかなめと相良さがら宗そう介すけのことだ。


　彼らが学校から姿を消して、もうすぐ一年がたとうとしている。


　校門の外をうるさく飛び回っていた記者やレポーターは姿を消し、損傷した校舎の修しゆう繕ぜん工事も夏休みまでには終わり、例年と同じく催もよおされた文化祭や体育祭が終わると、彼らの学校は妙みように静かになった。


　物ぶつ騒そうな爆ばく発はつも起きないし、かなめの過激な叱しつ責せきの声も響ひびかない。騒そう動どうに巻き込こまれた生徒たちの悲鳴もなくなったし、校内放送で神楽かぐら坂ざか教きよう諭ゆが怒ど鳴なることもない。


　ごく普ふ通つうの学校の景色が戻もどってきた。宗介が来る前の学校に。


　ただし、生徒会長の林はや水みず敦あつ信のぶは卒業してしまったし、校長の坪つぼ井いたか子も年度の境目に別の学校に転任してしまった。


　坪井の転任はなにかの責任を取らされたわけではなく、ごく穏おん便びんな形だったが、あれだけの騒さわぎがあったのでは、同じ学校に勤務し続けるのは無理だったのだろう。


（本当はもっとこの学校に居続けたいのですが……）


　三月の終業式の日、坪井校長は全校生徒の前で残念そうに言いったものだった。


（できることなら、いま皆みなさんが心配している友達が帰ってくるまで、校長としての責任をしっかりと果たしていたかった。何か月かかろうと、何年かかろうと）


　その言葉は実質、千鳥かなめへの別れのようなものだった。校長が口にした『帰ってくるまで』という言葉自体が、とても実現しないことのように信二には感じられた。これはただの誘ゆう拐かい事件とはスケールが違ちがう。日本の警察ががんばって、どうにかなるようなレベルの話ではない。


　かなめの学がく籍せきは『事件性を鑑かんがみて』、無期限の休学扱あつかいになっていると聞いている。


　だが万一彼女が帰って来られたとしても、二年生からのやり直しになるはずだ。クラスメートはもうすぐ卒業してしまうし、そこまでして彼女が学校に残りたいと思うかどうかは、だれにもわからない。


　宗介に至っては、そもそも学籍自体が虚きよ偽ぎのものだったことが知しれ渡わたっているので、復学する（という表現も妙だが）可能性は完全にゼロだろう。


　しかし、二年四組（現三年四組）の面々の前で、宗介が誓ちかったあの言葉だけは、どうしても頭から離はなれない。


『必ず連れて帰ってくる』


　という、あの言葉。


　はたしてそんなことが可能なのだろうか？


　宗介の世界について、軍事マニアの信二には多少の理解がある。


　軍や情報機関やテロ組織や──そういったあれこれがどれほど巨きよ大だいで、どれほど狡こう猾かつで、どれほど強力な存在なのか、平均的な高校生よりは知っている。


　どれほど強きよう靭じんな人間だろうと、個人では決して太た刀ち打ちできないのが組織というものだ。立ち向かうには、強いコネクションと潤じゆん沢たくな資金と、有能な人材が大量に必要になる。


　ましてや、宗介が話していたような〈アマルガム〉などが実在するのだとしたら、その組織の力はすさまじいものになるだろう。なにしろ、信二はそんな組織の存在をまったく知らなかった。都市伝説の噂うわさレベルですら、聞いたことがなかった。それほどの秘ひ匿とく性とパワーを持っている組織が相手では、たとえ宗介がどうあがいたところで、かなめの所在を突つき止とめることはできないだろう。


　それどころか、宗介はもうこの世にはいないのかもしれない。信二はたびたびそんな思いに捕とらわれた。


　あれからずっと、信二は宗介の活動の痕こん跡せきを、ネットで探し回っていた。この世界のどこかで、彼がなにかの事件を起こしていれば、ヒントくらいは見つけられるかもしれないと思ったのだ（受験勉強からの現実逃とう避ひという動機もあったが、結果として英語の勉強にはなった）。


　手がかりなどまったく見つからなかった。考えてみれば当たり前の話だ。ただの高校生がＰＣで調べられるような情報を、そんな組織が漏もらすわけがない。


　だが、もし宗介がまだ生きていて、どこかでかなめを探しているのだとしたら？


　かたや冒ぼう険けんの日々。かたや合否判定にため息をつく日々。宗介の境きよう遇ぐうと、自分の境遇とのあまりの落差に、笑い出したい気分にさえなってしまう。


　そのおり、友人の小お野の寺でら孝こう太た郎ろうがやってきて、前の席に腰こしを下ろした。


「ほとんど売り切れだったよ」


　周囲から『オノＤ』のあだ名で呼ばれている孝太郎は、出張販はん売ばいのパン屋の包み紙を破ると、味気なさそうにコッペパンをかじった。


「朝、コンビニでなんか買ってくれば良かったのに」


「買ったよ。おにぎり。鮭さけとシーチキン。二時間目の後に全部食っちまったけど」


「ふーん……」


　気のないやり取とりをしていると、孝太郎が机上の合否判定表に目を留めた。


「お。こないだの模試？」


「あっ」


　信二が反応するより早く、孝太郎はさっと判定表をつまみあげる。


「どれどれ……。あー、こりゃひでえな。Ｄ判定ばっかじゃん」


「問題が悪かったんだよ。オノＤだって似たようなもんだろ」


「俺はいいんだよ。これから本気で勉強するから」


「センター試験、来週なんだけど……」


「うるせー」


「常盤ときわさんが心配してたよ。全然勉強してないって」


「ん……まあ、常盤は推薦決まったしな。おもちゃ会社に就職するって言ってたのに」


「退院してから、すごい勉強、頑がん張ばってたもんね」


　あの事件の怪け我がで入院していた常盤恭きよう子こを、もっとも頻ひん繁ぱんに見み舞まったクラスメートは孝太郎だった。信二も何度か同行したが、無理に明るくふるまう孝太郎の姿が、むしろ痛々しかった。


　退院した恭子は無事に進級し、これまで通どおりにクラスに溶とけこんだ。そしてかなめがいなくなった代わりに、孝太郎と一いつ緒しよにいる時間が多くなった。


　前よりもずいぶんと親密になった二人だが、孝太郎本人の弁では、まだ『付き合ってる』とは言えない関係だという。夏休みは二人で海に出かけたりまでしたそうだが、けっきょく『なにもなかった』とのことだった。


　どこまで本当なのかは知らないが。


「きょうは常盤さん、学校来るの？」


「さあ。検査は終わったって、さっきメール来たけど」


　きょうの恭子は午前中の授業を休み、市内の病院で精密検査を受けている。怪我による後こう遺い症しようはほとんどないのだが、たまに左手の指先が意い思しとは無関係に軽く痙けい攣れんすることがあるのだという。肉体的な病気でなければ、精神的な要因かもしれない、とのことだった。


「やっぱり辛つらいんだろうね」


「なにが」


「常盤さん。いろいろあってさ」


「……そりゃあ、あんな目にあったらな」


　ぼやくように言うと、孝太郎はコーヒー牛乳のパックにストローを差して、ずずっと一口すすった。


「あいつさ」


「うん」


「最近、怪我したときのこと話すようになってきたんだ」


　信二は驚おどろいた。


　退院してから、恭子は事件のことをすこし連想する会話が出てくるだけでも、辛そうな顔をみせていたからだ。


「どんなこと？」


「それは……」


　孝太郎は口ごもった。


「教えてよ」


「ああ……。相良のこと」


「相良くんの？」


「必死に助けようとしたんだってよ。あいつに仕し掛かけられた爆ばく弾だんを解体しようとして。罠わなだって分かってたのに」


「…………」


「それなのに、あいつ相良にひどいこと言っちまったってさ。いろいろ後こう悔かいしてるみてえだ」


「でもそれは……仕方ないよ。あんな怖こわい目にあったんだから」


「まあな」


　信二の知る限かぎりでも、かなめを拉ら致ちし、恭子を人質にとったのは相当危険な連中だと推測できた。どんな軍事関係誌にも載のっていないタイプの黒いＡＳアーム・スレイブや、校舎のあちこちに仕掛けられていた高性能爆ばく薬やく。


　学校の人間に一人も死人が出なかったのは奇き跡せきのようなものだ。それもすべて、宗介とあの白いＡＳの孤こ軍ぐん奮ふん闘とうのおかげだったとさえ言える。


　もちろん、学校を危険に巻き込んだ宗介を恨うらんでいる生徒は、まだたくさんいる。ほかでもない孝太郎がその一人だ。宗介が学校を去る日、孝太郎は彼をはげしく責めた。なにも言い訳しない宗介の胸ぐらをつかんで、両目から涙なみだをぼろぼろ流しながら『友達じゃなかったのか』と罵ののしった。


　その日以来、いまに至るまで、孝太郎は一度も宗介の名を口にしないできたのだ。


「あのさ、オノＤ。ずっと言わないでいたけど……」


「なんだよ」


「僕はね、その……相良くんは、きっと全力を尽つくしてくれたんじゃないかな、と思ってるんだ」


「そんなのわかんねーよ」


　孝太郎は不ふ機き嫌げんな顔を作ってみせた。無理して拒きよ絶ぜつの態度を取っているような、子供じみた反応だった。


「それに、あいつらの隠かくし事ごとで恭子が死にかけたのは事実じゃねえか。もっと早くに、だまって姿を消してりゃ良かったんだ」


「本当にそう思ってる？」


「し、知らねえよ」


「常盤さんと同じで、君も謝りたいと思ってたりしない？」


「はあ？　なんで俺が謝るんだよ。謝るのはあいつらの方だろ」


「そう……。じゃあ、なんでそんな話したわけ？」


「え？」


「常盤さんが事件のこと口にし始めたって」


「それは……」


「自分も同じ気持ちだって言いたいんじゃないの？　本当は悪かったって」


「ばっ……俺は……別に」


　信二にまっすぐ見つめられると、孝太郎は口ごもり、辛そうに顔をそむけた。


「わ……わかんねえよ。そんなの」


「僕さ……ちょっと計画してることがあるんだけど」


「なんだよ、それ」


「二月入ったらみんな集まれないから、一月中に撮さつ影えいしたいんだよねー」


「だからなんだよ、それ」


　そこで恭子が教室に入ってきた。


「お……」


「あ、来たんだ」


　教室の入り口で何人かの女子と立ち話をしてから、恭子がこちらに来た。
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　最近の彼女は、前のような眼鏡めがねをかけていない。代わりにコンタクトを入れている。髪かみ型がたも子供っぽいおさげをやめて、肩かたにかかるくらいのセミロングに変えていた。リップグロス程度だが、簡単なメイクもしている。


　小こ柄がらなのは相変わらずだ。


　しかし、前よりもずいぶんと大人びた印象の少女になっていた。事件のあと、天てん真しん爛らん漫まんだった表情に陰かげりがさしたせいもあるのだろう。


「おはよ、風間くん」


「うん、おはよ」


　恭子はまず信二に笑顔を見せてから、次に孝太郎の肩をどんと叩たたいた。


「オノＤ、おっす！」


　意外に元気な声で挨あい拶さつする。いろいろと外見上の変化はあったが、性格までがらりと変わったわけではない。


「おう。どうだった」


「なにが？」


「検査だよ」


「結果は来週だよ。たぶん、なにも異常ないと思うけど」


「そっか」


「あ。もしかして心配してくれてるー？」


「ぜんぜん。聞いただけだよ」


　そう言って孝太郎は陽気に笑った。恭子が頰ほおをふくらませて相手を小こ突づくと、彼も相手を小突き返した。二人がじゃれ合っているうちに、五時間目のチャイムが鳴り始めた。


「お、もうこんな時間」


「間に合って良かったー」


「ホントおまえ真ま面じ目めだな。俺ならぜってえサボってたよ」


「ばーか」


　孝太郎と恭子はそれぞれの席に向かう。


　授業の支度をする生徒たちがざわめく中で、ケータイの画面を見ていた男子生徒が、前席の友人に話しかけているのが聞こえた。


「なあ。戦せん争そうだってよ」


「なにそれ？」


「ニュース見てたら、戦争だって言ってる」


「どこが？」


「わかんね。なんか、あちこちで。戦争するかもしれないって」


「ふーん……。藤ふじ咲さき来たぞ。しまっとけよ」


　教室に古文の教師が入ってきて号令がかかり、会話はそれきり中断された。


　なんだろう？


　信二は眉まゆをひそめたが、たぶん中東かアフリカあたりの国境紛ふん争そうかな、と思ってそれ以上は考えなかった。そんなことよりセンター試験の方が大事だ。


「欠席の者はいないなー。じゃあ最後の小テストやるぞー。しんどいだろうが、みんながんばれ。あと一歩だぞー」


　教師が告げ、基本重視の文法問題が配られた。


　けっきょく信二がそのニュースの内容を知ったのは、下校中の電車内でのことだった。くたびれたサラリーマンが読んでいた、新聞の号外が目にとまったのだ。


　じわっと背中にいやな汗あせが浮うかんだ。


　アフリカの国境紛争どころの話ではない。戦争になりかけているのは、二つの超ちよう大たい国こくだった。


　アメリカを中心にした西側諸国と、ソ連を中心にした東側諸国が、核かくミサイルを突つきつけあったまま、深刻な軍事危機に直面している。ヨーロッパで、極東で、中東で、そして北極海で──


　少なくとも信二が見た記事には、そう書いてあった。


　ただごとではない。


　確かにその兆候は前からニュースで見かけていた。立て続けに世界各地で火を上げたエネルギー危機と食しよく糧りよう危機、そして大規模な金きん融ゆう危機。一〇〇年に一度とさえ言われるほどの株価の暴落。ソ連ではどこぞの極きよく右う派は閥ばつの指導者が挑ちよう発はつ的なコメントを繰くり返かえし、軍部から絶大な支持を受けていた。


　だとしても、戦争だなんて。


　まだ両陣じん営えいの部隊は臨戦態勢にあるだけで、実際に交戦しているわけではない。言ってみれば、ポケットから取り出した拳けん銃じゆうを見せてすごんでいるような状じよう況きようだ。


　だが下へ手たをすれば取り返しのつかないことになるだろう。


　だというのに電車内は、いつも通りに平和そのものだった。かすかな不安さえ漂ただよっていない。どうしてみんな、平気な顔をしていられるんだろう？


　それこそ核かく戦せん争そうが始まるかもしれないというのに。


　いまの生活が、なにもかもおしまいになるかもしれないのに。


　こんなときに、単語帳を必死で暗記している受験生が車内にいた。志望校が消しよう滅めつするかもしれないのに、なんであいつは勉強なんてしてられるんだろう……？


　平和すぎてイライラする。


　信二は急に宗介と話がしたくなった。いま自分が感じたことを話したら、彼はなんというだろうか？


　戦争と平和との境界線を、当たり前のように行ったり来たりしていた彼にとって、この景色はどう見えるんだろう？










　　１：嵐あらしの前










　サー・エドモンド・マロリー・ジュニアは、父親と対決しなければならなかった。


〈ミスリル〉創設者の一人として。


　すでに消滅したその統合会議の長おさとして。


　数十年間、欺あざむかれてきた息子むすことして──


　護衛も連れず、エドモンドは一人で車を走らせていた。中古車店で入手した錆さびだらけのトヨタのハンドルを握にぎり、ロンドンから西へ四時間。ウェールズとの国境にほど近いヘレフォードを経由して、さらに北へ車で一時間半。


　一年近い潜せん伏ぷく生活は、もう終わりにするつもりだった。


　小こ雨さめがちらつく空の下、荒こう涼りようとした牧草地を突っ切きる道路が続く。やがて小さな農村が見えてきた。


　三八年ぶりの来訪。


　それでも村のたたずまいは、少年時代の記き憶おくと大差がなかった。


　ここはいつもそうなのだ。昔からずっと変わらない。両手で数えられるほどの家か屋おくが、一〇〇年前──いや、三〇〇年前と同じように、ひっそりと寄り集まっている。


　村のはずれには古い教会があった。


　ここも昔のままだ。なにひとつ変わっていない。


　エドモンドは車を停とめた。


　安物のヨットパーカを着ると、そのポケットにブローニング拳けん銃じゆうをねじ込み、聖堂に隣りん接せつした煉れん瓦が造りの小屋へとまっすぐ歩いていく。小屋への小こ径みちは泥どろでぬかるんでいて、それが彼の足取りをさらに重たくさせた。


　ポケットの中の九ミリ拳銃の感かん触しよく。彼の頰をちくちくと刺さす雨あま粒つぶ。


　どちらもひどく冷たかった。


　小屋の玄げん関かん口ぐちまで来ると、エドモンドは一呼吸置いてから、木製の薄うすっぺらな扉とびらを蹴けりつけた。一度では壊こわれない。二度、三度と靴くつ底ぞこを叩きつける。蝶ちよう番つがいの基部がねじ切れて、扉がけたたましい音をたてて内側へと倒たおれた。


　拳銃を抜ぬいて小屋へと踏ふみ込む。かつて海軍特とく殊しゆ部隊時代にさんざん訓練した通りに。両手で銃じゆうをしっかり構え、肘ひじをわずかに曲げ、上半身を揺ゆらさず、すべるように進む。自転車の乗のり方のようなものだ。五〇歳を越こえても自然と体が動うごいてくれる。


　無人のダイニングを抜け、奥の寝しん室しつに入る。


　古いロッキングチェアに、老人が腰こしかけていた。そばの小さなテーブルには八インチの小型液えき晶しようテレビが置かれ、ＢＢＣ（英国放送協会）のニュースを流している。


　危機が始まって二週間。状況はどんどん悪くなっていた。


　ポーランド、バルカン半島、クルディスタンでほぼ同時に起きた暴動と、米ソ双そう方ほうの強きよう硬こう姿勢。ソ連率いるワルシャワ条約機構軍が大規模な演習を実行し、核ミサイルの発射実験を準備している。対するＮＡＴＯ軍は各部隊を即そく応おう体制に移行させ、『万一の場合』に備えている。未確認ながら、小規模な軍事衝しよう突とつが起きた地域もあるらしい。


　液晶画面が発する大小の光が、老人の物もの憂うげな顔にさまざまな陰いん影えいをつけていた。


「ロード・マロリー」


　彼は年老いた父親にそう呼びかけた。


「サー・マロリー。来たか」


　父親は息子をそう呼んだ。彼の銃など見えていないかのように。





[image: ]





　伯はく爵しやく家の跡あと取とりとして、エドモンド・ジュニアはすでに男だん爵しやくの位を持っている。『ロード』と呼ばれる資格を持っているにもかかわらず、彼は人から『サー・マロリー』と呼ばれることを好んだ。父親と区別するための便べん宜ぎ的な理由もあるが、一番の理由は海軍時代の危険な働きで叙じよされたバス勲くん位いの騎士ナイト──『サー』の尊そん称しようの方が、誇ほこらしいに決まっているからだった。


「もっと早く来るかと思っていたが」


「これでも急いで来たつもりです」


「そうか」


　手にした聖書を閉じ、かたわらの机に置く。最後に会った一年前に比べ、ずいぶんと細くてしわだらけの指になったように感じた。


「この場所は分かっていたはずだ」


「ええ。私とあなた、あとは執しつ事じのデントしか知りませんからね。デントはずいぶん前に亡くなった。残ったのはわれわれだけだ」


　毎年、夏の一週間だけ、彼ら親子はこの村に滞たい在ざいしていた。母親も妹も抜きで、乗馬も狩かりもなく、この粗そ末まつな小屋ですべての家事を二人でこなした。心配して様子を見に来た執事の助けすら父は許さなかった。共に薪まきを割り、井い戸どから水を汲くみ、最後のゆうべには鶏とりを解体して料理した。


　過か酷こくな生活というほどではないが、貴族の子供には大事な体験だった。ヘレフォード伯爵家の嫡ちやく男なんとして生まれた幼いエドモンド・ジュニアが、人間として当たり前のことを学んだのがここだった。彼自身、認めたくはないことだったが、イートン校でも軍隊でも、ここでの経験は味方になった。


　ロード・マロリーは衰おとろえた視線を窓の外に向けた。


「デントか。奴やつがいまのわれわれを見たら、どう思うかな」


「悲しむでしょう」


「どうだろう。奴には、こうなることが分かっていたのかもしれない」


「彼が？」


「おまえがフォークランドで負傷したとき──デントはワインを持ってきたんだよ。おまえが生まれた年のシュバル・ブランで祝おうと。『これでエドモンド様は、もうあなたの言葉に従わなくなるでしょう。本物の男になったのですから』と」


　父が自分をほめているのか嘆なげいているのか、彼には判然としなかった。


　とはいえデントは正しい。自分がここに来たのは父から教えを請こうためではなく、物事にけじめをつけるためだ。


「私を殺しに来たのだろう？」


「はい」


　サー・エドモンドは即そく答とうした。


「だがその前に聞いておきたい。なぜわれわれを裏切ったのか。なぜ奴らに〈ミスリル〉を差し出したのか」





　そもそも〈ミスリル〉の設立は、この老人──ロード・マロリーが中心になって始まったものだった。


　いまだに謎なぞが残る湾わん岸がん戦争での核使用。急速に再燃したアメリカ・ソ連の対立。世界各地で頻ひん発ぱつしつつある民族、宗教、イデオロギーの紛ふん争そう。エネルギー問題、食糧問題。数え上げればきりがないほどの火種、火種、火種……。


　これらを放置しておけば、いずれ世界は二一世紀を待たずに破は滅めつを迎むかえるだろう。国益優先では歯止めがかけられない。各国の政治家や官かん僚りよう、軍人では、これらの危機を回かい避ひすることは困難だ。


　内科医の処しよ方ほう箋せんで治せないならば、外科医のメスが要いる。それも非常に精密な手術のできるメスが──


　それが〈ミスリル〉のはずだった。


　マロリー親子は人形ドラマの『サンダーバード』に出てくるトレイシー一家のようなものだ。ただしこの『国際救助隊』の目的は、事故や災害ではなく戦争から人々を守ることだった。


　この組織の結成にあたって、予算は最大の問題ではなかった。ロード・マロリーが一代で家を潰つぶす気になれば可能なことだった。さまざまな形でマロリー家が保有する巨きよ額がくの不動産、グループ企き業ぎよう、知的財産などを動員し、ロード・マロリー自身の巨きよ大だいな人脈が運用することで、その魔ま法ほうは実現した。


　むしろ最大の問題は人材だった。


　たとえ一〇〇億ポンドを費やそうと、ハードウェアを扱あつかう人間が凡ぼん庸ようでは意味がない。有能で、経験に恵めぐまれ、なにより信念を持つ職業軍人が大勢必要だった。ロード・マロリーが知るよりも、もっと若い世代の男たちが。


　この問題の解決に最適な人物は、ほかならぬ彼自身の息子サー・マロリーだった。


　サー・マロリーは戦争の英えい雄ゆうだった。かつてヘリの墜つい落らくで敵地に残された皇太子を救出するために重傷を負い、バス勲位に叙された。その後は駐ちゆう在ざい武官、情報部員として各国を渡わたり歩あるき、いくつもの軍事危機の回避に貢こう献けんした。〈ミスリル〉創設に必要だった特筆すべき男たちをスカウトできたのは、息子の尽じん力りよくによるものだった。


　数々の労苦が脳裏をよぎったのだろう。サー・マロリーの目に苦いものがよぎった。


「私はあの組織に人生のすべてを賭かけた。あなたの理念に賛同し、あなたを誇りに思ったからだ。私が継つぐはずだった財産など、どうでもよかった。軍にいたころ、いやというほど見てきた『現実』という奴を、どうにかできるかもしれない──そう信じさせてくれるものが、あの組織にはあった」


「それ自体が幻げん想そうだったのだ」


　疲つかれた声でロード・マロリーは言った。


「考えてもみろ。『ミスリル』だぞ。夢想家の言語学者がでっちあげた、架か空くうの金属の名だ」


「その時から笑っていたわけか。われわれを」


「『そうあれかし』と願っていただけだ。この世界に倒すべき邪じや悪あくがあって欲しい。そしてなにより、その悪を打ちやぶる銀の剣つるぎがあって欲しいと」


「われわれはなれたはずだ。その剣に」


「だが、そうはならなかった」


「あなたのもたらした結果でしょう。あなたは〈ミスリル〉の創設者でありながら、あの〈アマルガム〉に通じていた。奴らの総攻こう撃げきの直前、あなたはまるでそれを知っていたかのように都合よく姿を消した。奴らが使っていた暗号のことはわかっている。あなたが所有する紡ぼう績せき会社の株価だ。ほとんど無名の業界紙に掲けい載さいされる数字を独自の方式で乱数表に変へん換かんし、ネットワーク上での公開鍵かぎとして使っていた」


　単純だが強力な暗号手段と、最新の通信技術を組み合わせた方式だ。最新技術に通じた分ぶん析せき者ほど、古い手口を見落としがちになる。五〇年代のスパイなら気付いたかもしれないやり方に、現代のスパイ機関がまったく気付かなかった。


「あの株価は私専用の暗号鍵に過ぎない。だが、よく調べたものだ」


「あなたの執しつ務む室に残されていた業界紙を手がかりに。どの号も上から見ると同じ部分に隙すき間まがあった。同じ記事を強く押し広げた痕こん跡せきでしょう。気付いてから裏を取るまで半年近くかかりましたよ。潜せん伏ぷくしながらの調査でしたからね」


「そして調べはつき、私と対たい峙じする気になったというわけだ」


「物事には手順というものがある」


「おまえらしい物言いだな」


「それでもまだわからない。なヽぜヽです？　道楽ではじめた組織ではないでしょう。飽あきたから捨てたとでも？」


「まさか」


　と、ロード・マロリーは自じ嘲ちよう気味につぶやいた。


「〈ミスリル〉は子供の玩がん具ぐにしては大きすぎるよ」


「ならば答えていただきたい。あなたの振ふる舞まいは──まるであなたらしくない。敵と通じたうえ、自分で立ち上げた組織を放り出し、こんな田舎いなかで隠いん者じやを気取っている。責めるのはたやすいが、理解できない。なぜなんです？」


　まるで父親の不ふ倫りんでもとがめるような口ぶりだった。


「そもそもお前は知らないのだ」


「なにをです」


「言ってみれば、〈ミスリル〉は私生児のようなものだった。私では手に負えなくなった〈アマルガム〉という存在に対たい抗こうし、新たなルールをもたらすための道具だ。善と悪、秩ちつ序じよと混こん沌とんの相そう克こく。神話の時代から連綿と続く、ごくありふれた力の天てん秤びんだよ」


「手ヽにヽ負えなくなった……？」


「息子むすこよ。お前はまだ〈アマルガム〉についてなにも知らない。その発はつ祥しよう。かつて抱いだいていたその理想について」


「理想……？　ばかなことを──」


　その瞬しゆん間かん、銃じゆうを握にぎったサー・マロリーの右手が血しぶきと共に破は裂れつした。


　いや、少なくとも彼自身にはそう思えた。意思とは無関係に右みぎ腕うでが跳はね上がり、拳けん銃じゆうがでたらめに回転しながら壁かべに当たって落ちた。一いつ瞬しゆん、銃が暴発したのかと思った。自動拳銃のグリップ内に詰つまった銃じゆう弾だんが、なにかの魔法でひとりでに爆ばく発はつしたのだろうか？


　そうではない。自分は外から窓まど越ごしに右手を撃うちぬかれたのだ。


　何者が？　いつからそこに？　どうやって？


　真っ白になった頭の中を、無数の疑問が駆かけめぐった。よろめき、窓から離はなれつつ、まず自分の右手を見る。


　肘ひじから先がすべて吹ふき飛とんだような、熱い痛みが襲おそいかかっていたが、その感覚に反してほとんどの指は無事のようだった。ただ小指だけは第一関節のあたりからすっかり消え去っており、そこからおびただしい量の血液がどくどくと流れ出していた。


　馬ば鹿か野や郎ろう。なんてひどい油断を──


　年老いた父への怒いかりなど感じる暇ひまもなかった。伏ふく兵へいの存在に気付かなかった自分の愚おろかさに毒づきながら、彼は無傷の左手で、落とした拳銃に飛びつこうとした。予備の銃など持っていないのだ。


　だがそれより早く、キッチン側の戸口から黒ずくめの男が踏ふみ込んできた。男は床ゆかに転がった拳銃を蹴け飛とばすと、手にしたサブマシンガンの銃じゆう床しようをサー・マロリーの側頭部にたたきつけた。頭の中で見えない閃せん光こうがはげしくまたたく。上下左右の平へい衡こう感かん覚かくが失われ、目の前が真っ暗になった。


「う……」


　白はく濁だくした霧きりに包まれていた意識が晴れていくと、次第に男の顔が見えてきた。


　踏み込んできた連中の指揮官だ。灰色の髪かみと灰色の髭ひげ。にぶく陰いん鬱うつで、大理石から削けずり出したような顔立ち。父親よりも──ロード・マロリーよりも歳としを重ねた男のようにも見えたが、それも錯さつ覚かくだった。実際は自分と同じくらいの年ねん齢れいのはずだ。なにしろ自分はこの男を知っている。


「アンドレイ・カリーニン……」


「サー・マロリー。お久しぶりですな」


　かつて〈ミスリル〉作戦部で西太平洋戦隊の陸戦ユニットを率いていた男は、親しみのかけらもない声でそう言った。





　どうやら襲しゆう撃げきから一分とたっていないようだった。


　カリーニンの命令で、男たちはサー・マロリーの右手に応急処置を施ほどこしながら、油断なくボディチェックをした。少なくとも、今すぐ殺すつもりはないようだ。


　背中が汗あせでじっとりと濡ぬれている。右手の激痛で気が遠くなりそうだった。


　老マロリーは変わらず泰たい然ぜんと腰こし掛かけていたが、カリーニンたちの襲撃を当然のものと思っている風には見えなかった。おそらくは、彼にとっても意外な展開だったのだろう。この襲撃は父が仕かけたものではない。


　カリーニンが言った。


「サー・マロリー。あなたの監かん視しは二か月前から続けていました。お父上の居場所はわれわれもつかんでいなかったので、こうして尾び行こう・追つい跡せきさせてもらった」


「泳がされていたとはな。目当ては父か」


「そうです」


　カリーニンがわずかに顎あごを動かした。部下たちはそれだけで意図を察した様子で、部屋から出ていった。


　人ひと払ばらいが済むと、彼は話を続けた。


「お父上はわれわれが必要とする情報を持っておられる」


　その言葉を予想していたように、老マロリーは小さなうなり声をもらした。


「『名めい簿ぼ』のことか」


「？」


「やはりお持ちのようですな、ミスタ・[image: ]マーキユリー。名簿以外にもいくつか確認しておきたいことがありましたので、ご子息があなたを殺害する前に邪じや魔まをさせていただいたというわけです」


　カリーニンがなにを言っているのか、サー・マロリーはすぐには分からなかった。いや、厳密にはそうではなく、分かろうとしたくない心理が、彼の思考を強く遮さえぎっていた。


「『名簿』？　ミスタ『水銀マーキユリー』？　なにを言っているのだ」


「『水銀合金アマルガム』には『管理者』がいる」


　と、カリーニンが説明した。


「政策決定には一切関かん与よせず、組織の運営それのみに権限を持つ唯ゆい一いつ無む二にの人間。組織の最低限のルールを判定し各員の動向を監視する、いわば調停者。それがミスタ・[image: ]マーキユリーだ。ミスタ・[image: ]マーキユリーの正体は、これまでだれも知らなかった」


「それが……父だと？」


　サー・マロリーは父を凝ぎよう視しした。老人はまったくの無表情で、外界の声など聞こえないかのように壁の一点を見つめている。


「どうなんです。ロード・マロリー」


　それでも無言の父に苛いら立だち、彼は声を荒あらげた。右手が焼けるようだった。


「答えてください、父上！」


　ややあって、ようやく老マロリーが口を開いた。


「そのロシア人の言うとおりだ。私が〈アマルガム〉の管理者、ミスタ・[image: ]マーキユリーだ」


「ばかな……」


「いずれ機をみておまえには話すつもりだった。より多くを学び成熟すれば、後こう継けい者しやとして聞く耳を持つだろうと」


　ふざけたことを。五〇を過ぎた息子をつかまえて、成熟もへったくれもあったものか。それに──後継者だと？


「私は裏切り者の息子かもしれないが、決して同調者ではない」


　精せい一いつ杯ぱい痛つう烈れつに言ってやったつもりだが、相手を非難するというよりは自分を慰なぐさめるような声になってしまった。


「恥はじるようなことではない。もともと〈アマルガム〉は、おまえたちが考えているような邪悪な組織ではなかったのだ」


「目先のカネ目当てに戦争を起こすテロ組織だ！」


「いまはな。だが昔は違ちがった。〈アマルガム〉が誕生したのは第二次世界大戦終結後のことだった。一九四八年の夏だ」


「四八年？　そんな昔から──」


「それすらわれわれは知らなかった」


　と、カリーニンが口を挟はさんだ。どこか感かん慨がい深ぶかげに。


「古い組織なのだろうとは察していたが、正確な沿革は誰だれも知らなかった。当事者である組織の幹部すべてがだ。[image: ]ゴールドや[image: ]シルバーなどと名乗ってきた者は数多くいたのだろう。だが彼らの多くは、自分の前任者が何者なのかも知らなかった。与あたえられた情報は紡ぼう績せき業界紙の数ページと、その数字を使って意い思し疎そ通つうをはかる手段だけだった。テロ組織だろうが悪の秘密結社だろうが、どう呼んでもかまわないが、そうした組織がたヽっヽたヽそヽれヽだヽけヽで意思決定を行い、世界に影えい響きようを及およぼしていること自体がひとつの驚きよう異いだ」


「互たがいの顔も名前も知らない。それこそがパワーの源になったのだ」


　と、老マロリーが言った。


「こんな組織では、派は閥ばつを作りコントロールすることはだれにもできない。たとえば六〇年代──キューバ危機のころはミスタ・[image: ]ゴールドと名乗る人間が同時に三人もいた。これでは誰が誰だかわかったものではない」


「だが機能した？」


「そうだ。キューバ危機当時のミスタ・[image: ]ゴールドのうち一人は、フルシチョフの側近の男だった。彼がキューバに配備されたミサイルを撤てつ去きよするように働きかけたのだ。ほかの幹部たちも彼に同調して事態を収束させるよう動いた」


「馬ば鹿かげている」


　と、サー・マロリーは鼻で笑った。


　近現代史を学んだことのある者ならば、キューバ危機の概がい要ようはだれでも知っている。


　一九六二年、キューバにソ連の核かくミサイルがずらりと並べられた。これはアメリカの喉のど元もとに銃じゆう口こうを突つきつけるようなものだ。


　もちろんアメリカはそんな暴挙を許せるわけがない。撃うたれる前に撃とうとする両者の間で緊きん張ちようが高まり、あわや全面核かく戦せん争そうか、というところまで事態は深刻化した。あの事件は人類の文明が終しゆう焉えんを迎むかえるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだった。結果としてこの軍事危機は、米ソ両国の首脳による英断で回かい避ひされたのだが、そのソ連側の首脳・フルシチョフ書記長の判断に〈アマルガム〉が大きく関与したと老マロリーは言っているのだ。


　この文脈では、まるで〈アマルガム〉が世界を救ったと言っているようなものではないか。


「おまえの敵が、世界を救ったなどと信じたくはないだろう」


　彼の心を見み透すかしたように、老マロリーが言った。


「だが何度も言っている通り、当初の〈アマルガム〉は理想を持っていた。ナチスドイツの滅めつ亡ぼう後、新たに始まろうとしている米ソの冷戦に、深い憂ゆう慮りよを抱く者が大勢いたのだ。西にも東にも。大戦中に情報部で要職にあった私の祖父は、戦争が終わるとわずか四名の同志たちと共にその組織を作りあげた。アメリカ人の石油王がひとり、ロシア人の科学者がひとり、ドイツ人の元ＳＳ将校がひとり、日本人の貿易商がひとり。そして不動産王であり暗号学者でもあった私の祖父……」


「たった五人」


「五人の天才だ。主義主張もイデオロギーも異なる五人が、ただひとつ人類の未来を望み結束したのだ。相あい容いれないはずの者同士が、ひとつの理念を触しよく媒ばいとして結び合い、影かげから世界を導いていく。だからこそ、あの奇き妙みような帝てい国こくには『水銀合金アマルガム』という名が冠かんされたのだ」


「よりにもよって『人類の未来』とは。破は廉れん恥ちにもほどがある！」


　するとカリーニンがつぶやいた。


「〈ミスリル〉も似たようなものでしょう。かかげるお題目が少々違う程度だ」


「いかにも裏切り者らしい言葉だな……！」


「正直な感想です。その五人の理念の方が、開き直っている分まだ潔い」


　まるで陰いん気きなジョークのような物言いだった。サー・マロリーも堅かた物ぶつや偽ぎ善ぜん者ではない。カリーニンの感想が正せい鵠こくを射ていることはよく分かっていた。


「いいでしょう。〈アマルガム〉は理想を持っていた。成果もあげていた。ところが──あとはお決まりのコースというわけだ」


「残念ながら、そのとおりだ。〈アマルガム〉はゆるやかなネットワークを広げていき、構成員をひそかに増やしていった。五人の創設者たちも、一人また一人と引退していき、何度かの代だい替がわりを繰くり返かえした。創設から二〇年も経たつと、構成員にもまったく実像がつかめないほどの巨きよ大だい組織になっていた。六〇年代の終わりごろだ」


「ベトナム戦争が泥どろ沼ぬま化かしていたころですな」


「〈アマルガム〉がすべてに関与したわけではないが、あの戦争が長引いた原因のひとつだとは言える。いつのまにか組織の中に、戦争が終わると不利益を被こうむる人間が増えていたのだ。当の本人たちでさえ気付いていなかっただろう。あのころから〈アマルガム〉の行動は、各自の既き得とく権益を守ることが主体になっていった。迷走する方針、対立する利害、妥だ協きようだらけの取引……。内部抗こう争そうも繰り返され、やがて彼らは八や百お長ちよう試合を始めた。新しいルールが自然と生まれ、卓たく上じように放られたさいの目をごまかすのが当たり前になった」


「そうして三〇年か」


「いまの彼らは、当初の理念などまったく知らない。見えない権力の美酒に酔よいしれ、低てい俗ぞくなパワーゲームの道具として組織を利用しているだけだ」


　崇すう高こうな理想から出発した組織が、歳月を経て変質し、やがては醜みにくく肥大化して、自己保身それのみを目的とするようになる。


　典型的な堕だ落らくだ。


　どれほど叡えい智ちを集め、どれほど変わったシステムを取り入れても、けっきょくこの腐ふ敗はいからは逃のがれられなかったということなのだろう。


「だとしたら、もはや目的も理念もない談合集団だ。組織としてのしぶとさだけが残っている分、なおさら始末に負えない」


「そうだ。私が父から『管理者』としての権限を引き継ついだのは二〇年前のことだ。そのときにはもはや手に負えなくなっていた。『ミスタ・[image: ]マーキユリー』などといえば聞こえはいいが、私の役割は発言することではなかった。あくまで管理だ。組織のネットワークを維い持じし、ルールに違い反はんする者を除外する。幹部たちの会談に口を挟はさむことは許されなかった。〈アマルガム〉の当初の理念を知らしめようとしたところで、無視されるだけだったろう。なによりも、ミスタ・[image: ]マーキユリーは主張しないからこそ管理者として認められていたのだ。私にはどうすることもできなかった」


「組織のネットワークを破は壊かいすることはできなかったのですか？　そうすれば奴やつらはバラバラになったはずだ」


「不可能だった」


　老マロリーは深いため息をついた。


「私は一五年前、組織の破壊を真しん剣けんに模も索さくしたことがある。当時はいまのようなオンライン会議がなく、組織は世界中で発行される新聞の三行広告とテレックスの情報サービスを組み合わせて暗号化し、互いに意思疎通をはかっていた。暗号の公開鍵かぎは、それぞれの幹部が持ちまわりで、めいめいに設定していた。私が紡績業界紙の株価を数列に使ったように、ある者はアメリカ東海岸の天気予報の数字を使い、ある者はタブロイド紙の下世話なコラムの文字列を指定した。当の執しつ筆ぴつ者たちは自分の記事が暗号に使われているなどとは思いもしなかっただろうがね。ともかく、個人が暗号鍵に混乱をもたらすことは不可能な仕組みだった。バックアップの通信手段も常に複数用意されていたし、なにより公開情報を元にしているのだから細工のしようがない。いまではインターネットのせいでコミュニケーション手段の操作や破壊はさらに困難になっている」


　カリーニンを一いち瞥べつして、老マロリーは付け加えた。


「もっとも、ミスタ・[image: ]シルバーはそれを可能にしたようだがな」


「彼は限定的ながら未来予知が使えます。暗号コードや通信に使われるプロトコルを事前に察知し、都合のいいように操作・分ぶん析せきすることが可能だった」


　と、カリーニンが認めた。


「その通つう信しん網もうにウイルスを仕込んだのかね」


「単純にいえばそうなります。電子的ウイルスだけではなく、心理的ウイルスも用いたというべきか。はるかに複雑で、手間と時間のかかる作業だったようですが」


　父とカリーニンの会話の意味が、サー・マロリーにはまるでわからなかった。察するに、〈アマルガム〉内部で組織の掌しよう握あくを試みた者がおり、それを成功させたということなのだろう。


　傷の痛みが治まる気配は一向になく、悪態をわめき散らして気を紛まぎらわしたかった。だが、この二人の前でだけはそんな振ふる舞まいはしたくなかった。


「何の話だったかな。……そう、私には〈アマルガム〉の腐敗と肥大化を止めることができなかったという件だ」


「もう分かりましたよ。だヽかヽらヽ〈ミヽスヽリヽルヽ〉を創ヽっヽたヽと言うのですね」


「そうだ。内部からコントロールできないなら、外部に対立する組織を創ればいい。私はその組織を使って〈アマルガム〉の暴走に歯止めをかけようとした。……あのときからだ。湾わん岸がん戦争での核かく使用。あれこそ〈アマルガム〉の傲ごう慢まんが頂点に達した瞬しゆん間かんだった」


　いまも中東を悲ひ惨さんな状じよう況きようにしているあの一発、しかも詳しよう細さいは謎なぞに包まれたままの核かく攻こう撃げき。あれをもたらしたのも〈アマルガム〉だと言っているのだろう。


「あのとき私は決意した。彼らを止める組織を創るべきだと」


「まさかそれが崇高な決意だと思っているのではないでしょうね？」


「ほかに手段がなかった」


「あなたはこそこそと隠かくれたまま、二つの組織両方を裏切り、手のひらで転がし続けたというわけだ。仮にそれが善なる目的だったとしても、こんなペテンが許されるわけがない。なんという卑ひ怯きよう、なんという傲慢だ！」


「子供じみた非難はよせ」


　だがサー・マロリーは非難をやめなかった。


「あなたが裏切ったのは組織だけではない。この私を──息子むすこをあざむき利用したのだ。数多くの重要な男たちを組織に引き入れるために、甘かん言げんを弄ろうし私を操った！」


「おまえ向きの仕事だったからな。合理主義者プラグマテイストの皮をかぶった理想主義者ロマンテイストこそ、〈ミスリル〉の首脳グループにはふさわしい」


「よくも──」


「おまえの反応には失望したぞ。マロリー家の男ならば、父を出だし抜ぬけなかった己の未熟を恥はじるべきところだ」


　今度こそ、全身を引ひき裂さき、焼き尽つくしそうなほどの怒いかりがサー・マロリーの中でふくれあがった。父に対する明確な殺意が芽生えたのを、はっきりと自覚した。ロンドンの隠れ家がを発たってここに来るまでの車上で、彼は何度も自問していたのだ。『本当に父を撃うてるのだろうか？』と。いまはもう違ちがった。


「早めに銃じゆうを奪うばっておいてよかった」


　カリーニンが感想をもらした。人の殺意に敏びん感かんなのだろう。


「みっともない確かく執しつを見せてしまったようだ、ミスタ・カリーニン。確認したいことがあると言っていたな。そちらを済ませておくべきかね？」


「いえ。もう充じゆう分ぶんです」


〈アマルガム〉と〈ミスリル〉の創設、それにまつわる諸々の出来事──それらについては、カリーニンすらも多くを把は握あくしていなかったのかもしれない。それもこれまでの会話でおおむね判明した。彼にすればこれ以上、親子の泥どろ仕じ合あいを見るのは御ご免めんこうむりたいところなのだろう。


「では『名めい簿ぼ』をいただけますかな？」





　カリーニンが『名簿』を要求すると、老マロリーは不服そうに眉まゆをひそめた。


「あれは完全ではない」


「かまいません」


　カリーニンは彼の回答を予想していた。事実、そんなところだろうと彼は思っていた。


「〈アマルガム〉の歴代幹部の名前──創設から現代に至るまでの多くを、あなたは把握しているはずだ。ルール違反をした者をミスタ・[image: ]マーキユリーが『除名』した例が何度もある。違反者の名前を他の幹部に知らしめるというやり方で」


　ただし違反者以外──まっとうな利用者を餌え食じきにしたり食い物にすることは『管理者』にはできない。他の利用者の信しん頼らいを失うことにつながるからだ。


　限定的ながら未来の情報を取得できるレナード・テスタロッサの力で、現役幹部の情報はかなりの部分で把握している彼の一派だったが、過去の幹部の情報までは持っていない。唯ゆい一いつ、それを持っているのが管理者たるミスタ・[image: ]マーキユリーだった。


「過去の幹部の情報を知ってどうする気だ。ほとんどが故人だぞ」


「それをあなたが知る必要はない」


　そう、老マロリーには知る必要などなかった。カリーニンたちは、すでに多くの幹部の情報を把握し、〈アマルガム〉の独どく占せん的な権力を握にぎっている。もはや組織の『現在』についての情報は無価値だ。


　過ヽ去ヽにヽこヽそヽ価ヽ値ヽがヽあヽるヽ。


　正確には、一八年前の〈アマルガム〉の情報こそが有用なのだ。そヽのヽ時ヽ代ヽかヽらヽすヽべヽてヽをヽやヽりヽ直ヽすヽのヽだヽかヽらヽ。世界をもっとまともな形にするなら、その時点でも存在しているはずの〈アマルガム〉は有用な道具だ。だから次の世界に持っていく『参考情報』として、『彼女』がこの名簿を求めた。


　カリーニンはそれに従ったまでのことだった。


「ミスタ・カリーニン。私は組織の管理者として、最後の一線は越こえないようにしながらここまできた。君はその一線を越えて、彼らを売れと言っている」


「守るほどの一線ですか？」


　その馬ば鹿かげた律りち儀ぎさこそが、〈アマルガム〉を野放しにしたのではないか。代わりにあんな〈ミスリル〉だのという『正義の同盟ジヤステイス・リーグ』を結成し、自じ慰い的なバランス取りにふけっていた。いまさら〈アマルガム〉の過去について、なんの忠義立てをしなければならないのか。


「『名簿』が欲しければ探し出していけ。私が素直に差し出すなどと期待せんことだ」


「では遠えん慮りよなく」


　カリーニンは狭せまい室内を見回し、壁かべの一面を占しめる書しよ棚だなに手を伸のばした。一段分すべての書しよ籍せきを無造作に床ゆかに放り出すと、かび臭くさい埃ほこりがぱっと広がった。そばに這はいつくばっていたサー・マロリーが咳せき込む。さらにもう一段の書籍に手をかけたところで、彼はふと思いとどまった。


「いや、違うな」


　老マロリーのすぐ脇わき、小さなサイドテーブルの上に聖書が置いてあった。カリーニンはその聖書を手に取ると、背表紙に指先を沿わせ、上じよう端たんをつまんで何度か折り曲げ、裏側の接着面を剝はがしていった。背表紙の中から、四つ折りの黄ばんだ紙片が出てくる。広げてみると、一面にびっしりと意味不明の数列が書き連ねてあった。なにかの暗号だ。


　これが目的の『名簿』だ。


　カリーニンは紙片をていねいに折りなおし、胸ポケットにしまった。


「……なぜわかった？」


「これはいわば不道徳な情報だ。隠すのならば聖書の裏表紙──あなたのような人間が考えそうなことでしょう」


「暗号のことは聞かないのかね？」


「そうですな。このウルガータに聞いてみるとしましょう」


　紙片が隠されていたラテン語の聖書を指先でつついてみせる。おおかた紙片の数列を元に、この聖書から文字列を抜き出す類たぐいの暗号だろう。ごく原始的な手段だ。暗号解かい析せき用のＡＩにかければ一時間とかからずに解読できる。


　老マロリーが不快そうに鼻を鳴らした。どうやら推測通りのようだ。


「用は済んだ。あとはご自由に」


　聖書を小こ脇わきに抱かかえ、部屋を出て行こうとしたカリーニンを老マロリーが呼び止めた。


「私を処しよ刑けいしないのかね？」


「その理由がない。あなたにはもう何もできないのだから」


「私はすでに過去の人間ということか」


「それだけではない。あなたは囚しゆう人じんだ。回りまわって、自らをこんな場所に閉じ込めてしまった」


　この老人がここを出て行くことはないだろう。本質的な部分で、見えない鎖くさりが彼をこの部屋につなぎとめている。


　老人の息子──サー・マロリーを一瞥する。青ざめた顔はうつろだったが、父親に対する冷ややかな殺意が心の底に沈ちん殿でんしているのは明らかだった。怪け我がの苦痛すらすでに忘れたように、ことの成り行きを無感動に見つめている。


　人生に立ち向かうのをやめてしまった父親。


　父の裏切りに、怒り傷つき憔しよう悴すいした息子。


　この二人の構図に自分と相良さがら宗そう介すけの関係を連想して、カリーニンは荒こう涼りようとした気分になった。いわば自分の影かげであるあの老人に向かって、『あなたは囚人だ』だのと告げることの滑こつ稽けいさときたらどうだ。


　この私自身も、過去の鎖につながれた囚人ではないか。


　それはなにかの願望だったのかもしれない。彼は先ほど奪ったブローニング拳けん銃じゆうを取り出し、身をかがめると、サー・マロリーの前にそっと置いた。


「あなたの持ち物だ。返しておこう」


　それ以上はなにも言わず、カリーニンは部屋を出て行った。背後でサー・マロリーが銃をつかむ気配がしたが、自分を撃つためでないことは分かっていた。


　小屋を出ると、雨が先ほどより強くなってきていた。


　サー・マロリーが乗ってきたトヨタを前後に挟はさむようにして、黒いワゴンが二台停まっており、六名ほどの部下たちが車の前に待機していた。


「行くぞ」


　男たちが無言でワゴンに乗り込み、撤てつ収しゆうにかかる。かつて率いた部下たちのような人間味も持ち合わせておらず、技能においても一段劣おとる連中だったが、カリーニンにはむしろそれが救いだった。余計な会話は一切しなくていい上、損害が出たときなにも感じないで済む。


　彼が車の助手席に乗り込もうとしたとき、小屋の方から一発の銃じゆう声せいが響ひびいた。


　運転手の部下がエンジンのキーを回そうとした手を一いつ瞬しゆんだけ止めたが、すぐ何事もなかったようにエンジンをかけた。


　小屋からうなり声ごえとも叫さけび声ともつかない、悲痛に満ちた声がカリーニンの耳に届いた。だがワゴンが泥どろを跳はね上げ走り出すと、それもやがて聞こえなくなった。


　老マロリーは救われたのかもしれない。


　あの場所──息子以外知るよしもないこの村にいたこと自体が、わが子が決着をつけに来ることを望んでいた証しよう左さではないか。どこかの見知らぬ暗殺者や、歳月と老いに殺されるよりも、より強固な絆きずなゆえに解き放たれる一発の銃じゆう弾だんこそが、旅の終しゆう焉えんにふさわしい。


　それが適かなわないのならば、こんな世界などいっそ──


　カリーニンは思し索さくを打ち切り、衛星電話であらかじめ用意してあった回線を呼び出した。


「名簿を入手しました」


『けっこう。じゃあ戻もどってきてくれ』


　レナード・テスタロッサの声が告げた。地球の裏側にいるため若干のタイムラグがある以外はごくクリアな音声だった。


『こちらはおおむね順調だよ』


「おヽおヽむヽねヽ？　ではなにか問題が？」


『妹たちが計画をかぎつけた。衛星からの情報は隠かくしきれないから、時じ間かんの問題だったとは思うけど』


「対策は？」


『アメリカ海軍に働ヽいヽてヽもヽらヽっヽてヽるヽ。全力で『トイ・ボックス』を撃げき沈ちんするように、とね。ちょうどいま戦せん闘とう中のはずだよ』





●







『コン・ソナー！　魚ぎよ雷らい！　方位一二〇、距きよ離り二五〇〇！　五〇ノットで接近中！』


　ソナー室からの緊きん迫ぱくした報告とほぼ同時に、正面スクリーンの海図に赤いシンボルが表示された。アメリカ海軍の攻こう撃げき原げん潜せん〈オーガスタ〉から発射されたマーク48魚雷が、この〈トゥアハー・デ・ダナン〉に迫せまっている。


　艦かん長ちよう席のテッサはすぐさま命じた。


「面おも舵かじ。針路二九〇。速力はそのまま」


「アイ・アイ・マム。面舵、針路二九〇。速力は維い持じ」


　副長のマデューカスが復唱する。


　その機動は、接近中の魚雷を回かい避ひするには最良とはいえない選せん択たくだった。この場合なら、針路は東に設定して速力をあげるのがいちばんいい。


　発令所のクルーのうち何人かもそう考えているようで、マデューカスになにか言いたそうな顔をしている。副長はただ短く首を振ふるだけで、彼らに『艦長の命令に意見するな』と暗に告げていた。


　はたしてその三〇秒後、ソナー室から新たな報告がきた。


『新たな魚雷を探知！　方位二九三！　距離八〇〇！　速力五〇ノット！』


「ほら来た」


　かけらの笑みも浮うかべることなく、テッサがつぶやいた。セオリー通りの退路を選んでいたら、敵の包ほう囲い網もうに飛び込むしかなかっただろう。彼女は新手の敵からの攻こう撃げきを事前に見み越こしていたのだ。


「針路はそのまま。前進減速」


「前進減速、進路は維持、アイ」


「三番、四番の魚雷発射管扉とびらを開放」


「三番、四番の発射管扉を開放、アイ。データ入力は完かん了りようしています」


「けっこう。三番、四番を発射」


「アイ・アイ・マム。三番、四番から魚雷を発射します」


〈デ・ダナン〉の魚雷発射管から、二本のＡＤＣＡＰアドキヤツプ魚雷が発射される。


　この二本は敵の動うごきを封ふうじるためのおとりだ。〈デ・ダナン〉の正面に潜ひそんでいる攻撃原潜は回避行動をとるしかなくなるので、その隙すきをついて突とつ破ぱ口こうを開く作戦だった。


　最初の魚雷が背後から迫る。彼ひ我がの距きよ離りを示す数値がみるみる減っていく。七〇〇ヤード、六〇〇ヤード、五〇〇ヤード──


　いまだ。


「面舵、針路三三五。機関停止。ＥＭＦＣをパッシブに」


「アイ。面舵、針路三三五。機関停止、ＥＭＦＣをパッシブで作動」


　粘ねばり強づよい操そう艦かんで敵魚雷を充分に引きつけてから、テッサは艦を急旋せん回かいさせた。同時に電磁流体制御装置ＥＭＦＣを作動させる。艦体表面に配列された大量の素子が、海水の抵てい抗こうを極度に落とす。


　まるで氷の上でハンドルを切った車のように、〈トゥアハー・デ・ダナン〉の巨きよ体たいが水中を横すべりしていく。この規模の艦かん船せんでは常識的に考えられない機動だ。発令所の床も大きく傾かたむき、なにかに摑つかまっていなければ左さ舷げん側に転げ落ちてしまいそうだった。


「……きます！」


　敵魚雷の誘ゆう導どうプログラムは、こうした動きの大型艦を追つい尾びするようには設計されていなかった。そのため敵魚雷は〈デ・ダナン〉を見失い、六〇〇メートル離はなれた対抗手段カウンター・メジヤーに突とつ進しんして爆ばく発はつした。


　轟ごう音おんと衝しよう撃げき。〈デ・ダナン〉の艦体がきしみ、発令所のスクリーンがはげしく明めい滅めつする。


「ＥＭＦＣをアクティブに！　針路一一〇！　逆進しながら一番、二番を発射！」


「アイ・マム！　ＥＭＦＣアクティブ！　針路一一〇！　一番、二番の魚雷を発射！」
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　至し近きん距きよ離りの爆発で、敵はこちらの魚雷発射音を探知できない。そのタイミングを利用して、ドリフトから後進状態に移って背後の敵めがけて魚雷を撃うつ。曲芸さながらの攻撃方法だ。


「一番、二番を発射しました！」


「けっこう。取とり舵かじ、針路〇四〇。前進三分の一。深度九〇〇に潜せん航こう。下さげ舵二〇度。北北東から離り脱だつします」


「はい、艦長」


『離脱』と言われて、マデューカスの声こわ色いろにわずかな安あん堵どがよぎった。残った敵魚雷は爆発のノイズで〈デ・ダナン〉を完全に見失い、あさっての方向へと突つき進すすんでいく。数分後には安全装置が作動して、機関を停止し深海へと沈しずんでいくことだろう。


　こちらが撃った魚雷はただの時じ間かん稼かせぎだ。命中しても爆発しないし、たぶん命中しないだろう。


　彼らは〈アマルガム〉からの指令に操られているだけだ。


　自分たちがなぜ『トイ・ボックス』を攻撃しなければならないのか、彼ら自身も不ふ審しんに思っていることだろう。できる限り殺傷したくない。


　いや──


　だとしても、向こうは『本気』なのだ。現にこうして活性化した魚雷で攻撃をしてきた。こちらはギリギリまで一発も撃たなかったのに、行く手を阻はばんでくる。ナンセンスな命令に盲もう従じゆうして。


　こんな連中に、手加減する義理などあるのだろうか？


　確認できる限りで、米海軍の潜せん水すい艦かんは三隻せきいる。おそらく変温層サーモ・レイヤーの下にもう一隻。いますぐ進路を変へん更こうして、ＡＤＣＡＰアドキヤツプ魚雷とＡＤＳＬＭＭアドスリム自走機き雷らい、ＭＡＧＲＯＣマグロツク空中散布機雷を全ぜん弾だん発射してやれば、四隻すべてを撃沈できるだろう。


　やってしまおうか？


　彼らをここで皆みな殺ごろしにすれば、これから二〇時間以上、部下たちに充じゆう分ぶんな休息を与あたえることができる。


　そう、実に簡単なことだ──


「艦長」


　暗い思考は、マデューカスの声で中断された。


「空からになった発射管の再装そう塡てんは、同じ魚雷でよろしいですか？」


　通常の手続きならそうするところだ。だがもしこれから敵の殲せん滅めつに移るなら、戦術的な理由から二本はＡＤＳＬＭＭアドスリムに切きり替かえておく必要がある。


　マデューカスは遠回しに──他のクルーに気付かれないほど非常に遠回しに──テッサの意図を確認しようとしているのだ。


　脇わきに立つマデューカス副長をちらりと見る。


　その眉まゆ根ねがかすかに狭せばまり、彼女へ無言のメッセージを送っていた。『なにを考えたのかはわかりますが、私は反対です』と。


「ええ。同じ魚雷でいいわ。はやくこの海域から離脱しましょう」


　その言葉は『これ以上の攻撃は行わない』と言っているのと同じだった。


「はい、艦長」


〈トゥアハー・デ・ダナン〉は深度九〇〇フィートに達すると、潜航角度を水平に戻し、当初の予定通りに北北東から無音航走で脱だつ出しゆつした。





　艦かん内ないの戦闘配置と騒そう音おん規制が解除されると、格納甲板ハンガーデツキの照明が通常状態に復帰し、整備クルーがそれぞれの持場で仕事を再開した。


　回かい転てん翼よくをたたんだ輸送ヘリや、装そう甲こうを取り外され内部フレームがむき出しになったアーム・スレイブ。それぞれの機体にとりついて、やりかけの整備を片付けにかかる。


　相良宗介も搭とう乗じよう機の整備を手伝っていた。


　ＡＲＸ─８〈レーバテイン〉。彼らが保有する唯ゆい一いつの『ラムダ・ドライバ』搭とう載さい型ＡＳアーム・スレイブであり、おそらくはこの世界で二番目に強力な機体だった。


　白を基調に、暗い赤の塗と装そうを施ほどこした装甲。同じ系列機であるはずのＭ９〈ガーンズバック〉に比べて、よりマッシブで攻撃的な印象のシルエットをもっている。


　整備の手伝いといっても、宗介自身にできることはそう多くはない。〈レーバテイン〉の人工知能と意い思し疎そ通つうを図り、整備クルーに簡単な助言を与える程度の作業だ。直接、機体の部品に触さわろうものなら、整備中隊長のサックス中ちゆう尉いが雷かみなりを落とすことになるだろう。どの軍隊でも同じだが、整備兵という人種は、担当する機体を自分の所有物だと考えている。そして出しゆつ撃げきのときだけ、機体を操縦兵に『貸してやっている』のだ。


《右う腕わん部、第六軟なん骨こつユニットのアライメントをコンマ12に再設定してください》


　機体の人工知能ＡＩ『アル』が、音声とテキストの両方から『要望』を出した。


「第六か。さっきコンマ05にしろと言っただろう」


　ヘッドセット越ごしに宗介が言う。


《その後に組み込んだマッスルパッケージ──三二番から三七番までの磨ま耗もう度が想定値以上でした。コンマ12にしてください》


「わかった」


　宗介は整備兵のひとりにその旨むねを告げた。その整備兵はうなずき、右みぎ肘ひじ部分の人工軟骨ユニット──短いダンパー型の部品に調整具をはめて、伸しん縮しゆく幅はばの微び調ちよう整せいを行う。


《やはりコンマ05に戻もどしてください》


「なんだと？」


《コンマ12では第一〇軟骨ユニットの方に負担がかかります。やはりコンマ05のまま作業を続行すべきです》


　宗介は文句を言いたくなるのをぐっとこらえて、整備兵に再調整を頼たのみこむ。整備兵は肩かたをすくめて指示に従った。


「やったぞ。これでいいんだな？」


《すみません、やはりコンマ08にしましょう》


「……おい」


《訂てい正せい。コンマ12のままにしてください》


「どっちなんだ」


《いや。むしろコンマ15までふりきってみた方が──》


「決まったら教えろ」


《それは──》


　音声入力のスイッチを切ると、宗介はヘッドセットを卓たく上じように放り出した。このＡＩを叱しかったり怒ど鳴なったりするのはうんざりだった。
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「で、けっきょくいくつにしときます？」


　と、整備兵が聞いてきた。


「コンマ12でいい」


　どうせこう言ってくるだろう。当て推量を整備兵に告げてから、ノートＰＣを開いて書きかけの原げん稿こうに取り組む。


　書いているのは自分の遺書だった。


〈ミスリル〉の隊員は、自分が死んだあとの始末について文書を残しておくよう決められていた。さらに隊規には、年に一度遺書を書き直しておくのが望ましいとも定められている。宗介が遺書を提出したのは二年前のことだ。それきり放置していたのだが、テッサの秘書官ヴィランにせっつかれて、しぶしぶ遺書の改かい稿こうに取り組んでいるのだった。


　遺品や遺産の処分について事務的な内容を記すまではよかったが、それから筆がまったく進まなくなる。


　言い残したいことなど、特になにもないのだ。


　あらゆる知人・友人・戦友たちに対しても、たいした言葉が思いつかない。自分がどういう人間であったか、自分がどういう気持で戦いにおもむくのかなど、正直にいってどうでもいい気分だった。


　なにか気の利きいた言葉をひねりだすには、これまで多くの──あまりに多くの出来事がありすぎた。


　勝った戦い、敗れた戦い。救えた命、救えなかった命。


　無数にからみあう出来事の数々を紐ひも解といて、ひとつひとつに注ちゆう釈しやくをつけることなど、もはや彼にはできそうにない。もし自分が死んだとしたら、これからも運命に翻ほん弄ろうされ続けるであろう生者たちに対して、贈おくる言葉はひとつしか出てこない。


　幸運を祈いのる。


　ただこれだけだ。数千年前の古代から、死にゆく戦士が仲間に贈った一言など、多少の差はあれ、どれも同じだったのではないかと思う。『神の加護を』だの『あの世で会おう』だの。


　では、千ち鳥どりかなめに伝えたいことも同じだろうか？


　たぶん違ちがうだろう。自分は彼女に言いたいことが山ほどあるはずだった。あまりにも話したいことが多すぎて、どこから手をつけたらいいのかわからないほどだ。それと同時に、言葉など必要ない気もする。正気に戻ってくれさえすれば、彼女がなにをどう思うのか、おおむね想像がつく。


　自分を責めるだろう。苦しむだろう。そして過か酷こくな贖しよく罪ざいの道を歩もうとするだろう。ちょうど、いまのテッサと同じように。


　そんな彼女に対して、自分が贈ってやれる言葉などあるのだろうか？


　仲間への言葉『幸運を祈る』を書いたあと、いつまでも埋うまらないテキストの余白をにらんでいると、音声入出力のインジケータが明滅した。アルの呼び出しだ。


「決まったか」


　ヘッドセットをつけて宗介は言った。


《コンマ12でいきます》


「だと思った」


　予想通りの数値だった。最近の彼は、アルの言動をいくらか先読みできるようになっている。ただ『なんとなくこう言うだろう』といった程度の勘かんにすぎないのだが、それが読めるのだ。別に超ちよう自然的なものではない。たとえるなら、飼い犬が首を動かしてこちらを見たときに、『そろそろ散歩の時間だろ？』と言いたいのがわかるような感覚に近い。


　それからアルと宗介は、技術的な議論をしばらく続けた。


　問題になっているのは〈レーバテイン〉の疲ひ労ろうだった。


《……機体の骨格全体が疲ひ弊へいしています。まだ整備とソフトウェアで補える範はん囲いですが、二〇Ｇを超こえる機動は可能な限り避さけるべきかと》


「わかっている」


　だいいち、瞬しゆん間かん的とはいえ二〇Ｇを超えるような機動など、操縦兵自身がやりたくない。極きよく端たんなたとえをするなら、〈レーバテイン〉の最大機動は交通事故を数秒おきに一回起こすようなものなのだ。


〈レーバテイン〉の元の機体であるＭ９〈ガーンズバック〉の設計は、そもそもこの機体のような大出力・大火力の運用を想定していない。いってみれば市し販はんのスポーツカーにＦ１のエンジンを取り付けて、強引に走れるようにしたようなものなので、そのツケは様々な面に悪あく影えい響きようを与えている。行動時間が極端に短く、電子兵装が貧弱で、熱処理にも問題を抱かかえている。


　そして整備性だ。


　骨格をはじめとしたあらゆるパーツが、通常のＭ９よりもはるかに早く疲弊、劣れつ化かしつつある。デビュー戦のような派手な戦い方は、いまの〈レーバテイン〉にはもう無理だろう。


　機体の疲ひ労ろう状じよう況きようを踏ふまえた上で、アルが質問してきた。


《次の作戦に「あの野や郎ろう」は出てきますか？》


「たぶんな」


　レナードの駆かる黒いＡＳ〈ベリアル〉のことだ。メキシコの邸てい宅たくで得た情報の中に、この機体の名前があった。宗介とアルはあの機体に一度は敗れ、もう一度は逃にげ切ることしか出来なかった。


　アルもあの機体には特別な敵意を抱いだいているようで、ことあるごとに中傷めいた発言をする。いわく『インチキチート野郎』だの『ラムダ・ドライバがなければガラクタ』だの『ワンオフの機体など兵器として失格』だの。皮肉なことに、これらはすべて〈レーバテイン〉にも当てはまる中傷なのだが、ＡＩにはＡＩなりの自尊心があるだろうから、宗介はそのあたりは指し摘てきしないでいる。


「奴やつの相手ができるのは、俺たちだけだ」


《だとすれば、作戦行動はあと一回が限度です》


「ああ──」


　宗介は〈レーバテイン〉を見上げた。装甲に細かい傷が無数に走っている。


「あと一回。それで充じゆう分ぶんだ」


　そのとき、艦内放送を知らせる短いアラーム音が流れた。副長のマデューカスの声が告げる。


『中断していたミーティングを再開する。該がい当とうする人員は第一状じよう況きよう説明室に集合せよ。繰くり返かえす。中断していたミーティングを──』


　格納甲板の向こうで、整備隊長のサックスが作業を中断して後部デッキへと歩き出す。宗介も『該当する人員』のひとりだ。彼は書きかけの遺書のテキストファイルを閉じて身の回りの片付けを始めた。


《テスタロッサ大たい佐さとミーティングを？》


「そうだ」


《自分も出席すべきでは？　有意義な助言ができるかもしれません。ウェーバー曹そう長ちようの抜ぬけた穴を埋めることも──》


「うるさい」


　ヘッドセットを放り出して、宗介は状況説明室に向かった。





　テッサが最後に部屋に入ってきて告げた。


「お待たせしました。始めましょう」


「はい」


　メリッサ・マオや宗介、その他の出席者に向かってベルファンガン・クルーゾーが切り出した。


「……悪いニュースから始めねばならん。アフガンだ。北東部の山さん岳がく地帯にあるソ連軍の核かくミサイル基地が、正体不明の武装勢力によって占せん拠きよされた」


　中東の東とう端たん、内陸部に位置するアフガニスタン共和国は、現在、ソビエト連れん邦ぽうの支配下にある。ソ連軍の大部隊がアフガン各地に駐ちゆう留りゆうしており、その軍事施し設せつも数多く建設されている。核ミサイル基地というのは、そうしたソ連の軍事施設のひとつだ。


「武装勢力？」


　と、メリッサ・マオが眉まゆをひそめた。


「アフガンの北東部っていったら、ソ連の国境からすぐそばでしょう？　警けい戒かいも厳重だろうし、奇き襲しゆう可能な規模の兵力じゃ占拠なんてできないわ」


「できる者ならいる。俺たちか、奴ヽらヽだ」


「レナードたちね……」


　最近のマオたちは、敵を『アマルガム』でなく『レナードたち』と呼ぶことが多くなっていた。実情はどちらでも同じなのだが、これまで顔が見えなかった〈アマルガム〉の実権をレナード・テスタロッサが握にぎっているのがはっきりしてきたからだ。


「連中のラムダ・ドライバ搭とう載さい型ＡＳなら一〇分で守備部隊の主力を殲せん滅めつできるだろう。あとはあの〈アラストル〉と歩兵部隊の連れん携けいで、施設の占拠はすぐ完かん了りようだ」


　偵てい察さつ衛星からの最新の画像がスクリーンに表示される。山さん岳がくに建設された核ミサイル基地の周辺に、黒こく煙えんをあげるソ連製ＡＳ〈サベージ〉やＢＭＰ戦せん闘とう車の残ざん骸がいが散らばっており、基地を占拠した所属不明のＡＳのシルエットも数機確認できた。


「でも、なぜいま核かくミサイル基地を？」


　と、マオが言った。


「分からん。現状でも核かく戦せん争そうが起きそうなこの状況で、連中がわざわざ火に油を注ぐとは思えない」


　米ソ両国が深刻なにらみ合いをしているいま、核ミサイル基地を占拠するなどといった事件が起きれば、さらに危機的な緊きん張ちよう状態が生まれるのは明らかだ。だがレナードにしろ〈アマルガム〉にしろ、世界の滅めつ亡ぼうを望んでいるわけではないはずだ。核ミサイルを発射する理由などない。だとすれば──


「陽動、そして時じ間かん稼かせぎということでしょうね」


　と、テッサが言った。


「どういうこと？」


「わたしはこれからメリダ島を攻こう略りやくするつもりでした。かつてのわたしたちの基地であり、いまはレナードたちの本ほん拠きよ地ちになっているあの島を。彼らはそれを阻そ止ししたい。なんとしてでも。だから──」


「核ミサイル基地を乗っ取ったと？　あたしたちが、そちらの奪だつ還かんに向かわざるをえないようにするため？」


「ええ」


「テッサ。よく分からないわ」


　テッサは部下たちの顔を見み渡わたした。数多くの疑ぎ問もん符ふが浮うかんでいる。


　なぜそこまでメリダ島を守りたいのか？　メリダ島にはなにがあるのか？


　そう──なぜテッサはそこまでメリダ島の奪還にこだわるのか？


　これまでは、部下たちも遠えん慮りよしてすべてを聞こうとはしてこなかった。だが、そろそろ聞かせて欲しいと思っている。事の真相を。レナードとの戦いの背後に潜ひそむ、もっとも大きなその理由を。


　テッサは宗介を一いち瞥べつした。ただ一人、ほとんどの事情を知っている宗介を。


　宗介はすこしだけ躊ちゆう躇ちよしてから、短くうなずいた。『もう限界でしょう。すべて打ち明けるべきです』とでも言うように。


　なぜテッサはメリダ島をなんとしてでも攻略しなければならないのか？　敵はなぜあの島に固こ執しゆうするのか？　その理由は？　それこそ、最も信しん頼らいしているこの場の部下たちですら意見の分かれるような問題なのだ。


「いいでしょう。冗じよう談だんは一切なしで、よく聞いてください……」


　深呼吸してから、テッサはすべてを話した。


　この世界には、一八年前にソ連が行ったテレパシー実験の暴走によって、遠い未来の技術情報が流れ込んでいること。それら『暗黒技術ブラツク・テクノロジー』を受け取った『ささやかれた者ウイスパード』によって、いまの世界は本来あるべき技術レベルよりもはるかに進んでいること。おそらくその影えい響きようで、いまの世界の歴史は大きく変容していること。


「本来なら──」


　静まり返る状況説明室の中で、テッサは続けた。


「生きている人が死んでいて、死んでいる人が生きているのでしょう。レナードやその部下たちは、それを是ぜ正せいしようと考えています。メリダ島で新たなＴＡＲＯＳ──もっとも強力な『時空通信機』を建設し、カナメさんの力を使って、歴史を改変するつもりです」


　部下たちは黙だまり込んでいた。


　なにか異様な事情があることくらいは察していただろうが、ここまでの話だとは想像していなかったのだろう。半信半疑でいながら、この期ごに及およんでテッサがでたらめを話すわけもないことを知っているため、どう反応したらいいのか困こん惑わくしている様子だった。


　マオが言った。


「テッサ……あんたの言うことだから、たぶんでまかせじゃないんだろうけど。それでも、そんなメチャクチャな話をいきなりされて、あたしが信じられると思う？」


「そうでしょうね」


「あたしたちは兵隊よ？　ごく現実的な軍事作戦に従事してきた。そこにいきなり、そんなおとぎ話を出されても困るわ」


「だが、辻つじ褄つまは合う」


　そうつぶやいたのは副長のマデューカス中ちゆう佐さだった。この場の最年長で、こんな話をいちばん信じそうにない現実主義者だ。


「昔から『妙みようだ』とは思っていましたのでな。アーム・スレイブやラムダ・ドライバや──そうしたあれこれです。前から聞いていた〈ウィスパード〉についても。荒こう唐とう無む稽けいな話かもしれませんが、案外、筋は通っている」


「ありがとう。だからわたしは──」


「しかし」


　と、マデューカスが彼女の言葉をさえぎった。


「私のような年寄りの想像力では、どうにもわからないことが多すぎる。歴史が変わったといっても、私が生きてきたこの一八年はまぎれもなく現実だ。レナード・テスタロッサがそのＴＡＲＯＳで歴史を修正した場合、どういうことが起きるのです？　私はこれまで、大勢の友人を亡くしている。あなたのお父上もその中の一人です」


　その言葉にマオたちが驚おどろきを見せた。テッサの父親カールがマデューカスの旧友だということは、彼らにはまったく話していなかったのだ。


「私の戦友、カール・テスタロッサが元気な姿で私の前に現れるのですか？」


「あなたが想像しているようにはならないでしょう」


　と、テッサは言った。


「もし修正後の歴史が『カール・テスタロッサが死ななかった世界』なら、あなたはそれを当然のように受け止めているはずです。その世界でのあなたの立場のまま、いつものように父と会い、談笑することでしょう。ＴＡＲＯＳによる歴史の修正が発動した瞬しゆん間かんから世界は変容し、あなたはそれをなんの疑問にも思わず、残りの人生を生きていくことになります」


「〈ミスリル〉もなくなっている？」


「おそらく」


「この三年間、あなたや部下たちと一いつ緒しよに戦ったのも、なかったことになると？」


「おそらく。ただ、『その世界のあなた』はそれを気にしたりはしません。元からなかったことですから……」


「私は彼らを忘れたりなどしない」


　珍めずらしく語気を強め、マデューカスが言った。


「どんなからくりだろうと、私が死んでいった戦友たちを忘れることなど、ありはしません」


　意外なようで、むしろマデューカスらしい言葉だとテッサは思った。


「わたしだってそうです。でも、事実としてその人に出会ったことがなければ、その人を想うことはできないでしょう？」


「それは……そうかもしれませんが」


「これは記き憶おくの操作や洗脳なんかじゃないんです。事実そのものが変わるんです。成功も失敗も、生も死もある世界の中で、ただ『そうなった』という事実に基づいて、脳の化学的反応が進むだけのことです。心や意思は関係ありません」


「…………」


「ですが大たい佐さ殿どの、自分にはどうも想像できません」


　黙って話を聞いていたクルーゾーがためらいがちに言った。


「その……自分はＳＦの類たぐいにも少々知識があります。そうした小説や映画では、タイムマシンなどで過去に干かん渉しようして歴史が変わった場合でも……あー、その過去から枝分かれした別の世界が生まれるだけで、もとの世界はまったく変わらないという……」


「多世界解かい釈しやくですね」


「そう、いわゆる平行世界です。レナードたちが、その怪あやしげな装置でなにをしようと、『ここにいるわれわれ』そのものは何ら影響を受けないのでは？」


「なんとも言えません」


　テッサは正直に認めた。


「クルーゾーさんの言う『平行世界』は、最新の仮説──オムニ・スフィアの存在を含ふくめた精神物理論に従えば『あるとも言えるし、ないとも言える』というのが実状です。量子の波動関数と同様に──いえ、もっと簡単にいえば、あなたたちは両方の世界を観測できないからです」


「そんな曖あい昧まいな……いや、待ってくれ。いま『あなたたち』と言いましたね？　どういう意味です？」


「わヽたヽしヽたヽちヽにはできるということです」


　ごく静かな声でテッサは言った。


「『ささやかれた者ウイスパード』は、オムニ・スフィアを通じて時空を超こえた精神波のやり取りができます。もし平行世界というものがあると仮定すれば──わヽたヽしヽたヽちヽはそれを自覚することができるかもしれません」


「頭が混乱してきた」


　クルーゾーは深い溜ため息いきをつき、刈かり込んだ頭をくしゃくしゃとかいた。


「……つまり、どういうことです？」


「つまり、レナードの狙ねらいはそこにあります。世界の歴史を都合のいいように改変して、自分たちの記憶や意識──いまのこの世界でのパーソナリティだけは『向こう』に持ち込もうとしている。想像してみてください。明日あしたの朝から、あなたにとって『こうなっていればいいのに』と思った世界が実現していて、しかも自分はそれを楽しむことができるとしたら？　ほかの人間はそのことにまったく気づいていないとしたら？」


「ゲームのセーブデータを好き勝手に書き直すようなものですか。魅み力りよく的ですな」


「だがペテンだ」


　と、宗介が不ふ機き嫌げんな声で言った。


「ヤムスク11の廃はい墟きよで、レナードは『世界を是正する』と言っていた。本来あるべき姿に戻もどすのだと。そんな大義名分など、元から怪しいものだと思っていたが、これで納得できた。奴やつはカナメを連れて、俺たちの知らないどこかへ行くつもりなんだ。俺の知らないどこかへ……」


「そういうことになります。だから、わたしは彼の企たくらみを阻止しようと思っています」


「いずれにしても、仮定だらけで摑つかみどころがないわ」


　うんざりとした様子でマオが言った。


「それにテッサの話が本当だとしても、一いつ般ぱん人には関係がないってことになるんじゃない？　平行世界やら何やらがあろうがなかろうが、どっちにしてもあたしらはそれを実感できないってことでしょう？」


「ええ」


　テッサはこれも素直に認めた。


「だったら、あたしたちがメリダ島を奪だつ還かんする理由はどこにあるの？　……テッサ、あたしは責めてるわけじゃない。あなたにとってそれが必要なら、あたしは命をかけてあげる。でも、ここにいないクルーや、あたしの部下たちを納得させなくちゃならない」


「もちろんそうです」


　マオがそう言ってくるのは分かっていた。ほかの面々も同じことを考えているのだろう。ただし宗介だけは別のようだが──


　テッサは軽く咳せき払ばらいしてから、部下たちに注意深く説明を続けた。


「そして、わたし側のこういう事情を、レナードたちはよく分かっているはずです。だから核かくミサイル基地を占せん拠きよした。一般人にとってはあやふやな理由しかないメリダ島の奪還と、『現在の明白な危機』である核ミサイル基地の奪還。わたしたちはどちらを優先すべきだと思いますか？　あくまで職業軍人として考えてみてください」


「決まっています」


　と、まずクルーゾーが言った。


「言うまでもないことですな」


　と、マデューカスが同意した。


「ミサイル基地よね。普ふ通つうに考えれば」


　と、マオが肩かたをすくめた。


　同席する整備隊長のサックスや何人かのＳＲＴ要員、各部署の責任者も同じ考えの様子だ。テッサはずっと黙っている宗介を一いち瞥べつした。


「サガラさんは？」


「俺は……」


　短い葛かつ藤とう。千鳥かなめがいるはずのメリダ島に、いますぐ飛んでいきたい彼のことだ。理性は周囲と同意見でも、その本心は賛同しかねるのだろう。


「……いや、確かに……アフガンを優先すべきなのでしょう」


「けっこう」


　テッサは席を立ちあがると、腕うでを組んでから一同に向き直った。


「陽動だろうとなんだろうと、わたしたちはアフガンの核ミサイル基地を奪還しなければなりません。彼らは本気で撃うつつもりです。わたしたちを動かすためだけに。彼らにとっては、メリダ島のＴＡＲＯＳが起動しさえすれば、この世界がその後どうなろうと知ったことではないと考えているのでしょう」


　それだけではない。いまの世界の人口が激減すれば、彼らにとってはもっと都合がいい可能性すらある。だがこれはテッサですら確信のもてない問題だったので、ここで説明するのはやめておいた。


「狂くるってるわ」


「だとしても、レナードのカリスマは大したものです。ウィスパードではない部下たちにも『世界を改変する』という概がい念ねんを納得させ、破は滅めつ的な作戦に従事させることに成功しているんですから」


　ことが大きすぎ、そして複雑すぎる。なにを優先すべきなのか、敵の裏をかくにはどうしたらいいのか、だれも答えを出せない。


　室内にたれこめる空気がより一層重たくなった。


「それで、艦かん長ちよう。あなたはどうするおつもりでしょうか？」


　やっと本題に入れる。


　マデューカスに訊きかれ、テッサは一同の顔を見み渡わたした。


「戦力を分けます」


「分ける……？」


「ヘリを出します。皆みなさんはアフガンに飛んで、核ミサイル基地を奪還してください。平行世界があるにせよないにせよ、あなたたちが現実として生きるのは、いまのこの世界です。この世界を守ってください」


「じゃあ、あなたは……」


「わたしはこの艦ふねでメリダ島に向かいます。さいわい、この〈デ・ダナン〉にもＴＡＲＯＳが搭とう載さいされています。小型で旧式ですが、わたし一人で艦を操作することを可能にしてくれますから」


　ごく静かなテッサの言葉に、マオたちはしばし啞あ然ぜんとしていた。


「だ、だとして……この艦だけじゃ、あの島は占せん領りようできないでしょう？　上陸部隊が必要だわ」


「ええ。上ヽ陸ヽ部ヽ隊ヽは彼です」


　テッサは宗介を見た。


　おそらく、それを予期していたのだろう。彼は驚おどろいた様子も見せず、全員の視線をごく平静に受け止めた。


「わたしとサガラさん。メリダ島に大切な用があるのは、突つき詰つめればこの二人だけです。だから、二人で行きます。〈トゥアハー・デ・ダナン〉と〈レーバテイン〉はいただきますけど。いいですね、サガラさん？」


　宗介は無言でうなずいた。


　ただ『そうするしかないだろう』と認めているだけの、諦てい観かんにも似た仕草だった。


「自殺行こう為いだわ」


　マオが言った。その声は怒いかりで震ふるえていた。


「それにここまできて──今の今まで一いつ緒しよに戦ってきて、『後は自分たちで勝手に戦え』だなんて。あんた、自分で何を言ってるのかわかってんの？」


「ええ。でもさっきあなたは言いましたね。部下たちが納得できるメリダ島奪還の理由が欲しいと」


「それが？」


「ないんです」


　テッサは寂さびしげに笑った。


「……みんなを付き合わせる理由が。わたしはウィスパードだから彼らの計画を阻そ止しする理由がある。サガラさんはあなたたちと同じ一般人ですけど、彼はもともとカナメさんを日本に連れ戻す前提でわたしたちに合流している。でも、あなたたちにはそこまでの理由がない」


「…………」


「この艦はあと五時間で最後の補給ポイントに到とう着ちやくします。あなたたちは艦を降りて、アフガニスタンに向かってください。もし首しゆ尾びよくミサイル基地を奪還できたら、そこで部隊は解散です。あとは自由に生きてください」


「テッサ……！」


　マオの言いたいことは痛いほどわかる。


　だがテッサに出せる答えはもう他に残されていなかった。


「ごめんなさい。でも、きょうでお別れです」





　ソ連軍の奪還部隊は、サビーナの予想よりもやや遅おくれてやってきた。


　冬のアフガン北東部、バダフシャン地方。標高四〇〇〇メートル級の山々が連なる険しい地形の真まっ只ただ中なかだ。大地は見渡す限かぎり真っ白で、山間を縫ぬうようにして続いている道路も、いまは深い雪の中にうもれている。


　雪と厳寒。通常部隊では行動不可能な季節だ。


　サビーナの搭とう乗じようするＡＳ〈エリゴール〉は山の尾お根ねにうずくまり、ＥＣＳ（電でん磁じ迷めい彩さいシステム）で姿を消したままで、敵部隊の戦力をじっくりと吟ぎん味みする。


　通常の装そう甲こう車両が進める地形ではないため、主力はやはりＡＳだった。


　第二世代型ＡＳ〈サベージ〉の改良型モデル、Rk─96が一〇機。


　それに加えて、六機の新型ＡＳが隊列の後方を進んでいる。西側のコード名ではZy─98〈シャドウ〉と呼ばれている、ソ連製の第三世代型ＡＳだ。ずんぐりとした卵型の胴どう体たいを持つ〈サベージ〉に比べて、あの〈シャドウ〉はずっとスマートなシルエットを持っている。その性能は〈サベージ〉など及およびもつかないもので、米軍や〈ミスリル〉が使っているＭ９〈ガーンズバック〉とほぼ同等といっていいだろう。サビーナが乗っているこの〈エリゴール〉も、元をたどれば〈シャドウ〉の設計から派生している。


　新旧あわせて一六機のＡＳ部隊。


　常識的なセオリーなら、核ミサイル基地を奪だつ取しゆした『テロリスト』を制圧するには充じゆう分ぶんな戦力だ。あくまで常識的なセオリーなら──


『ファウラーだ。北側からは一六機のＡＳが接近している。そちらはどうだね？』


　通信が入る。基地の北側──予想される進しん撃げきルートの片方を偵てい察さつしているリー・ファウラーからだ。完全な暗号通信のため、コールサインさえ使っていない。


「いまデータを送りました」


『ふむ……同じか。合計で三二機のＡＳ部隊。なかなか盛せい況きようだな』


「おそらく後方には輸送ヘリ部隊が控ひかえているかと」


『だろうな。ＡＳで露つゆ払はらいしてから歩兵を基地内に突とつ入にゆうさせるつもりか。まあ、無理だろうがね』


　こちらの戦力は、自分とファウラーの〈エリゴール〉二機と、基地の警備にあたっている部下たちの〈シャドウ〉四機、あとは一個小隊の歩兵だけだ。だとしても、敵の通常型ＡＳに対して、ラムダ・ドライバを搭載したこの〈エリゴール〉は無敵だろう。なにも心配することはない。


『とはいえ、しばらくは忙いそがしいことになりそうだ。〈コダール〉があと何機かあれば楽なのだが』


〈コダール〉はアマルガムのラムダ・ドライバ搭載型ＡＳだ。この〈エリゴール〉ほどの力はないが、それでも通常型ＡＳには圧あつ倒とう的てきな優位を誇ほこっている。


　ぼやき半分のファウラーの言葉に、サビーナは小さな苛いら立だちを感じた。


「組織の〈コダール〉は、すべてメリダ島の防衛に向けられています。わたしたちの任務はこの戦力で充分だと、レナード様が判断したのですから。不服を唱えるのは控ひかえられてはいかがです？」


『ごもっともだ。だが私には、君こそ不服を感じているように思えるのだが』


「なぜです？」


『メリダ島に残りたかったのではないかね？　これから起きることを考えれば、君はレナード様のそばにいたいと思ったはずだ』


「いいえ。あの島にいても、わたしは何のお役にも立てませんから」


　それにメリダ島にはあの女がいる。


　ヤムスク11で覚かく醒せいしたとはいえ、サビーナの目から見ればあの女の性格は大して変わっていない。傲ごう慢まんで、鈍どん感かんで、独善的なままだ。


　だがレナードはあの女を必要としている。彼だけではない。彼に仕える自分たちすべてが、あの女を必要としている。間ま違ちがいだらけのこの世界を是ぜ正せいして、あったことをなかったことにしてくれる力を持っている。


　彼はもう自分を見ていない。


　指一本、触ふれようともしてくれない。


　もちろん、彼を独どく占せんできるなどと思ったことは一度もない。ああいう男性だ。すべてを知っているわけではないが、自分のように抱だかれた女は大勢いるのだろう。その中の一人でいることに不満はない。


　ただ──


　なぜあの女に──よりにもよって──チドリ・カナメなどという小こ娘むすめに、彼はその心を捧ささげたりなどするのか。体ならまだいい。だがそうではない。どこまでもプラトニックに、この目から見ても滑こつ稽けいなほどに、彼はあの女に尽つくそうとしている。


　メキシコで負傷したあとはまだ良かった。


　彼はあの女を手厳しく扱あつかうようにサビーナに命じていた。精神的に追おい詰めろと。とことん疲つかれさせてやれと。ようやくあの女を道具として扱う気になったのだろうと、サビーナは内心で安あん堵どしていた。力ずくで我が物にするくらいのことはしてくれそうだとまで思っていた。彼女にはその方が楽だったのだ。


　だが、そうなる前にあの女は変わってしまった。ヤムスク11で。


　あの女は支配者になってしまった。


　それからはまた逆ぎやく戻もどりだった。レナードはもうあの女に手を上げたりなどしない。うやうやしくかしずき、あの傲慢な姫ひめ君ぎみの求めるものを何くれとなく用意している。


　そばにいるのは、もういやだった。


　このミサイル基地──イシュカシム基地の占せん拠きよは〈ミスリル〉残党に対する囮おとり作戦だが、こうしてメリダ島から七〇〇〇キロの彼方かなたにいられるのはむしろ僥ぎよう倖こうだった。あんな彼の姿を見なくて済むのだから。


　たとえそれが捨て石に近い役割だとしても──


「わたしに不満はありません。ですがミスタ・ファウラー、あなたはどうなのですか？」


『すこしはあるよ。歴史的な瞬しゆん間かんに立ち会えないのは残念だ』


　無線の声に自じ嘲ちようが混じる。


「それだけで？」


『ああ、それだけだ。ＴＡＲＯＳが順調に稼か働どうすれば、私は何の文句もない』


　レナードを信しん奉ぽうする者は、何にせよ強い動機を持っている。その内容は様々だが、共通するのはいまの世界と、その世界を作り上げた過去の出来事への激しい憎ぞう悪お、狂きよう的てきなまでの怒りだ。決して受け入れられない過去を、どんな形にせよ否定できるのなら何でもしてみせる。その思いが彼らを理り不ふ尽じんな戦いへと駆かり立たてるのだ。


　貧民街で踏ふみつけられながら育ったサビーナには、過去を憎にくむ理由が山ほどある。


　ファウラーにも理由はあるようだった。サビーナは彼と作戦を共にしたとき、彼の言動に自分と同じ怒りを何度か発見していた。あの暗い怒り──炭火のような熱さは、彼がどこかで自分の一部を過去に置き去りにしていた確かな証しよう拠こだ。


　妻子がいたらしいとは聞いている。なにかの事件で、その家族を守れなかったらしいということも。だがそれ以上のことを聞いたことはなかった。


　おそらく、これから聞くこともないだろう。サビーナが自分の怒りを、レナード以外のだれにも話したことがないのと同じように。


　サビーナは自機の光学センサの倍率を修正した。


　スクリーンの中、ソ連軍のＡＳ部隊が眼下を進んでくる。一歩一歩、確実な死に向かって。


「しかけますか？」


『もともと偵察のつもりだったのだが……まあいい。肩かた慣ならしにひと暴れするか』


「では」


　回線を切ると、サビーナは〈エリゴール〉の動力源──パラジウム・リアクターの出力を巡じゆん航こうレベルから戦せん闘とうレベルに切きり替かえた。機体のかすかなうなり声が高まっていく。パラジウム・リアクター自体は無音だが、その冷れい却きやく装置は出力次第でいくらかの作動音を発する。


　アフガン北部の冬は厳しい。現在の外気温は摂せつ氏しマイナス一三度だ。機体のパラジウム・リアクターが発する熱が、その隠いん蔽ぺい能力を上回り、すでにＥＣＳの範はん囲い外がいに不自然な熱分布を発生させているはずだった。


　赤外線センサで索さく敵てき中の敵が一機、こちらの不自然な熱分布を察知した。行軍の足を止め、サビーナのいる尾根を注意深く観察している。敵は『不ふ審しんな熱源』の有無について、味方と議論しデータのやり取りを始める。


　そう。電子的なデータだ。


　こちらのよく知っている周波数の、よく知っているプロトコル。そして行き交う、様々な形式の信号。サビーナの〈エリゴール〉は強力な演算機能ですべてを解かい析せきし、本来ならありえないシステム上の脆ぜい弱じやく部分に潜もぐり込み、書かき換かえられるはずのない重要な戦闘プログラムを、超ちよう高こう速そくで自分の都合のいいように改変した。


　ヤムスク11で死んだカスパーの専門が狙そ撃げきなら、彼女の専門は電子戦だ。


　彼女のためにカスタマイズされた電子兵装と、彼女自身の専門技能が力を発揮するとき、サビーナの〈エリゴール〉は魔ま女じよになる。


　一六機の敵機のうち、まず六機の〈シャドウ〉がでたらめに暴れ始めた。最さい新しん鋭えいの電子兵装とデータリンク機能を持ち、かつ配備されてから日が浅い〈シャドウ〉は、サビーナにとっては無む菌きん室で育った赤あかん坊ぼうのようなものだ。


　一機の〈シャドウ〉が僚りよう機きに向かって発はつ砲ぽうし、もう一機が対ＡＳミサイルをあたりかまわず発射した。残りの二機は銃じゆう口こうを向け合い、しめしあわせたように同時に撃うち合い、火を噴ふいて撃げき破はされた。


　一〇機の〈サベージ〉は〈シャドウ〉ほどの狂くるった動きは見せなかったが、それでも戦闘不可能な状態に陥おちいった。ある者は全センサを故障させ、ある者は駆く動どう系けいの不具合を起こし、またある者はガスタービンエンジンを暴走させ煙けむりを吹いた。


　敵部隊の操縦兵たちの声が聞こえる。混乱と恐きよう怖ふ。怒ど声せいと悲鳴。


　すばらしい。わけてもロシア人の絶ぜつ叫きようは格別だ。


　ＥＣＳの不可視モードを解除。オレンジ色に染まりつつある黄昏たそがれの山さん稜りように、〈エリゴール〉がその姿を現わす。サビーナ機の装甲は、汚けがれを知らない花はな嫁よめのような純白に塗と装そうされている。


「レナード──」


　サビーナはつぶやいた。


　ラムダ・ドライバの力など借りるまでもない。


　核かくの炎ほのおで世界を焼くのが望みなら、そうしてみせよう。ただし、わたしはわたし自身の力で、あなたの剣けんになってみせる。あの女にはできないことを、わたしは最後までやってみせる。
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　背中の三七ミリライフルを抜ぬき、粉雪を巻きあげ、純白の〈エリゴール〉は跳ちよう躍やくした。





　千鳥かなめの記き憶おくによれば、その広大な地下の空間はかつて〈トゥアハー・デ・ダナン〉の整備ドックとして使われていたはずだった。


　いまはドックではない。


　海水は残らず汲くみ上あげられ、ここから海洋へと続いていた地下水路も、すでにコンクリートで塞ふさがれている。


　全長二一八メートル──新宿の高層ビルほどあるサイズの〈デ・ダナン〉を楽に収納していたほどの地下空くう洞どう。そこにいま建設され、根を下ろしているのは、あのヤムスク11にあった施し設せつをはるかに上回る規模のものだった。


　直径五三メートルのドーム状の構造物から、無数のケーブルとパイプ類が伸のびている。数キロ離はなれた地力発電施設から送られてくる莫ばく大だいな電力は、それだけで一都市の活動をまかなうことができるだろう。ドームの周囲には蓄ちく電でんと変電のための大型機器、その冷却装置が配置されている。


　優美さや洗練とはほど遠い実用一点張りのこの施設こそが、世界最大のＴＡＲＯＳだった。プロジェクトチームは『ＴＡＲＴＡＲＯＳタルタロス』と呼んでいる。『オムニ・スフィア転移反応時空通信変容炉（Telechrono Alteration Reactor Transfer And Response Omni-Sphere）』の略だ。


　希望の象しよう徴ちようのはずなのに、冥めい界かいの神の名を冠かんしているのも妙みような話だった。


　彼女はよく冗じよう談だんで、このＴＡＲＴＡＲＯＳを『もしもボックス』と呼んでいた。実に的確な比ひ喩ゆなのだが、その冗談が分かる人間はここには一人もいなかった。


　ＴＡＲＯＳは〈コダール〉や〈エリゴール〉など、ラムダ・ドライバ搭とう載さい型ＡＳには必ず搭載されている機器だ。しかしこのＴＡＲＴＡＲＯＳはラムダ・ドライバのためのものではない。もっと大きく、崇すう高こうな目的で建設された装置だ。


　崇高。


　少なくともいまのかなめはそう考えている。


　崇高。大義。友愛。そうしたあれこれ。


　美び辞じ麗れい句くに身をゆだねることの、なんと甘美なことか。


「あと少しね」


　旧ドックの天てん井じよう近くに位置する監かん督とく所から、うねるケーブルとパイプに包まれたドームを見下ろし、かなめはつぶやいた。


　あと少しで完成する。建設が始まってから半年。かなめがこの地を訪れ、装置の仕様を監督しはじめてから二か月。急ピッチで装置は完成しつつある。


「こんなに早く仕上がるなんて、なかなか頑がん張ばったじゃない」


「君が望めば、いくらでも」


　背後に立つレナードが言った。


「ただ、急ぎすぎたせいで部品の足がついた。敵はここに気付いている」


「敵？」


「妹だよ。テレサやサガラ・ソウスケ、〈ミスリル〉の残党はこの島を陥おとしにくるだろうね」


　レナードはたまに妙なことを言う。テレサ・テスタロッサや相良宗介はもういないのに、まだ生きているつもりで話をするのだ。ほかでもないかなめ自身が撃ち殺ころしたのだから、間ま違ちがいなどないというのに。


「テッサもソースケも死んだでしょ。何言ってるの？」


「それは君がそう思い込んでいるだけで、実際には──」


　そこまで言いかけて、レナードは言葉を止めた。


「……いや、そうだったね。俺の勘かん違ちがいだった」


「まったく、しっかりしてよ」


　計算間違いを指し摘てきしたくらいの気分で、かなめは快活に笑った。


　なぜ笑えるのか。それすら疑問に思わなかった。自分の精神のどこかが重大な故障を起こしている可能性を、いまの彼女は微み塵じんも考えなかった。


「いずれにしても、敵は来るだろう。ファウラーたちに陽動をやってもらっているから、分断できると思うけどね」


「敵が？　こヽれヽが起動する前に？」


「おそらくは」


「じゃあ、どうすればいいかは分かってるわよね？」


「もちろん全力で阻そ止しするよ。さあ、こっちへ」


　レナードが道を開ける。かなめは彼のそばを通り過ぎて地下ドックを後にし、数ブロック離れたエレベータから地上へと向かった。


　地上は満天の星空だった。


　物資集積所に出る。山の一部を切り開いて作られた大きな広場だ。そこに基地の守備部隊がずらりと待機していた。


　一二機もの〈コダール〉が彼女を出で迎むかえる儀ぎ仗じよう兵へいのように並び、槍やり型の単分子カッターを夜空へと向ける。その〈コダール〉の背後に、山のような巨きよ体たいが三つ、ライトアップに浮うかび上がっている。巨きよ大だいＡＳの〈べヘモス〉だ。巨きよ砲ほうを胸の前で垂直に立て、指導者への忠誠を示している。


〈コダール〉の列の一番向こうには、レナードの黒いＡＳが控ひかえていた。〈ベリアル〉だ。レナードの力でラムダ・ドライバを無制限に使用できるあの機体は、間違いなく世界最強といっていい。


　さらに中隊規模の歩兵部隊とヘリ部隊。防空部隊に対たい潜せん部隊。すべてが整列し、かなめとレナードに敬礼する。


「全ユニット、集合しました」


　指揮官のアンドレイ・カリーニンが進み出て、レナードたちに報告した。いまはオリーブ色の野戦服姿だ。イギリスへの長旅から帰ったばかりだというのに、疲つかれた様子はすこしもなかった。


「ミスタ・カリーニン。やっぱりスーツよりそちらの方が似合っているよ」


「でしょうな」


　すこしもおかしくなさそうに、カリーニンが答えた。


「守備隊の戦力って、これで全部？」


　かなめがたずねると、カリーニンは集積所の向こうに見える海を一いち瞥べつした。


「海に〈リバイアサン〉が二個小隊、待機しています。この島に接近を試みる艦かん艇ていは、かなりの損害を覚かく悟ごしなければならないでしょう」


「そう」


「上陸に成功したとしても、ご覧の部隊が迎むかえ撃ちます」


「そして、俺の〈ベリアル〉がある」


「ふむ……」


　とはいえ、残された〈アマルガム〉の戦力がこれですべてというのは意外だった。いや、アフガニスタンに分ぶん遣けんしたファウラーたちや、攪かく乱らんのために世界各地に配置されている部隊を含ふくめればもっと大規模になるだろうが──


「ＴＡＲＯＳの建設に資源と予算を総動員したからね。兵力の拡かく充じゆうは二の次だった、というわけだ。あとの理由は……」


「〈ミスリル〉のせいね」


「遺い憾かんながらその通りだ。正確にはその残党、ということになるけど。ここ半年、彼らは実にいヽやヽらヽしヽくヽ立ちまわってくれた。あの『ＡＲＸ─８』に暴れられたこともあるし、生産施設や流通経路をゲリラ的に破は壊かいされたこともある。知っての通り、ラムダ・ドライバ搭載型ＡＳは部品が特とく殊しゆだからね」


　報告書を読んだので、かなめもいくらか事情を知っている。


〈ミスリル〉残党は辛しん抱ぼう強づよく抵てい抗こうを続け、〈アマルガム〉の秘密工場や関連企き業ぎようを割り出すと、ひとつひとつ丹たん念ねんに襲しゆう撃げきし続けていた。組織として壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与あたえたことが、逆に残りの者の動きをつかみにくくしてしまった。とりわけ、メリダ島の攻こう略りやくで〈トゥアハー・デ・ダナン〉を逃にがしたことが後々まで尾おをひいたようだ。いまや〈デ・ダナン〉は〈ミスリル〉残党の再結集の象徴であり、深海に潜ひそむ移動司令部だ。


「テッサはもういないのに、よく結束が保てるわよね。マデューカスさんかしら？」


　カリーニンがわずかに眉まゆをひそめ、ごく自然にレナードに目配せした。レナードは周囲に気づかれないほどかすかに、短く首を横に振ふった。
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「？　どうしたの？」


「いえ」


　カリーニンは話題を変えた。


「……いずれにしても、敵の戦力もごくわずかです。アフガンのミサイル基地を奪だつ還かんするため、さらにその少ない戦力を割さくしかない。加えてこちらには政治力も残っている」


「アメリカ海軍のこと？」


「まあ気休めだけどね。『トイ・ボックス』を発見したらただちに撃げき沈ちんするように命令が出ている。不ふ審しんに思っている将兵も多いだろうが……まあ、広い海域をカバーしてもらうくらいのことはできるよ」


「けっこう」


　かなめはぱちんと手を打った。


「まあ、あのＴＡＲＴＡＲＯＳが起動すれば、ここにある兵器もみんな無意味になるわ。あたしに任せておいて。なにもかも、みんなの思い通りにしてあげるから」


　起動まで守りきればいい。


　こちらにとっては決して難しい戦いではなかった。










　　２：長いお別れ










〈トゥアハー・デ・ダナン〉の補給拠きよ点てんは、フィリピン諸島の片かた隅すみで待っていたコンテナ船〈バーニー・ウォーレル〉号だった。以前、シベリアのヤムスク11に向かう途と中ちゆう、宗そう介すけたちのヘリが補給に立ち寄ったあの偽ぎ装そう商船だ。


　大小七〇〇〇の島々のひとつ、タガプルという無人島と〈バーニー・ウォーレル〉号、その間に隠かくれる形で〈デ・ダナン〉は停てい泊はくしている。水深の浅さと島が生み出す乱流のため、決して補給に理想的な位置取りではなかったが、米海軍や〈アマルガム〉のレーダー探知から隠れるためにはやむをえない選せん択たくだった。補給中にＥＣＳを作動させる方が、事故の危険は大きいのだ。


　宗介は〈デ・ダナン〉側の飛行甲かん板ぱんで物資の受うけ渡わたしを手伝い、ＡＳの頭部機き関かん銃じゆうに使われる一二・七ミリ弾だんの弾だん薬やくケースの点数を確認していた。


「ソースケ」


　携けい帯たい端たん末まつを小こ脇わきにはさみ、マオが声をかけてきた。


「それ終わったら、あっちの七六ミリ弾お願い。あんた使うでしょ？」


「わかった」


　宗介の〈レーバテイン〉はオットー・メララ社製の『ボクサー２』という散さん弾だん砲ほうを使う。その弾薬はＡＳ用としては相当な大口径の七六ミリ砲ほう弾だんだ。〈アーバレスト〉のころに使っていた旧『ボクサー』──こちらは五七ミリ弾だ──はクセが強いことで有名だったが、『ボクサー２』はそれに輪をかけて扱あつかいづらい。ただしうまく使いこなせれば、近きん距きよ離りでの戦せん闘とうで猛もう烈れつなパンチ力を発揮してくれる武器である。


「まあ、あんなにたくさん使うとは思わないけど」


「…………」


　いまの仲間で七六ミリ弾を使うのは宗介だけだ。しかし補給で届いたのは、宗介が必要とする数の倍近くだった。すこし前まで、同じ弾を使うクルーがもう一人いたため、補給部隊が納入する数を勘違いしたのだろう。


「クルツがよく使ったからな」


「そうね……」


「Ｍ９の部品の方は、やはり難しかったようだ」


　ヤムスク11でクルツ・ウェーバーのＭ９が失われた結果、いまの〈デ・ダナン〉が保有するＡＳはたったの三機だけだった。宗介の〈レーバテイン〉、マオのＥ系列Ｍ９、クルーゾーのＤ系列Ｍ９。ほかには一機も残っていない。世界中に散っている〈ミスリル〉残党、すべての戦力を含めてもこの三機だけだ。


　スペアパーツの不足問題は、撃げき破はされたクルツ機のためのストック分を回すことでどうにか持ちこたえてきたが、整備隊長のサックスの話では『今度が最後だ』ということだった。次に戦えば、いずれにしても〈ミスリル〉のＡＳ戦力は実質的に消しよう滅めつする。生せい還かんできたとしても、もう彼らのＡＳはまともに出しゆつ撃げきできなくなる。


　アメリカ軍のＭ９は着々と配備が進んでいるようだったが、〈ミスリル〉仕様のＭ９はもうすぐ歴史から消えることになる。真の最精せい鋭えいチーム向けに調整された、通常型ＡＳとしては最強の機体がその役目を終えるのだ。


　どうにもならないことだとはいえ、試作機『ＸＭ９』の時代からこの機種の面めん倒どうを見てきたマオにとっては寂さびしいのだろう。彼女は力なくため息をつき、宗介のそばの小型コンテナに腰こしをおろした。


「ねえ。本当に行くの？」


「なにがだ」


「メリダ島よ。テッサと二人で。自殺行こう為いだわ」


　状じよう況きよう説明室での一幕とは違ちがって、その声に怒いかりはなかった。深い憂ゆう慮りよ。そして当とう惑わく。マオは心底テッサの身を案じているのだ。


　そしておそらく、宗介の身も。


「あんたがアフガンに行くと言えば、あの子は諦あきらめるかもしれないわ」


「どうかな」


　チェックし終えた弾薬ケースの蓋ふたを閉めて、宗介は言った。


「俺が行かなくても、彼女は一人で行くだろう。彼女にはそうする理由がある」


「ふん、理由ね。ＴＡＲＯＳがどうの、歴史改変がどうの。そんな馬ば鹿かげた理り屈くつであの子を死にに行かせていいわけ？」


「馬鹿げた理屈か」


　確かにその通りだ。


　これまで出会った数々の馬鹿げた出来事──超ちよう常じよう的なあれこれを直接目もく撃げきした彼でさえ、レナードたちの計画というのは雲をつかむような話に思える。


　メリダ島で完成間際だという、いかがわしい装置のことなど放っておいて、アフガンの核かくミサイル基地を優先すべきなのではないか？　最新の情報では、アフガンにも二機のラムダ・ドライバ搭とう載さい型ＡＳが敵として待ち構えているという。あの〈コダール〉タイプではなく、より強力な新型ＡＳだ。いくらラムダ・ドライバ相手の戦闘に慣れているとはいえ、マオとクルーゾーの二人だけでは苦戦必至だろう。


　だが、もし宗介と〈レーバテイン〉が同行すれば勝算ははるかに大きくなる。


〈レーバテイン〉なら敵の新型と互ご角かく以上に戦えるだろうし、なにより、あのバダフシャン地方はゲリラ時代にさんざん歩きまわった戦場だ。いわば勝手知ったる裏庭のようなもので、地図を見なくてもどこになにがあるのか知り尽つくしている。裏道のあれこれ、この季節の天候、（まだ残っていれば）地元住民の協力など、すべてが自分の味方になってくれるだろう。


　当然、アンドレイ・カリーニンもそれを知っている。


　かつてあの地で対決し、あの地で共に戦ったカリーニンが、わざわざあの地を戦場に選んだのはなぜだ？　因いん縁ねんの土地に潜み、『ここに来い。私はここで待っている』と言っているのか？


　そうは思えない。


　こと戦いにおいては、彼はそんなセンチメンタルな発想を許さない男だ。


　純じゆん粋すいに現実的な視点で考えてみれば、カリーニンは彼らにとって最大の脅きよう威いである自分と〈レーバテイン〉に『楽な道』を示しているのだ。


　敵の主力はメリダ島にいる。


　アフガンは楽な道。メリダ島は苦難の道。


　常識的な動機に基づく手て堅がたい作戦。馬鹿げた動機に基づく危険な作戦。


　普ふ通つうの兵隊ならどちらを選ぶ？


　そして敵にとって、絶対に守り抜ぬきたい拠点はどちらだ？　アフガンの基地なのか？　メリダ島なのか？


　そこまで考えれば、おのずと結論はひとつに限られてくる。


　やはりテッサが正しい。


　敵が本気で守りたいのはメリダ島だ。あの〈ベリアル〉の存在が、いまのところアフガンで確認されていないのもそれを裏付けている。レナードがいるのはメリダ島だ。


　だからといって核ミサイル基地を放置することはできない。連中が本気で撃うつつもりなのも事実だろう。だとしたら──


「たいしたものだ」


　宗介はため息をついた。


「なによ、いきなり」


「テッサだ。やはり彼女の采さい配はいしかないと思う。歴史改変やらの与よ太た話ばなしは忘れて、敵に少しよう佐さがいることを考えてみろ」


「……ああ」


　マオは馬鹿ではない。それだけで宗介の考えをおおむね察したのだろう。不ふ機き嫌げんな声で、自分自身に言いい含ふくめるようにうなずいた。


「まあ、そうなるんでしょうね……。思う壺つぼで癪しやくだけど」


「敵に余よ裕ゆうがなくなってきたとも解かい釈しやくできる。古くからの格言だ。『こちらが苦しいときは敵も苦しい』。マオ。彼女に白旗をあげさせるな」


「だけど……」


　言いたいことが山ほどある。そんな声色だった。


　以前の自分なら、こういうときはただ『物分かりの悪い奴やつだ』と思うだけだっただろう。だがいまの宗介はそう思わなかった。


　辛つらいのだろう。不安なのだろう。


　そしてこの自分に心を許し、胸の内を聞いて欲しいのだろう。


　そうした彼女の気持ちが、なんとなく分かった。こういう場合なら、なんと言ってやるべきだろうか？


「どうしても心配なら、俺が抱だいてやるぞ」


「……は？」


「二人で熱い運動を楽しめば、すっきりして仕事に集中できるだろうからな」


　うろ覚えのセクハラ発言をしてから、マオの反応をじっと見る。


　彼女は啞あ然ぜんとしていた。初めて出会った珍ちん獣じゆうでも見るように、両目を見開き口をぽかんとさせている。


「なにそれ？」


「いや……その……」


　宗介は気まずくなって顔を伏ふせた。授業中、自信たっぷりで黒板に書いた解答が、ひどい間ま違ちがいだと悟さとった気分だった。


「殴なぐると思った」


「へ？」


「こういうことを言ったら、あんたが俺を殴ったり首を絞しめたり……それで元気になるのではないかと」


「ああ……」


　ようやく合が点てんがいった様子で、マオは苦笑を浮うかべた。


「ソースケ。あなたにあいつの代わりはできないわよ」


「そのようだな。すまない」


「バカね」


　うなだれる宗介の頭を、マオがそっとやさしく両りよう腕うでで抱いた。指先の冷たさと胸から伝わる温かさ。なぜか懐なつかしい感覚だった。


　すこし離はなれた場所で搬せん入にゆう作業中のクルーが何人か、こちらをちらちらと見ている。だがマオは人目など構いもせずに、宗介にささやいた。


「前に……シチリアからの帰り道に言ったこと、覚えてる？　あのブルーノをとっ捕つかまえた作戦の」


「？」


「『人生設計を考えろ』って」


「ああ。言われたな」


「あんたのためみたいな顔してたけど、後で考えたのよ。本当はそうじゃないって。やっぱりあたし、単純にあんたにイラついてたんでしょうね。いつも自分のことは後回し。仲間や任務の問題の解決が最優先。でもそれって、あんたの余裕を見せつけられてるような気がしてた。いろんな無茶を引き受けられるってことは、突つき詰つめればだれにも期待してない。だれも信しん頼らいしてないのと同じこと。あたしは平へい凡ぼんな女だから、そういうあんたがよく分からなかった」


「…………」


「でも、やっと分かったような気がする。けっきょく、あなたはとっても優しいのよ。本当なら、兵隊なんかになっていなかったはずの人」


「俺が……？　買いかぶりすぎだ」


「いいえ。あなたはたまたま闘とう争そうに必要な力を身につけてしまっただけ。本当は銃じゆうの撃ち方や──あんなロボットの動かし方なんて、一生知らないでいるべき人だったの。好き好んでここにいるあたしたちとは違う。それが……」


　マオの声がかすかに震ふるえていた。


「ねえ、お願いがあるの」


「ああ……」


「これが終わったら、もうやめなさい。あたしらみたいなろくでなしのことは忘れて、ちゃんと自分のために生きて。銃なんてもう二度と持たないで。人に優しくして、心から笑えるような男の子になって」


　鼻をすする音。彼を抱だきしめる力がぐっと強くなる。


「あなたなら出来るはずだから」


「無理だ」


「そんなことないわ。カナメを悲しませちゃ駄だ目めよ」


「カナメを……」


「大好きな人がいて、その人が『大だい丈じよう夫ぶ』と言ってくれさえすれば、たぶん人間は大丈夫なの。大たい抵ていのことなら」


「…………」


　そうなのかもしれない。


　彼女がここにいてさえくれれば、こんな辛しん気き臭くさい気持ちなどどうにかしてくれるのではないか。大丈夫なのだと信じさせてくれるのではないか。


　だとしたら、マオにとっての救いはどこにあるのだ？


「あたしは大丈夫よ。図ずう々ずうしい女だから」


　宗介から離れ、彼女は笑った。





　弾だん薬やくのチェックが終わると、宗介はクルー宛あての郵便物の仕分け作業を手伝った。偽ぎ装そうされた住所に届いた、さまざまな私物だ。


　それは家族からの手紙であったり、友人に頼たのんでおいた飲食物であったり、弁護士や税理士からの書類だったりした。通つう販はんショップからの商品も数多く届いていた。


　せっかくフェデックスがわずか二日で配達したのに、その後、保安上や兵へい站たん上の事情から何度も転送を繰くり返かえしたせいで、ここに来るまで半年近くかかってしまったような郵便物まである。


　仕分けをしながら、先ほどのマオとの話を思い返す。


　いやな胸むな騒さわぎがした。彼女は精神的に弱っている。


　このままアフガンに行かせるのはまずいのではないか。たとえ勝率が上がってきているにせよ、敵ＡＳは精せい鋭えいのＬＤ搭載機だ。おそらく、彼女の戦歴の中でも最大・最高の働きが要求される戦いになるだろう。微み塵じんの迷いも弱気も許されない、ぎりぎりの勝負だ。敵の喉のど笛ぶえを食いちぎってでも倒たおしてやろうとする覇は気き──それが彼女から感じられない。


　やはり自分もアフガンに付いていくべきではないのか？　ここで別れるのは彼女を見殺しにするに等しいことなのでは？


（しかし、それでは千ち鳥どりが……）


　たぶん次が最後のチャンスだ。次にかなめを取とり戻もどせなければ、彼女と自分はおしまいだろう。漠ばく然ぜんと──いや、はっきりとそう感じている。自分はメリダ島に行かなければならない。それも可能な限り早く。


　体が二つ欲しい。機体もだ。


　敵の分断策は実に巧こう妙みようだった。とことんこちらを悩なやませてくれる。


（くそっ……）


　誰だれにも聞こえないくらいの声で悪態をつき、小さく頭を振ふる。もう考えるな。仕事を進めろ。時間はそれほど残されていない──


「ソースケ」


　ミシェル・レモンが来た。東南アジアの街ナムサクで知り合った、元フランス情報部のエージェントだ。


「レモン」


「これを」


　およそひと月ぶりの再会だったが、ほとんど挨あい拶さつらしい挨拶もなく、彼は一通の封ふう筒とうを宗介に差し出した。


　レモンは〈デ・ダナン〉に乗り組んでいたわけではない。モスクワで負傷した足が癒いえるヒマもなく、世界中を飛び回っていたのだが、ついさっきこの〈バーニー・ウォーレル〉号に駆かけつけたのだった。


「ミラからだよ。直接手て渡わたすように頼まれた」


「ミラ。クダン・ミラか」


　メールでも連れん絡らくは取れるはずなのに、なぜわざわざ手紙を送ってくるのだろう？　不ふ審しんに思いながら封筒を開くと、手紙のほかに小さなメモリーチップが入っていた。デジタルカメラや携けい帯たい電でん話わに使われている、ごくありふれた市し販はん品だ。


　チップを無造作にポケットに入れてから、宗介は手紙を読み始めた。手書きの日本語で、小さく丸っこい文字だった。





前略　相良宗介様


　お元気でしょうか。以前にシベリアで助けていただいた久く壇だん未み良らです。先日、船上でお会いした時はゆっくりとお話しする時間もなく、申し訳ありませんでした。


　古い庭園が見み渡わたせる家でこの手紙を書いています。冬なので寂さびしい眺ながめですが、ハンターさんの話では、春になったらアネモネの花がたくさん咲さき乱みだれるそうです（その景色を『今の私』が見るかどうかは分かりませんが）。


　あなたの上官（？）テレサ・テスタロッサさんとは何度かメールのやり取りをしています。テレサさんはあなたたちの作戦についてほとんど書いてきません（保安上の理由なのでしょう）。でも、いくつか大事な話はしてくれています。私やテレサさんや、チドリカナメさん（←漢字を聞いてないので……すみません）のような人間が生まれた経けい緯いについても、彼女から聞いています。


　私の予感……というか漠然とした確信（？）なのですが、たぶん、あなたたちはこれから厳しい戦いを始めるつもりなのでしょう。それがどんな形になるのかは知りません。ただその戦いは私たちの問題、この世界の問題に関係した大きな節目──それこそ『nick of time』とでも言うべきものになるのだろう、と感じています。


　テレサさんがどうするつもりなのか、私は聞いてません。


　たぶん、私が反対すると察しているからでしょう。


　そうなんです。正直に言ってしまえば、私はテレサさんよりも、彼女のお兄さんのレナードさんのやろうとしていることに賛成です。私はいまでも時々、シベリアの研究所での辛つらい記き憶おくが襲おそいかかってきて、パニックに陥おちいることがあります。たぶん、もう一生治らないでしょう。なによりこの世界は滅め茶ちや苦く茶ちやですし、これから大きな戦争が起きてもっとひどいことになるでしょう。


　本来あるべき姿に戻すことができるのなら、そうするべきなのではないかと思います。


　でも、私はテレサさんの妨ぼう害がいをしません。


　彼女もひとりで深く迷っているでしょうし、私にも強い葛かつ藤とうがあります。テレサさんに手を貸すのか、それとも彼女を止めるのか、それは相良さんにお任せします。あなたに命を救われたのだから、私の想いはあなたのものです（変な意味ではなく。……というか、もしご所望でしたら何でもしますけど、たぶんテレサさんやチドリさんに殺されるのでやめておきます。って、私なに書いてるんでしょうか〈汗あせ〉。頭が煮に詰つまってきてます）。


　失礼しました。


　最近は滅めつ多たにペンを使わないので、指が疲つかれてしまいました。……最初から英語で書けば良かったです。ちょうど今レモンさんが部屋に来ました。これからあなたたちのところに行くそうなので、この手紙を彼に託たくします。


　これが最後になるかもしれないので、改めて言わせてください。


　ありがとうございました。相良さんの幸運をお祈いのりしております。




かしこ　




久壇未良







追つい伸しん　同どう封ふうしたチップの中身は時間がある時にでも閲えつ覧らんしてください。たまたまネットで見つけたものです。





「なんて書いてあるんだい？」


　後ろから無ぶ遠えん慮りよに手紙をのぞき込んでいたレモンが尋たずねた。彼は日本語が読めないはずだ。


「複雑な話だ。なんというのか……」


　さまざまな感かん慨がいや疑念、重圧や葛藤がないまぜになって、すぐには考えがまとまらなかった。


　久壇未良と書くのか。テッサとどんなやり取りをしていたのか？　彼女の考えはどこまで真意に近いのか？　運命の分かれ目ニツク・オブ・タイム。なぜ自分に託すのか？　だが辻つじ褄つまは合う。そしてチップの説明はこれだけなのか？


　それにこれだけデリケートな問題を、興きよう味み津しん々しんな様子のレモンにどこまで話していいのか？　彼がこの手紙の内容を知っている可能性は否定できるだろうか？


「なんだよ。難しい顔して」


「俺はいつもこういう顔だ」


「ん……まあ、そうだけど。ラブレターってわけじゃなさそうだよな。とはいえ、僕にその手紙を託すときのミラの態度は、ラブレターを渡わたす乙おと女めのそれに近かったな」


「なんだそれは」


「……君がタフガイなのは認めるけどね、ここまでモテるのを見ると、いろいろと自信がなくなってくるよ。僕の方がずっとハンサムでマメなのに」


　恨うらめしそうなレモンをそっちのけにして、宗介はまったく別のことを考えていた。


　ミラはテッサのやろうとしていることに反対だといっている。いまの世界に異論を唱え、本来あるべき状態に書きかえるべきだというレナードの考えに賛同すると。ごく簡潔な内容だったが、彼女が示したその動機も理にかなっていた。


　宗介もまだ迷っている。


　あのヤムスク11の崩ほう落らくした地下でレナードと話したあれこれが、ずっと脳裏から離はなれない。奴やつの主張が本当だとしたら、いったいその志をだれが否定できるのだろうか？　ミラに限らず、だれもがこれまでの戦いや陰いん謀ぼう、事件や事故によって傷ついている。苦く、辛い想いを抱かかえている。


　もっとマシなものにできたはずだ。


　宗介ですら否定できない。もっとうまくやれたのに、と。


「レモン。もしナミが……」


「え？」


「いや……忘れてくれ」


　人に話してどうなるものでもない。レモンの意見がどちらだろうと、自分の中のわだかまりは決して消えることがない。分かっているのは、宗介がなにを選せん択たくしたにせよ、待っているのは灰色の結果だ。どちらが正しいとも言えず、どちらにも歯切れの悪い不快さが残る。だれが、なにを言おうと──


「話があるなら聞くよ」


「いや、いいんだ。すまない」


「……そうか。じゃあ、僕は行くよ。テスタロッサさんに簡単な報告があるんでね」


　思うところはあるのだろうが、それ以上は深追いせずに、レモンは立ち上がって軽く伸のびをした。


「ソースケ。元気で」


「ああ」


　別にこれきりと決まっているわけではない。軽く手をあげるだけの別れの挨拶。ぶらぶらと歩く後ろ姿。


　ミシェル・レモンは船橋へと続くドアの向こうに消えていった。





　補給作業の真まっ只ただ中なか、クルーゾーが船橋から甲かん板ぱんに出ようとすると、あのフランス人──ミシェル・レモンとすれ違ちがった。テレサ・テスタロッサと最後の折せつ衝しようがあると聞いていたので、これから彼女のところに向かうのだろう。


「どうも、ムッシュ・クルーゾー」


　レモンが言った。


「ああ」


　会え釈しやくだけして通り過ぎる。確かに『クルーゾー』の姓せいはフランス系だが、ムッシュと呼ばれるのはどうも違い和わ感かんがある。


　クルーゾーの先祖はケベックで使役されていた奴ど隷れいで、さらに遡さかのぼると北アフリカの勇ゆう猛もうな戦士の部族だったという。『ベルファンガン』という風変わりな名前も、ルーツにこだわる祖父によって、部族に伝わる勇者の名からもらったものだ。その祖父から聞いた話では、勇者ベルファンガンは人々を苦しめる悪あく魔まと刺さし違えて息絶え、黒い鷹たかに乗って天に昇のぼっていったそうだ。


　祖父の期待した武勇は実現した。現代のベルファンガンは軍に入り、幾いく多たの試練をくぐり抜ぬけ、控ひかえめにいってもひとかどの戦士へと成長した。とはいえベルファンガンの名前は呼びにくいので、親しい人間は彼をただ『ベン』と呼んでいたが。


「ベン」


　甲板で作業中の中ちゆう尉いが彼を呼んだ。〈デ・ダナン〉の補給作業を監かん督とくしていたようだ。


「クルーの私物の積み出しに少々手間取っている。時間の延長は可能か？」


「無理だ。間に合わなかったら諦あきらめるように通達してくれ」


　テッサは〈デ・ダナン〉を降りるクルーに、私物をすべて持ち去るよう命じていた。つまるところは『立ち退のき勧かん告こく』だ。わずか数時間前に下された命令のため、クルーの間にはいささかの混乱が生じている。


「くそっ。ここまでやってきたのに……艦かん長ちようはなにを考えてるんだ？」


「俺たち全員のことだよ。兵の前では黙だまってろ」


　自信ありげに中尉の背中を叩たたく。本当は自分が怒ど鳴なりたいくらいの気分だったが、彼女の決定を翻ひるがえすだけの考えを自分は持っていない。副長のマデューカスですら『従っておけ』と彼に告げていた。


「大たい尉い」


　と、少し離れた作業スペースから相良宗介が声をかけてきた。彼は郵便物の仕分け作業を終えようとしているところだった。


「サガラ。〈レーバテイン〉の整備はいいのか」


「アルやサックスがやっています」


「ふむ」


「あなたに郵便物が」


　片手で持てるくらいの段ボール箱を宗介が差し出す。表面には通つう販はん会社のロゴが印刷されていて、さらにあちこちに別々の運送会社のラベルが貼はってあった。


　五か月前に注文したＤＶＤソフトが、偽ぎ装そうの住所に配達されてから転送を繰くり返かえし、ようやくここまでたどり着いたというわけだ。正直なところ、注文したクルーゾー自身も忘れていた。


「映画か何かですか」


「ん……ああ」


　クルーゾーは曖あい昧まいに肯こう定ていした。そのＤＶＤは一〇年ほど前の名作アニメなのだが、映画であることに間ま違ちがいはない。


　宗介がじっとこちらを見ている。いつもの無表情なので、感情は何も読み取れなかった。ただ少なくとも、ＤＶＤの中身に興味があるわけではないようだ。


「なんだ？」


「いえ……」


　うつむき、口ごもる。ようやく逡しゆん巡じゆんのようなものが読み取れた。


「マオと話しましたか？」


「仕事の話ならいくらでもしているが……まあ、お前が言いたいことはわかる」


　彼女のことを心配しているのだろう。確かにクルツ・ウェーバーがいなくなって以来、マオは沈しずみがちになっている。いや、ほかの者が気づかないように振ふる舞まっているし、酒の類に逃にげようともしていない。


　それでも、一いつ緒しよに仕事をしていれば嫌いやでも気づく。


「お前に出来ることは何もない。それに、その必要もない。俺も彼女もヤワじゃないからな。少なくとも、お前なんぞよりは」


　あえて挑ちよう発はつ的に言ってやったが、宗介は肩かたをすくめるだけだった。


「香港ホンコンの前に逆ぎやく戻もどりか？」


「いえ。そういうわけではありません」


「だったら、お前も疲れてるんだろうな」


「俺が？」


「心の奥底でくたくたなんだ。戦うことに。それが自覚できないから、お前はマオに自分を投とう影えいしているんだと思うが、どうだ？」


「…………」


　宗介は考え込んでいる。思い当たるふしがあるのだろう。ややあって、彼はクルーゾーを心底不思議そうな目で見上げた。


「なぜそんなことが分かるんです？」


「俺もくたくただからさ」


　そう言ってクルーゾーは笑った。


　そうとも、疲つかれきっている。あのアンドレイ・カリーニンの代役を一年近くやってきたのだ。疲れないはずがない。それなりにタフな自分でさえこの始末なのだから、ほかの連中も似たり寄ったりに決まっている。


「まあ、この件が片付いたらゆっくりと休むつもりだ。国に帰ってゴロゴロする。それから観光旅行でもするかな。日本がいい。アキハバラとか」


「それは結構ですが……なぜ秋葉原なんです？」


「メッカはもう行った。ならば次はアキハバラだ」


「はあ」


　クルーゾーの冗じよう談だんを宗介は理解できない様子だった。


「とにかく自分の心配をしておけ。マオのことは俺に任せろ」


　クルーゾーは宗介の背中を叩くと、その場を後にした。


　艦かんを降りるクルーの私物を管理していた、ファルコウスキー二等兵に声をかける。一年前、兵へい站たん中隊の新兵として配属されるなりメリダ島基地が〈アマルガム〉の猛もう攻こうを受けて、それ以来〈デ・ダナン〉の艦かん内ないで寝ね起おきを余よ儀ぎなくされている気の毒な男だ。気が小さいが備び蓄ちく物の管理については有能な男だし、最近はそれなりに肝きもも据すわってきて、各部署の無理な要求にきっちり『ノー』と言えるようになってきている。


「すまん。俺が引き渡わたした私物に加えて欲しいものがあるんだが」


「はい、大尉」


　クルーゾーはＤＶＤ入りのボール箱を手て渡わたそうとした。


　これからずっと忙いそがしいし、作戦前に観かん賞しようする時間はないだろう。それなら他の私物と一緒に送っておいてもらった方がいい。後でゆっくり観るとしよう。


　いや、待て──


　ここからアフガンまでの移動中なら、ノートＰＣで観賞する時間くらいはあるのではないか？　そもそも、このアニメ映画は一〇年以上前に北米版のビデオが発売されたとき、オリジナルのフィルムからひどい編集を受けて不本意な形で世に出た経けい緯いがある。恥はずべきことに自分はまだその北米版しか観ていないのだが──
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「あの、大尉……？」


　クルーゾーは我に返った。手渡したはずのボール箱を、彼の右手がしっかり握にぎって離はなさなかったため、ファルコウスキーが当とう惑わくしていた。まるで命いのち綱づなでも握っているように。


「あ、いや……」


　マニア特有の執しゆう着ちやく心などでは説明がつかない。自分でも理解できないほど、その箱を手放すことに抵てい抗こうがあった。心のどこかが、『その指を離すな。いまのうちに観ておけ』と強く主張していた。


「すまない」


　得体のしれない予感を押さえつけ、クルーゾーはそのボール箱から手を離して相手にゆだねた。


「大だい丈じよう夫ぶですか？」


「ああ。とにかく、その荷を頼たのむ」


　彼はきびすを返し、早足で甲板を後にした。





　副長のリチャード・マデューカスも連れん絡らく将校から自分宛あての手紙を受け取っていた。


　別れた妻からの手紙だ。


　消印はおよそ二か月前。財産問題やら法律問題やら、そうしたあれこれはすでに解決しているはずだし、いまさら彼女が近きん況きようを報告してくるはずもない。彼はまず『なにかのトラブルか？』と不安になった。


「どうしました、マデューカスさん？」


　テッサが言った。彼女とマデューカスは、〈デ・ダナン〉の発令所で海図台をはさみ、作戦の段取りについて細かな確認を進めているところだった。そこに連絡将校が手紙を持ってきたのだ。


「いえ……個人的な手紙です」


「そう」


「すみません、艦長。続けましょう」


　確認しておくべき項こう目もくをびっしりと記した書類を引っ張り寄せ、打ち合わせを再開しようとする。


「いいけど、ちょっと休きゆう憩けいしましょうか」


　テッサが軽く伸のびをして、海図台の折りたたみ椅い子すに座り直す。連絡将校が出て行ったので、いま発令所にいるのは艦長と副長の二人だけだった。ほかの発令所のクルーは補給作業の手伝いに行っている。


　潜せん水すい艦かんのクルーであるマデューカスたちは、アフガンでの作戦で手伝えることはほとんどない。ここで艦を降りたら、後始末をして解散する流れになっている。味気ない結末だが、陸戦ユニットについていっても足を引っ張るだけだ。


　テッサが単独でメリダ島に向かうことについて、まだマデューカスは個人的に意見を述べていなかった。自分の中でもまだ整理がついておらず、どう切り出したらいいのか分からないのだ。


　こうして二人きりでいるいまさえ、テッサはなにも話そうとしない。マデューカスは自分からなにか話すべきだと思った。自分のような退たい屈くつな男でも、沈ちん黙もくが辛つらいことはある。


「別れた妻からです」


「え？」


「手紙です。私に離り婚こん歴があることは？」


「いちおう。ずっと前に人事ファイルで読みました」


　身の上話などほとんどしたことがなかったので、テッサはすこし驚おどろいているようだった。


「もう五年以上会っていなかったのですが……」


　元妻のポーラとは、ミスリルに入る前、海軍時代に離婚して何度か裁判所の調停で顔を合わせたきりだ。ほとんどの手続きは弁護士任せにしているし、子供がいないので会う用事もない。


「読まないんですか？」


「後でいいでしょう。おそらく大した話ではないでしょうから」


「そう。……どんな人なんですか？　その元奥さん」


「普ふ通つうの女性です。プリマスの基地近くにあったパブのウェイトレスで……まあ、常連からは人気でしたな。いわゆる看板娘むすめでしたよ」


「じゃあ、きれいなのね」


「そうだったのでしょうな。写真も捨ててしまったし、世話好きで口やかましかった印象しか残っていませんが」


　未開かい封ふうの手紙を指先でいじりながら、若いころのポーラの顔を思い出そうとしてみたが、うまくいかなかった。


「普通の士官は仲間とこぞって押しかけてくるのに、私は一人でぶらりと来店し、だれとも話さず工学書に読みふけっていました。その姿が珍めずらしかったのでしょう。彼女から話しかけてきて、私が生返事をするようになって──一年後くらいでしたかな、なぜか結けつ婚こんしていましたよ」


「そんな、『なぜか』なんて……。ちゃんと恋こいに落ちたわけでしょう？」


「それが私にもよくわからんのです。……いえ、別に照てれ隠かくしではありません」


　テッサの疑り深い目に気付いて、マデューカスは補足した。


「僭せん越えつを承知で申し上げますが、あなたはまだお若い。これといって強い情熱やロマンスもなく、自然とそうなる男女も世の中には大勢いるのです」


「そうなの？　でもなんだかつまらないわ」


「だから恋れん愛あいドラマがあれほど売れるのですよ。平へい凡ぼんなカップルもいいものです。ところが、私の仕事はユニークだった」


「ああ……」


　その後の経緯はすぐに想像がついたのだろう。テッサが渋しぶい顔でうなずいた。


　軍人の妻というだけでも大変なのだが、それが潜水艦乗りともなるとさらに厳しいことになる。転勤に次ぐ転勤。夫は任務で何か月も家を留守にする。潜水艦の作戦行動はいつも機密扱あつかいだ。どこに行くのか、どんな任務なのか、いつ帰ってくるのかも知らされることはない。


「ポーラは普通の陸おかの女です。破は綻たんするのは時間の問題でした」


　あなたのご両親はうまく行っていた、それがうらやましいと思ったこともある……そう言おうかと思ったが、やめておいた。テッサの両親をうらやましいなどと言うのは、不ふ謹きん慎しんにもほどがある。なにしろ彼らは、離婚などよりはるかに残ざん酷こくな形でその生活を引ひき裂さかれたのだから。


「残念ね」


「いえ、あれで良かったのです。無理に結婚生活を続けても、お互たがいに消しよう耗もうするだけでしたからな」


「そうかもしれませんね、悲しいけど」


　テッサは寂さびしい微び笑しようを浮うかべてから、仕事に戻もどろうとする素そ振ぶりを見せた。残ったチェックリストに目を落とし、いくつかに印を入れる。


「じゃあ、そろそろ──」


「艦かん長ちよう」


「え？」


　マデューカスはテッサの相そう貌ぼうを注意深く観察した。疲れている。思いつめている。とても一八歳の少女には見えなかった。


「『聖母礼拝堂レデイ・チヤペル』のＴＡＲＯＳを使えば、確かにあなた一人で操艦は可能でしょう。しかし、可能なだけです。熟練したソナー員や操そう舵だ員、火器管制士官の代役まではできません。それに私のような口うるさい男も必要です。状じよう況きようを吟ぎん味みし決断を下すには、異なる角度の意見が必ず求められますので」


「そうでしょね、でも──」


「さらに、これからメリダ島に航海して戦せん闘とうが終わるまでの二四時間以上、あなたはまったく休息が取れないことになる。睡すい眠みんはもちろん、食事すらできない。これは非現実的です。根性でどうにかなる問題ではありません」


　そこまで一気に指し摘てきしてから、マデューカスはテッサの様子をうかがった。


　彼女は黙だまっている。どう言い返したらいいのか思おもい浮かばず、内心で無数の葛かつ藤とうを抱かかえている横顔だった。


　もちろん、彼女もマデューカスの指摘など最初から分かっているはずだ。その上でこんなやり方を選んでいる。そうしなければならない理由は、ブリーフィングで彼女が話した通りだ。


「私は平行世界だの時間災害だの、そういう話にはいまでも懐かい疑ぎ的です。ましてや部下たちに同じ話を納得させる自信はありません」


「その通りよ。だからわたしは──」


「民主主義ごっこで満足ですか？」


「……なんですって？」


「理り不ふ尽じんな作戦目的でも、自身が必要だと思うなら、部下を地じ獄ごくへと引きずり込むのが指揮官でしょう。ここまで来て、『自分と心中させるわけにはいかない、後は自分だけで行く』などとは……マオが怒おこるのももっともな話です」


「あなたも同意見？」


「はい」


　自分も含ふくめ、部下たちが望んでいたのは公平な采さい配はいなどではなかった。不条理な決定でも構わない。ただ『やれ』と言ってくれればいい。それだけで迷う必要はなくなるのだ。


　それが彼女にはできない。


　やはり彼女は潔けつ癖ぺきすぎる。理想家すぎる。


「艦長。もし私がここであなたを解任すると言ったらどうしますか？　ほかの将校三名の了りよう承しようを得れば可能なことです」


「つまらない冗じよう談だんだわ」


「そのときあなたは、私を撃うち殺ころせますか？　私を抹まつ殺さつしてでも指揮権にしがみつくことができますか？」


「それは……」


　長い沈黙のあと、彼女は苦しげに認めた。


「できないでしょうね、たぶん」


「それがあなたの限界ということです。三年間あなたに仕えてきましたが、最後の最後にお伝えしなければならない。残念ながら、あなたには指揮官の資質が足りません」


　本心からそう思っていた。


　厳しい言葉だったが、マデューカスに責める気持ちはまったくない。よくできた生徒をねぎらっている気分だった。


「ほかに……」


　テッサは海図台に両手をつき、うつむいている。


「ほかに……どうしろと言うの？」


「もうお分かりでしょう。私に命じてください。あなたのクルーたちに」


　一いつ緒しよに心中しろと。無む謀ぼうな作戦に付いてこい、と。


　こちらから『あなたとサガラだけを行かせはしませんぞ』だのなんだのと、格好のいいことを言って付いていくのは簡単だ。


　だがそれではいけない。


　今回ばかりは、彼女に選ばせなければならない。残酷なことだと分かっていても。


「撃ち殺すのと変わらないわ」


「むしろその方が楽かもしれませんぞ」


「すこし……時間をちょうだい。一人にして」


「はい」


　マデューカスはテッサを残して発令所の外に出た。


　薄うす暗ぐらい通路に立ち尽つくし、彼女が呼ぶのを待ち続ける。


　自分がしてきたこれまでの彼女への仕打ちを、カールは──彼女の父親はどう思うだろう。彼女をどこかに隠して、普通の人生を送らせるべきだったと責めるだろうか？


　だが、彼女を安全に隠せる場所など世界のどこにもなかった。


　強しいてあげるなら、いちばん安全なのは彼女自身が設計した怪かい物ぶつの胎たい内ないだ。〈トゥアハー・デ・ダナン〉の発令所ならば、どんな敵も手を出せない。人に守られ、見えない影かげに怯おびえ続ける毎日を送らせるよりも、〈デ・ダナン〉の荒あらぶる力を彼女の手足にしてやる方がずっと建設的ではないか──そう考えて彼女の副官に収まった。


　それがどれほど過か酷こくな道になるのか、知った上でそれを許した。


　彼女は消耗している。もはや限界に近い。


　だが少なくとも、彼女は自分で運命の荒あら波なみの中、とるべき針路を選んできた。ならば最後もそうするべきだ。


　扉とびらの向こう、発令所内は静まり返っている。彼女が呼ぶ気配はない。


　まだ時間はありそうだったので、手にした元妻の手紙を開封した。


　ポーラの手短かな近きん況きよう報告。離り婚こん後はじめた事業──家事の代行サービスはまずまずの業績らしい。先日、かつて二人が出会ったパブのマスターが大病を患わずらって、回復はしたものの店を閉めることになったそうだ。閉店パーティに出かけて、懐なつかしい人々と再会したそうだ。


　酒席で自然と、リチャード・マデューカスの話題になったという。


　マデューカスが海軍で干されることになった事件について、事情を知る人々は共感を示しているらしい。その中の一人、士官候補生時代、なにかにつけて彼と衝しよう突とつした同期生がポーラにこう言ったという。


　マデューカスは誠実な男だ。だからこそ、彼は不ふ愉ゆ快かいな事実を相手に突つきつけてしまうことが多々ある。軍のお偉えらいさんや政治家たちはそれが許せなかった。未熟だったころの僕もそれが我が慢まんならなかった。そしてポーラ、君も彼の言い分を聞き入れることができなかった。だがもう、みんないい歳だ。可能なら、君たちはもう一度話しあってみてもいいのではないか。


　だから手紙を書いてみた。別に憎にくみ合っているわけでもないし、たまには会って食事してみるのもいいのではないか。気が向いたら連れん絡らくして欲しい。


　職場の写真も同どう封ふうされていた。社員の主婦連中四人と一緒に、どこかの庭園で微笑ほほえんでいる。ポーラは昔とあまり変わらない様子だった。いや、別れたころよりも綺き麗れいになった印象さえ受ける。


　なにをいまさら──そう感じる一方で、会ってみるのもいいかもしれないな、と思っている自分に少し驚おどろいた。


　まあいい。いまの件が無事に済んだら、プリマスを訪れてみよう。どうせゆっくりするつもりだったのだ。


　返事の内容を考えていると、重たい音がした。背後で発令所の扉が開いたのだ。


「マデューカスさん」


「はい、艦長」


　テッサはさらに憔しよう悴すいした様子だった。充じゆう血けつした目に苦く悩のうのほどがうかがえる。


　彼女は手にしたコピー用紙をマデューカスに突き出だした。紙には手書きでクルーの名前がおよそ二五名ほど記してあった。


「必要最低限なら、こんなところよ。いますぐ状況説明室に集めてください」


　それ以上のやり取りは必要なかった。ねぎらいも慰なぐさめも、謝罪の言葉も。ただ『命令を理解し実行します』という意味だけの、これまで何千回と繰くり返かえした言葉だけを口にすればいいのだ。


「アイ・アイ・マム」


　命令を実行するため、マデューカスはその場を立ち去った。





　補給作業は終わりに差しかかっていたが、〈レーバテイン〉の整備はとても終わりそうになかった。


「くそっ……！」


　整備隊長のエド・サックスは悪態をつき、レンチをフライトデッキの床ゆかに叩たたきつけた。


　機体本体だけなら、ここまで時間はかからない。どうにか戦闘可能な状態まで持ってくることができただろう。問題はこいつに取り付ける緊きん急きゆう展開ブースターだった。


　基本的には〈レーバテイン〉もＭ９の派生型だ。Ｍ９向けの装備をほとんど運用することができるが、『ＸＬ─２』緊急展開ブースターだけは駄だ目めだった。


　ＸＬ─２はＭ９を艦かんのカタパルトから射出し、作戦地域に強きよう襲しゆう降下させることが可能な、使い捨ての飛行ユニットだ。単発の液体燃料ロケットで推進する。


　だがラムダ・ドライバ無効化装置『妖よう精せいの羽』や、一六五ミリ破は砕さい砲ほう『デモリッション・ガン』、その他の武装をフル装備すると、重すぎてまともに飛ばすことができない。推力も足りないし、翼よく面めん荷重も相当キビしい。肩けん部ぶと背はい部ぶのクリアランスも確保できないし、空中での作戦行動に必要なセンサ類も〈レーバテイン〉には搭とう載さいされていない。


　要するに、メリダ島の近くまでこの艦が接近することができても、〈レーバテイン〉がすばやく上陸することができないのだ。


　そこで『ＸＬ─３』を使うことになった。


　正式に開発されたユニットではない。ＸＬ─２を二基、強引につなぎあわせて、〈レーバテイン〉を運べるようにした急造品だ。こうした作戦が必要になることを予想して、二か月前から製作していたのだが、それがぎりぎりで間に合った。


　いや、間に合っていない。


　本体は完成しているものの、取り付け作業と調整が難航している。ＸＬ─３の飛行制せい御ぎよシステムと〈レーバテイン〉のモーションマネージャの間で、原因不明の機能衝突や不具合が起きていた。ほかにも何なん箇か所しよか手こずっている部分がある。とてもあと数時間で解決するような状態ではない。


　見かねたアルが言った。


《中ちゆう尉い殿どの。ユニットの取り付けだけ済ませてくれれば結構です。あとは私の方で調整を試みます》


「駄目だ。問題はソフトウェアだけじゃない。原因によっては基板やパーツを交こう換かんしなきゃならんし、配線や配管をバイパスする必要さえ出てくる。おまえが頑がん張ばってどうにかなることじゃないんだ」


《ごもっともです》


「機械は機械らしく、大人しくしてろ」


《機械、ですか》


「なんだ、不服か？」


《いえ。質問してよろしいでしょうか》


「言ってみろ」


《あなたは自分の背中に羽根が生えた状態を、想像できますか？》


　妙みような質問だった。


「なんだそりゃ」


《できますか？》


「ふむ……。まあ、ガキのころにはそういう想像もしたかもしれん」


《人間の発育過程で、そうした通過儀ぎ礼れいがあると思いますか？》


「誰だれでもそうだとは思わんが、そういう空想はするんじゃないのか？」


《あくまで仮説なのですが、問題はＸＬ─３ではなく私にあるのかもしれません》


「どういうことだ」


《身しん体たい感覚です。モーションマネージャは、システム上、『私』というコアユニットの下位に置かれていますが、以前に比べてデータバスの転送量が激増しています》


　モーションマネージャはＡＳという機体の動作を統合するユニットだ。アルの機能を大脳だとするなら、いわば小脳のような関係になる。


「確かに、それは俺も気付いてた」


　データログを確認しながらサックスは言った。普ふ通つうのＭ９に比べて、はるかにデータ転送量が多い。無む駄だなやり取りがやたら多いといってもいいくらいだ。


「つまり、〈レーバテイン〉がおまえの肉体として馴な染じんできた、ということか」


《あくまで仮説です。もし私が『身体感覚』を獲かく得とくしつつあると仮定して、そこでいきなり背中に羽根が生えたらどうなるでしょう？》


「まあ……調子が狂くるうかもな」


《設計上ではＸＬ─３を搭載しても、データバスの転送量は許容範はん囲いです。しかし、この定義困難な『身体感覚』まで想定した場合、データバスの転送幅はばは充じゆう分ぶんとはいえない可能性があります》


「ふむ……」


《現状の整備環かん境きようでデータバスのラインを増設することは可能でしょうか？》


「不可能とは言わん。だが現状のテストではいまのバス幅で足りてるだろう。不具合とは無関係だ」


《私が機械なら、その通りです》


「……なるほど。さっきから言いたかったことはだいたい分かった」


　ただの機械でないのなら、一考すべきだということか。


　そもそもこのアルという奴やつを構成している流体金属素子と、それに連なるラムダ・ドライバというシステム自体が想像を超こえたものだ。バス幅を増やすという案は一見ナンセンスだが、意外に解決の糸口となるかもしれない。


　いまでも充分な転送能力なのだが。これを増設したら、ほとんど人間の脳みそと変わらなくなるのではないか？　作業も簡単ではない。アルを一度、完全にシャットダウンする必要もある。


「試してみるか。……と言いたいところだが、あいにく時間がない」


《はい》


「あきらめよう。ＸＬ─３は外す。徒歩か水中ユニットで上陸するしかないだろう」


《残念です》


　その場合、作戦が成功する見込みは大おお幅はばに下がるだろう。敵が待ち受ける、機き雷らいと地じ雷らいだらけの海岸に波をかきわけ上陸しなければならないのだ。いくらラムダ・ドライバがあっても、持ちこたえられるかどうかは怪あやしい。


　だが──


　いやな考えが脳裏をよぎる。よせ、エド。ノーラと艦を降りてフロリダに帰るつもりだっただろう。ガキどもも待ってる。ママのミートパイもずいぶん長いこと食べてない。


　だが、この機体さえどうにかなれば──


「サックス！」


　そのとき、格納甲板ハンガーデツキの向こうから彼を呼ぶ声がした。マデューカスが手招きしている。


「なんですかい？」


「お前は残れ。艦かん長ちようのご命令だ」


　それを聞いて、ほっとしている自分に呆あきれてしまった。


　取り外しは中止だ。とことんやってみるしかない。





　携けい帯たい端たん末まつ上の作業ステータスがすべて『完かん了りよう』に切きり替かわる。各部署の責任者がそれぞれ口頭の報告を送ってくる。補給作業はすべて終しゆう了りようした。


「けっこう」


　テッサはうなずくと、これから艦を降りるクルーすべてに、格納甲板に集合するよう通達した。整備員や兵へい站たん要員、アフガンに向かう陸戦ユニットなどすべてだ。これから彼らに最後の言葉を伝えなければならない。


　最後の訓示──


　重い足取りで格納甲板に向かう。


　狭せまい通路の壁へき面めんには細かい傷があちこちにあった。前はクリーム色だったはずのパイプが、いまでは黒ずんでいる。艦が海に出るようになってわずか二年半程度なのに、船内はずいぶんと年季が入っているように見えた。


　濃のう密みつな二年半だ。処女航海の日、発令所の艦長席に腰こしかけ、全システムの起動を命じたのが、はるか遠い昔のように感じられた。一五歳の自分は野心的で、自信に満ちていた。どんな困難でも、どんな強敵でも打ち負かせると信じて疑わなかった。


　それが──いまのこの有様はどうだ。


　数多くの試練を乗のり越こえた代だい償しように、打ちひしがれ、疲つかれきり、自己不信と自じ暴ぼう自じ棄きに心を蝕むしばまれようとしている。


（こんな調子じゃ……）


　だめだ。もっとしっかりしなければ。


　格納甲板に入ると、二〇〇名近くの部下たちが整列していた。どれもよく知っている顔だ。マオやクルーゾーの姿も最前列に見える。だれもが厳しく頰ほおを引き締しめていたが、部隊のこれからについて不安を隠かくしきれずにいる。


「気をつけアテンシヨン！」


　マデューカスの号令。全員が同時に気をつけの姿勢をとる。テッサはきびきびとした足取りで彼らの前に進む。正面に、演説台代わりにした小型のコンテナとタラップ。あの上に登って、毅き然ぜんと彼らに対たい峙じしなければならない。


　しっかりしろ。


　背筋を伸のばせ。あごを引け。視線を泳がせるな。


　意い気き軒けん昂こうなところを見せつけなければならない。自信に満ちているように思わせるのだ。すべてがうまくいくのだと。勝利は近いのだと。わたしは才気と力にあふれた指導者だ。あらゆる困難を打ち破り、敵を苦しめ続けてきた『ミスリルの魔ま女じよ』だ。


　隙すきを見せるな。へつらいは無用だ。ただ悠ゆう然ぜんと壇だん上じように登り、彼らを睥へい睨げいすればいい。自分が何者なのか、なにができるのか、完かん璧ぺきに心得ているその姿を──


　と、タラップを登る足がもつれた。


「あ……？」


　たちまちバランスが崩くずれる。


　姿勢を回復しようとする動きがすべて悪い方へ、悪い方へと作用していって──壇上に万歳しながら飛び込むようにして、彼女は胸と顔面から派手に転てん倒とうした。


　かつて千鳥かなめが形容した擬ぎ音おんを借りるなら、例の『ずるっ、べたーん！』がこのタイミングで発動してしまった。
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「…………っ」


　転倒の快音がこだました後の静けさといったら。


　沈ちん黙もく。


　すさまじい沈黙。


　全員が黙だまりこくったまま動どう揺ようしている。気をつけを命じられたままなので、動けないのだ。倒たおれたままの姿勢で固まっていたのは何秒くらいだろうか。マデューカスがまず声をかけてきた。


「……艦長？」


「だ……大だい丈じよう夫ぶです」


　そう答えるのがやっとだった。頭の中で大量の思考がぐるぐると渦うず巻まき、事態を打開する方法を模も索さくし続ける。完全にパニックに陥おちいっていた。


　どうしよう。やってしまった。なんでこんな時に。最後の訓示だというのに。というか、こういう場面で転んだのは、実は初めてでは？　いつもは気を付けてたのに。油断した。あんな不安定なタラップだとは。そう、タラップが悪い。すぐにタラップを処しよ罰ばつすべきだ。ってなに考えてる自分。落ち着け。冷静になれ。はやく威い厳げんを取とり戻もどすのだ。動揺を見せるな。ごく平静に、わざとやったような顔で……ってわざと転ぶか普通？　無理無理。言い訳、なにか言い訳はないのか。ああ、すべて台なしだ。はやく、はやく。なんとかしないと。


　威厳を取り戻す方法を。威厳を取り戻す方法を。威厳を取り戻す方法を──


　そんな方法、あるわけない。


　もはや認めるしかなかった。


　テッサはのろのろと立ち上がり、ひどい脱だつ力りよく感かんで肩かたを落としたまま、直立不動の部下たちに向き直った。全員、無表情だ。呆れているのだろう。虚こ空くうをまっすぐに見つめ、感情の片へん鱗りんすら窺うかがわせようとしていない。


　いや──


　最前列の何人かをよく見ると、ごくかすかに肩が震ふるえていた。他の者は首筋に力が入りひくひくとしている。唇くちびるをぎゅっと引ひき締め、鼻の穴が不規則に収縮している者もいる。兵隊の性さがとでもいうべきか、『気をつけ』が命じられている以上は絶対に動くことができないのが彼らである。


　全員、必死に笑いをこらえているのだ。間ま違ちがいない。


　なんなのだろうか。


　大の大人がずらりと並んで、人形みたいに突つったって、懸けん命めいに笑いをこらえて。歩けばすぐ転ぶような小こ娘むすめの、ありがたいお言葉を礼れい儀ぎ正ただしく待ち続けて。しかもそれが模も範はん的なこと、正しいことだと全員で信じている。


　そろいもそろって、みんな大おお間ま抜ぬけだ。


　この自分も。


　ついさっきまで、悲ひ壮そうな覚かく悟ごと不相応なプライドで自分を必死に飾かざり立て、壇上で感動的な演説をしようとしていた自分が、ひどく滑こつ稽けいに思えた。


　わたしは馬ば鹿かか？


　聖人君子にでもなりたがっていたのか？


　この通りのおっちょこちょいが、なにを偉えらそうに。


　事実だけ伝えればいいじゃないの。


「えーと……」


　咳せき払ばらいをして、一同を見回す。


「みなさんは今日でクビです。ご苦労さまでした」


　それだけ言って、壇だんから降りた。マデューカスも目を丸くしていたが、すぐに我に返って声を張り上げた。


「解散デイスミス！」


　たちまちどよめきが起きる。乾かわいた笑い声を漏もらす者、当とう惑わくを口にする者、苦笑してうなずく者。だが不思議なことに、彼女を責めている者はいないようだった。


　まあ、いまとなってはどうでもいいことだが。


　ああ、そうか──自分は彼らに失望されることをずっと恐おそれていたのだ。


　その戦いも、もう終わった。


　あとはやりたいことを勝手にやるだけだ。横暴に行こう。横暴に。


　騒さわぐ兵士たちの中にマオがいた。ほんのひととき、二人の目があう。テッサは肩をすくめて微笑ほほえんでみせた。マオは悲しそうだった。


　それだけで言葉は交わさず、テッサは格納甲板を後にした。





　マオやクルーゾーたち陸戦ユニットを載のせ、飛行甲板から離り陸りくした〈ペイブ・メア〉輸送ヘリ五機が、西の空へと遠ざかっていった。


〈バーニー・ウォーレル〉号も重たい推進音を響ひびかせ、〈デ・ダナン〉から離はなれていく。テッサからクビ宣告を受け、国に帰ることになったほとんどのクルーたちが甲板に鈴すずなりになって、こちらに帽ぼう子しを振ふっていた。


〈デ・ダナン〉に残った宗介も軽く挙手して彼らに応こたえる。


　隣となりのエド・サックスはもっと大げさで、万感の思いを込めて野太い腕うでをぶんぶんと振っていた。整備隊長の彼だけが艦かんに残り、ほかの部下たちはすべて補給船の方に移っていた。技術将校のノーラ・レミングも向こう側だ。物もの憂うげな様子で手すりに寄りかかり、こちらをじっと見つめている。


　やがて〈バーニー・ウォーレル〉が見えなくなり、飛行甲板の閉へい鎖さが始まる。アラーム音。巨きよ大だいなハッチが閉鎖位置へとスライドするにつれ、頭上の夕焼け空がみるみる狭せばまっていく。


「なぜ残ったんです？」


　宗介が聞くと、サックスは髭ひげ面づらをしかめてみせた。


「やり残した仕事があるからな」


「…………」


「……と言えたら格好良かったんだが。テッサのご所望だよ。俺にはガキが二人いるし、新しい母ちゃん候補だって出来たのに、ひどい話だ」


　口ではそうぼやいているが、本気で不平をこぼしているようには見えなかった。むしろ自じ嘲ちよう気味で、それでいてどこかすっきりしているように見えた。


「いや、命じられなくても残っただろうさ。だからまあ……愚ぐ痴ちが言えるのに感謝しねえとな。さて、仕事に取り掛かかるか……」


　サックスが下の格納甲板へと続く階段に向かって歩き出す。ちょうどその時、巨大なハッチが音をたてて閉鎖された。ハッチの水密を確保するために多数のロック機構が作動し、甲板のあちこちからモーター音が響いてくる。


「自分も手伝います」


「バカ言え。お前にいじれる所なんかあるもんか。なあ、アル？」


　サックスは自分の首にかけたヘッドセットに向かってそうたずねた。


《中ちゆう尉いの言う通りです、軍ぐん曹そう殿どの。あなたは英気でも養っていてください》


　宗介のヘッドセットにアルの声が入る。階下の格納甲板で整備中の〈レーバテイン〉は、まだ緊きん急きゆう展開ブースターの取り付けが終わっていない。他の整備員は降ろしてしまったので、サックス一人での作業になる。


「だとよ。たいした女によう房ぼう役やくじゃねえか。おとなしく言うとおりにしとけよ」


「……では頼たのみます」


　宗介はサックスと別れ、艦後部の居住区に向かった。普ふ段だんなら通り過ぎるクルーたちがいない。最低限の人員しか乗っていないので、まるで幽ゆう霊れい船せんのようだった。


　食堂の厨ちゆう房ぼうに行ってみることにした。コックのカスヤは艦を降りたので、残ったクルーの食事でも用意しておこうか、と思ったのだ。


　それも無用だった。いつそんな時間があったのか、カスヤは居残り組が数日は食事に困らないように、何種類かの料理を厨房に残して去っていた。大おお鍋なべいっぱいのカレーと、小分けして冷れい凍とうした白米、パン類とサラダ類。野菜スープやパスタソース。ごていねいに温め方や盛りつけ方、食器のありかや調理機材の使い方などを記したメモまで壁かべに貼はりつけてある。メモの最後には『幸運を』と走り書きがしてあった。


　そういえば以前、裏切り者のダニガンと戦ったのもこの厨房だった。ちょうどあの奥、冷蔵庫のそばでかなめがうずくまって、涙なみだを流し、俺が彼女にいろいろ謝って──


（皮肉な話だ）


　と、宗介は思った。


　かなめと本音で話せたのは、いつもあんな場面ばかりだった。常に危機、常に試練、常に困難。普ふ通つうなら『それどころではない』という時にばかり、俺たちは率直な言葉を交わすことができた。


　そういう意味では、俺と彼女はいつも危ヽ険ヽにヽ頼ヽっヽてヽいヽたヽ。


　もし、また今度彼女と話せる時がきたら、やはりそういう場所でなのだろうか？


　見当もつかなかった。


　そもそも、いまの彼女は正気を失っている。自分では正常な判断をしていると確信しているのに、実は他者の意思に操られている。


　元に戻す方法はテッサにも分からないという。


　もう手て遅おくれなのではないか？　自分の知っている彼女は二度と戻らないのでは？　自分のしようとしていることは、まったくの無む駄だ、無意味な行こう為いなのではないか？


（まずいな……）


　宗介は深呼吸してから、こめかみを指先で揉もんだ。


　これから厳しい戦せん闘とうになるのは確実なのに、まるで集中できそうにない。先行きが不ふ透とう明めいで、自分の行動に確信が持てず、一歩も前に進めない気分だった。


　そもそも、テッサの目的に自分は本当に賛同しているのだろうか？　なぜ彼女はそれを確かめようともしないのか？　俺が妨ぼう害がいする側に回ることは考えないのか？


　未良の手紙が脳裏をよぎる。


　このまま何もせず、レナードたちのやりたいように──


　彼は食堂を出て、ＳＲＴ要員の待機室に向かった。自分用の武器ロッカーから自動拳けん銃じゆうを取り出し、九ミリ弾だんを装そう塡てんする。長らく愛用しているグロック19。ホルスターは使わず、腰こしの後ろに隠かくしておく。野戦服のシャツの下に入れているので、触さわりでもしない限りは分からないだろう。


　銃を隠し持もったまま、彼は発令所へと向かった。


　航海中、許可された人員以外は立ち入り禁止のエリアに入る。陸戦ユニット所属で軍ぐん曹そうの宗介は、もちろん許可を受けていなかった。ましてや、非常時でもない限り銃を携けい帯たいして入ることなど絶対に許されない。


　構うものか──開き直って発令所に入る。


　テッサやマデューカス、その他の発令所要員が振り返かえり、宗介を見て怪け訝げん顔をした。


「サガラさん……？」


　宗介はすぐには答えなかった。


　いつも通りのむっつり顔で、一同を見回し、頭の中で想像してみる。


　──背中から銃を抜ぬきつつ、まずマデューカスに近づいて、彼を甲かん板ぱん士官の方向に投げ飛ばす。それからテッサのこめかみに銃じゆう口こうを突きつけ、全員に『動くな』と告げる。


　実に簡単なことに思えた。


「サガラ軍曹。だれの許可を得てここに来た？」


　マデューカスが言った。叱しつ責せきではなく、なにかを懸け念ねんしているように見える。彼も馬鹿ではない。『まさか』くらいには感じているのかもしれない。


　いや。


　自分が発令所を占せん拠きよする図は、やはり馬ば鹿か馬ば鹿かしい妄もう想そうだった。攻こう撃げきを取りやめにさせて、時が来るまでなにもせずに海の底でじっとしているなど──自分という人間のやることにはとても思えなかった。


「陸戦ユニットの最先任下士官の許可です」


　臆おく面めんもなく応える。


「なんだ、それは？」


「自分です。この艦に残っている陸戦ユニットの人間は自分一人です。ですので──」


　テッサが座る艦かん長ちよう席の左側──かつてカリーニンがよく立っていた場所を指し示す。


「自分がそこに立ちます。よろしいですか」


　とっさの思いつきではなかった。その気にならなかったのなら、そう希望しようと最初から思っていたのだ。


「ふむ……まあ、そういう理り屈くつになるかもしれんが……」


「いいんじゃないですか？」


　テッサが言った。


「ただし作戦海域はまだしばらく先です。きっと退たい屈くつですよ」


「構いません」


「じゃあそっちにどうぞ。飽あきたら勝手に出てっていいです」


　悪意は特にないようだが、つっけんどんな物言いだった。普段の彼女ならせめて『許可します』くらいのけじめはつけるのだが。


　クルーたちへの最後の訓示は宗介も見ていたが、あれから彼女はすこし雰ふん囲い気きが変わったような気がする。憔しよう悴すいした様子は相変わらずだが、悲ひ壮そう感が消えている。だからといって明るくなったわけでも、憑つき物ものが落ちたわけでもない。


　なんというのか、投げやりというか、図々しくなったような感じだ。


　強いて挙げれば、非番の時にマオとくだらない話で口論していた彼女がいちばん近い。拗すねていて、不ふ機き嫌げんで、どこか気け怠だるげでいる。もしいま作戦の手はずについて彼女に質問したら、ひどくぞんざいな声で『そんなのテキトーにやっといてください』と言われそうな気がした。


　不思議と心配にはならなかった。どうやらマデューカスや他のクルーも同じようだ。


　すぐそばの席に座る航海士官と目があう。彼はほんのわずかに片かた眉まゆをくいっと上げて、肩かたをすくめてみせた。『変だろ？』と言いたいのだろう。


　宗介は小首をかしげて『よく分からない』と示してから、休めの姿勢で正面を向いた。


　横目でテッサの様子をちらりとうかがう。


「大だい丈じよう夫ぶよ」


　その視線を察したわけでもないだろうが、彼女はつぶやいた。


「わたしはもう大丈夫。でも、あヽなヽたヽはヽどヽうヽなヽのヽ？」


「……は」


　そう答えるのがやっとだった。マオやクルーゾーに言われたあれこれなどより、よほど彼女の一言の方がずっしりと腹に響いた。自分よりはるかに強い女性に、男としての底の浅さを見み透すかされたような気がした。


　宗介は休めの姿勢のまま動けない。


　尻しりの上に隠した拳銃に、回した手首が軽く当たる。銃を持っていることがこんなに惨みじめに感じたのは、生まれて初めてのことだった。


　スクリーンに大きな数字が表示されている。


　作戦海域まであと二一時間と一二分。


　自分がこのまま迷っていれば、おそらく敗北する。


　あと二一時間と一一分──





〈デ・ダナン〉を離はなれて一八時間後。マオたちはネパール西部の飛行場にいた。


　一刻一秒を争うというのに、すでに二時間、無む為いに過ごしている。


　山さん岳がく地帯のど真ん中、川沿いのわずかな盆ぼん地ち。ディパヤルという町のはずれにあるその飛行場は、短い滑かつ走そう路ろと数すう軒けんの小屋があるだけで、舗ほ装そうさえされていなかった。普通なら軽飛行機くらいしか発着できないような規模の施し設せつだ。


　そんな小さな飛行場に、控ひかえめにいっても巨きよ大だいなＣ─17輸送機が、爆ばく音おんを響ひびかせて次々に飛来したのだから、周辺住民の驚おどろきは想像に難くない。


　マオたちは〈デ・ダナン〉からヘリでブルネイまで飛んだあと、味方のＣ─17輸送機に乗のり換かえて西へと急ぎ、カンボジアやミャンマー、バングラディシュの領空をＥＣＳ（電磁迷めい彩さい）の力で強引にまたいできた。


　ここからアフガン北東部のミサイル基地までは、およそ一二〇〇キロだ。最後の給油と空くう挺てい降下ユニットの受領のために立ち寄ったのがこの辺境の飛行場だった。


　核かくミサイルが発射能力を獲かく得とくするまで、おそらくあと四時間程度の時間しか残されていない。そんな事実を忘れるほど、あたりの風景は静かそのものだった。


　大気は冷たく澄すみきっている。周囲の山々は雪におおわれ、森しん閑かんとしている。


　息が白い。気温は摂せつ氏しマイナス二～三度くらいか。無風なのは助かる。さいわいＡＳ操縦服の上にフィールドジャケットを着込んでいるおかげで、寒さを感じるのは顔だけだった。


　おんぼろのプレハブ倉庫の脇わきで、慌あわただしく装備の点検をしているマオたちを、地元の農民たちが遠巻きに見つめていた。当たり前だが不安顔だ。


「確かに最終待機ポイントを用意して欲しいとは言ったけどね……。なんでこんな場所なの？」


　マオは同行してきたレモンにぼやいた。


「すまないね。ほかにいいところがなくて……」


　レモンが言った。普通なら『たった半日で贅ぜい沢たく言うな』だのと答えるところなのだろうが、彼はマオに対して遠えん慮りよがちな態度をとっている。クルツ・ウェーバーが死んだ時、レモンはその場にいたのだ。宗介から状じよう況きようを聞いた限りでは、もちろん彼にはまったく責任がない。しかし心のどこかで『なにか出来たかもしれない』と感じているのだろう。マオとクルツの個人的な関係については知らないはずなので、あくまで『マオの部下を死なせてしまった』という次元での後ろめたさのはずだが──


「いいのよ」


　サブマシンガンの作動を点検しながら、彼女は肩をすくめてみせた。


「ただ、あれだけ野次馬が集まってると気になってね。地元の警察は大丈夫？」


「話は通してある……らしいよ」


「なによ、その『らしい』って」


「情報部のハンター氏に借りがある中国人がいて、その中国人の兄貴がネパールに事務所を置いてる貿易商で、その貿易商がネパール政府の役人に鼻はな薬ぐすりを嗅かがせて、その役人の従い兄と弟こが地元警察の副署長で……」


「あー、はいはい。つまりまったく当てにならないってことね」


「大丈夫だよ。一番近い警察署は車で二時間かかるから。頭の固い警官が駆かけつけるまでには、ここを引ひき払はらってるはずさ」


「それまでに荷物が届けばいいんだけど」


　荷物とはマオのＭ９に搭とう載さいする予定の空挺降下ユニットのことだった。


　これからの作戦ではマオとクルーゾーの二機が降下するが、補給不足にあえいでいた〈デ・ダナン〉には降下ユニットが一基しかなかったのだ。テッサたちと別れる前の洋上補給にも間に合わなかったので、味方の兵へい站たん部隊が直接この飛行場に降下ユニットを運んでくる予定だった。


　その補給が遅おくれ、釘くぎ付づけになっているのだ。イライラしても仕方がないのは分かっているが、つい口調が乱暴になってしまう。


　不機嫌の虫を察してか、レモンは控えめに質問してきた。


「その降下ユニット、西ベンガルから運んでくるって聞いてるけど、なんでそんなところにＭ９の装備があるんだい？」


「一年前に全ぜん滅めつしたインド洋戦隊の物資集積所が残ってたのよ。……っていうか、その生き残り連中が用意してくれたんだけど」


「ふーん。お……来たのかな？」


　マオたちから一〇メートルほど離れた場所で、錆さびだらけのドラム缶かんに腰かけて小型無線機を操作していたクルーゾーが、どこかと通信していた。短いやり取りのあと、彼は周囲の兵士たちに大声で告げた。


「あと五分でヘリが来るぞ！　給油と積み出しの準備をしろ！」


　陸戦ユニットの兵士たちが、受け入れ準備に慌ただしく動き始める。


　マオも自分の装備をまとめると、自分のＭ９が格納してあるＣ─17輸送機へと小走りした。一度Ｍ９を外に出して、降下ユニットを背中に取り付けなければならない。


　Ｍ９に乗り込み、機体を輸送機の外へ。滑走路からやや離れた駐ちゆう機きスペースに膝ひざをつかせて待機させる。飛行場のはずれで様子を見ている地元の農民たちが、ぽかんとしてこちらを見上げている。おそらくＡＳを見るのが初めてなのだろう。農民たちをズーム。安物のデジタルカメラを持っている者が一人いた。こちらを撮さつ影えいしている。


「あー、撮影は禁止。ごめんね」


　頭部のレーダーを起動。ビームの範はん囲いと周波数を調節しながら、最高出力で短時間照射。人間にはまったく無害だが、民生品の電子機器には致ち命めい的てきな電波だ。撮影していた若者は困こん惑わくし、いきなり故障したカメラをいじりまわす。


『来るぞ』


　無線越ごしにクルーゾーが告げる。南の山さん稜りようを越こえて輸送ヘリが来た。


　西側諸国でよく使われているＣＨ─53の派生型。白地にオレンジの帯という派手な塗と装そうで、機体の横には『ＨＵＮＴＥＲ　ＡＩＲ　ＬＩＮＥ』の文字。民間の航空会社の所有機に擬ぎ装そうしているのだろう。


　それまで静かだった飛行場に、ターボシャフトエンジンの爆音が響き渡わたる。


　マオはＭ９を駐機姿勢で待機させて機外へと出た。


　ヘリが旋せん回かいしホバリング。激しく舞まい上がる砂すな埃ぼこり。ゆっくりと着陸する。ローターの回転が止まらないうちに、機のハッチから乗客が姿を見せた。


　細身な東洋人の女だ。ベージュのパンツスーツ姿。見覚えのある人物だった。


「あれは……レイス？」


　宗介が東京で千鳥かなめの護衛役を務めていたころ、彼のバックアップ要員として働いていた情報部のエージェントだ。〈アーバレスト〉のコアユニットを回収して、ギャビン・ハンターや研究部の連中が建造した〈レーバテイン〉を宗介に届けてくれたのも彼女である。マオとはあまり話す機会もないままだったが、ハンターと同様、宗介たちに協力的な人物だと聞いている。


　レモンの話では、モスクワでの活動中にレナードに襲しゆう撃げきされてから行方ゆくえ不明になっていると聞いていたのだが──


「レイス！」


　そう叫さけんでまず駆け出だしていったのはレモンだった。


「よかった、無事だったのか!?　どうやってここに!?」


「むしろ私の方が聞きたいぞ。あの状況から、どうやってここに？」


　再会を喜び合うつもりはないようだ。レイスは笑みひとつ浮うかべずに質問を返す。レモンの方はといえば、抱だきつくほどではないが笑顔を浮かべていたので、相手の冷たい態度に拍ひよう子し抜ぬけしたようだった。


「……え？　僕？　それは話すと長いんだけど──」


「冗じよう談だんだ。事情はすでに聞いている」


「あ、そう……」


　マオが近づいていくと、レイスは彼女に軽く会え釈しやくした。


「マオ中ちゆう尉い」


「無事だったのね。なによりだわ」


「ありがとう。あなたも五体満足なようだ」


　レイスが微笑ほほえむ。態度が違ちがうのでレモンが不服そうにぶつぶつとこぼしていた。
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「襲撃のあとモスクワ警察に捕つかまったのだが、引き渡されたのがＧＲＵ（参さん謀ぼう本部情報総局）だったのだ。ＧＲＵには学ヽ生ヽ時ヽ代ヽに世話になった恩師がいてな。まあ……情報提供と引き換えに解放してもらった。ＫＧＢに渡されていたら、いまだに牢ろう屋やで凍こごえていただろう」


　ＫＧＢとＧＲＵは、いわばソ連を代表する二つの諜ちよう報ほう組織だ。ＫＧＢは共産党の走そう狗くのようなものだが、ＧＲＵは軍の組織のため気風が異なる。非常に乱暴にいってしまえば『役人』と『武人』の違いといったところか。ＧＲＵは以前から〈ミスリル〉に比ひ較かく的てき協力的な組織だ。あくまで『比較的』という次元での話だが。


　とはいえ、他の組織に情報提供をしたと言われたら警けい戒かいしないのは無理な相談だった。


「ＧＲＵに情報提供？　どんな？」


「なぜヤムスク11を調べていたのか。それにまつわるあれこれだ。あなたたちの作戦行動に支障が出るようなことは話していない」


「ふーむ……」


「私の言葉だけでは信じられないことは理解している。ただ、ＧＲＵはあなたたちとの窓口を欲しがっている。ＧＲＵのトップも以前から〈アマルガム〉を脅きよう威いと考え、できればご退場いただきたいと考えていたようだ」


「けっこうなことだけど。話を通すならテッサの所に行くべきじゃないの？　まあ、あの子はいま海の中でだれとも交信できないけど」


「いま来たのは別の用件だ。知らせを二つ持ってきた。どこかにテーブルは……」


「そんなものないよ。あっち行こう」


　レモンが一番近くにある小型のコンテナまで早足で歩き、マオたちも後に続く。レイスは持ってきたロール式の電子スクリーンを広げた。スクリーンを起動し、指先で何度かつつくと、目標のミサイル基地の詳しよう細さいな見取り図が表示された。


「ＧＲＵが提供した最新の情報だ。施し設せつ内の電でん子し錠じようや警備システム、発射システムの情報もある」


　３Ｄの見取り図に手書きの英語で注ちゆう釈しやくまでついている。おそらくその基地をよく知る人間が書き加えたのだろう。これに比べれば、マオたちが入手して作戦立案に使った資料はひどく頼たよりないものだった。


「すごいわ」


　マオは興味のおもむくままにスクリーン内の情報をいじりまわした。


「使えるか？」


「ええ。あたしたちの情報のまま突つっ込こんでたらヤバかったかもね」


「なら良かった。オンラインで情報を送るのは危険だったので、ハンターから場所を聞くなり駆けつけたのだが……」


「ＧＲＵがなぜこれを？」


「そりゃ決まってるさ。ミサイル基地で待ち構えてる奴やつらが、彼らじゃ手に負えないからだろう？」


「その通りだ。すでに大規模な奪だつ還かん部隊を送り込んだが、敵ＡＳに駆く逐ちくされたらしい」


　するとマオはうんざりとしたように失笑した。


「いつものパターンね。火事が大きくなってきたら、あたしらの出番がやってくる。ヤバいヤマほど頼られる」


「だが、『勝つのはあえて往く者だフー・デアーズ・ウインズ』というわけだ」


　と、いつのまにか後ろから情報をのぞき込んでいたクルーゾーが言った。


「おかげで歩兵部隊の仕事が楽になりそうだな。レイス、感謝する」


「礼はいい。それと、あまり重要ではないんだが、もう一つ知らせが──」


　言いかけたところで、クルーゾーが辺りの兵士たちに向かって叫んだ。


「集合しろ！　作戦内容に若干の変へん更こうがある！」


「あ……」


「すまん、重要でないなら後で聞かせてくれ。まず作戦を詰つめておきたい」


　陸戦ユニットの兵士たちとそのチームリーダー──ヤン・ジュンギュやロジャー・サンダラプタなどが集まってくると、チーム編成や侵しん入にゆう路ろ、装備などの変更点について、てきぱきと指示を出す。それぞれのチームリーダーが変更点を復唱し、細部についての質問が行き交いする。


「──以上だ。ほかに質問はないか？」


　マオが挙手した。質問はなかったのだが、状況説明ブリーフイングはこれが最後になるだろう。この場の仲間たちに、なにか言っておきたい──そんな気持ちが自然と彼女に手を挙げさせた。


「ちょっといい？　質問じゃないんだけど……」


　クルーゾーと目が合う。西太平洋戦隊に途と中ちゆうから赴ふ任にんしてきた彼と比べて、マオはここにいるメンバーの中でも古株だ。それを察してか、クルーゾーは彼女に『好きにしろ』とうなずいてみせた。


　苦楽を共にしてきた一同を見み渡わたす。どれもよく見知った顔だ。表向きはリラックスしている様子だが、マオの目はごまかせなかった。


　みんな緊きん張ちようしている。


　いまいるのは総勢で三二人か。前はもっと大勢だったが、配置転てん換かんであちこちに散っていったり、部隊を去っていったりで、この作戦に投入できるのはこの数だけになってしまった。もちろん戦死した者、負傷でリタイアした者も少なくない。


「たぶんこれで最後になるから、みんなに言っておくわね。ええと……」


　そう切り出したが、後に続く言葉がなかなか出てこなかった。


　テッサがなぜ最後の『訓示』の時、みんなにろくな別れの言葉を言わなかったのか、想像できたような気がした。


　だが自分はあの子ほどの重責を担になってきたわけではない。凡ぼん人じんなら凡人らしく、なにかピリリと来るような一言くらい、この連中に送ってやりたい。


　そう、こんなのはどうだ──


「状況は厳しいわ。作戦は困難だし、危機は重大だし、時間もたぶん足りなくなる。でも、実はもっとひどい、とにかく最悪の話があるの。なんだかわかる？」


「？」


「さあ……」


　首を傾かしげる一同に、マオは言った。


「あんたたちが世界を救うってことよ」


　これには全員が爆ばく笑しようした。


　膝を叩たたく者、腹を抱かかえる者、額に手をやり天てんを仰あおぐ者、隣となりの肩かたに寄りかかってむせる者。クルーゾーも破顔して首を振ふっている。部外者のレモンやレイスは、自じ虐ぎやく気味のこの冗談がいまいち分からないようだった。


　マオはにやにやしながら話を続けた。


「いやホントにもう、どうなってんの？　こういうのは他の立派な連中にやらせるべきよ。そう思わない？」


「まったくだ、クック……あー、まったく」


「ひでえ話だよ、こりゃ……ヒヒッ」


「俺らなんかにやらせちゃダメだよな。く……くくっ」


　自分たちのような傭よう兵へいなど、言ってみればろくでなしの類だ。名めい誉よとは一生無む縁えんで、誰だれにも知られることなく、無意味な作戦のために死んでいく。それが普ふ通つうだ。そのはずなのに、これは一体どうしたことだ？　第三次世界大戦の一歩手前で、何億人の命のために、核かくミサイルの発射を阻そ止ししに行くなど。いまのこの状況こそ、自分たちにとってはたちの悪い冗談ではないか。


「でもまあ──」


　笑い声が収まるのを待ってから、マオは言った。


「これまでやってきたあれこれは、無む駄だじゃなかったってことよ。これまでの訓練も、作戦も、払はらった犠ぎ牲せいも。みんな意味があった」


　払った犠牲。


　一同がうなずき、口々に『ああ』だの『そうだな』だのとつぶやいた。


「死んだ連中もきっとあの世で笑ってるだろうな」


　兵士の一人が言った。


「クルツならひでえこと言いそうだ。自分が活かつ躍やくできないから失敗しろとか」


「ああ、それはありそうだ」


「絶っっ対、俺たちの無事なんか祈いのらねえだろうな」


　そう言い合って笑う。さっきとは違い、すこし寂さびしそうな笑い声だった。


「だったらきっちり成功させましょう。クルツをがっかりさせるために」


「ああ、クルツをがっかりさせるために」


「がっかりさせよう」


「クルツの期待を裏切るために」


　マオの言葉を、兵士たちは同じように繰くり返かえした。


「……話は以上よ、ベン」


「ご苦労だった。では出発の準備を始めろ！」


　全員が一いつ斉せいに作業に戻もどる。先ほどまでとは打って変わって、彼らには覇は気きがあふれていた。足取りが力強く、語気には活力がみなぎり、自分たちのすべきことをしっかりと心得ている様子だった。


『クルツをがっかりさせるために』とはいい標語だ、とマオは思った。本当は彼が失敗を祈るような奴じゃなかったことなど、みんなよく分かっている。いい大人が『クルツのために』なんて口にするのが恥はずかしいだけの話だ。


　彼らが思っているのは、なにもクルツのことだけではない。これまで戦死した者すべての代表として、いちばん最近に帰らぬ友となった彼の名が出たに過ぎなかった。


「クルツをがっかりさせるために……か」


　もう一度つぶやいてみてから、くすりと笑う。


　クルツ。あんたの狙そ撃げきはなかなかのものだったけど、ほかでもたまには役に立つじゃない。ちょっとだけ感謝しといてあげるわよ。


　だからあんたも、イライラしながらあの世で見ていてね。


　ほかの連中と一いつ緒しよに、ビール片手で……。


「……と、そういえばレイス」


　もの思いからさめて、マオはすぐそばに棒立ちしていたレイスに声をかけた。


「ほかにも話があるって言ってたわよね。なんだったの？」


　レイスは答えない。


　難しい顔で、びっしりと脂あぶら汗あせを浮うかべ、なにか人にはいえない厄やつ介かい事ごとを抱えたようにうつむいている。ついさっきまでは、ごく冷静に一同の話を聞いていたのだが、なぜか話の終しゆう盤ばんでこんな様子になってしまった。


「レイス？」


「へ？　あ、ああ。なんだ？」


「ほかに話があるんでしょ？　なんなの？」


「は、話？　い、いや……」


「どうしたのよ？　なんか顔色悪いわよ」


「そうか？　た……たぶん気候のせいだろう。ここは気圧が低いから……」


「あ、そう。それで、なんの話なの？　ベンは忙いそがしそうだから、あたしが聞いておくけど」


「えー……その。なんというのか……大したことではない。忘れてくれ」


「なによ、それ」


「いいんだ。あなたたちの士気は高まっているし、水をさすような真ま似ねはしたくない」


「？　どういうこと？」


「とにかく気にしないでくれ！　私の勘かん違ちがいだ。ニュースはひとつだけ。ＧＲＵの情報が役立つことを祈っている。では」


「あ、ちょっと……」


　マオが呼び止めるのも無視して、レイスはそそくさとその場を立ち去ってしまった。





　すべての装備と部隊を搭とう載さいした輸送機が、チベット奥地の小さな飛行場から離り陸りくしていく。常識はずれの短たん距きよ離り離陸のため、輸送機の胴どう体たいに装備した使い捨てロケットブースターの轟ごう音おんがものすごい。


　レモンはマオたちを載のせた輸送機が飛び立つのを見送ると、残った補給部隊の撤てつ収しゆう作業を手伝うことにした。その作業が進む飛行場の片かた隅すみで、同じく居残ったレイスが衛星電話でどこかと交信しているのを見かけた。


　だれと話しているのかは分からない。だがレイスが相手を必死になだめ、何かを言いい含ふくめていることだけは分かった。


「……だから事情は説明しただろう。……そうだ、言わないでおいた。なぜかって……そうするしかないだろう！　ちがう、そうじゃない……あれだけチームがいいムードになったというのに、事実を話したら台なしだぞ？　あー、だから……悪いことは言わない、そのまま何もするな。というか、いますぐ自分で頭を撃うちぬいて死んでくれ。おそらくそれが一番いい。もっとも美しい流れだ。キリエンコ中ちゆう佐さには私から話しておくから。……なに？　知るか、そんなこと。……とにかく分かったな？　……あー、うるさい、がなりたてるな。切るぞ！」


　言うなり電話を切ってしまう。


「まったく。どこまで世話の焼ける連中なんだか……」


　衛星電話をたたみながら、レイスがぶつぶつとこぼす。気になったレモンは背後から声をかけてみた。


「ねえ」


「っ!?」


　レモンの存在にまったく気付いていなかったらしく、レイスはすくみあがる。


「れ……レモンか。なんだ？」


「さっきマオさんの前でも様子が変だったけど。だれと話してたんだい？」


「それは──」


　レイスはしばし躊ちゆう躇ちよした。


「いや、彼らと話せるにしても、作戦の後だしな……。お前に話すのは構わんだろう」


「はあ」


「実は……彼らに持ってきたもう一つの話というのはだな──」


　レイスは事情を話した。


　彼女の話を聞いて、レモンは納得した。


「確かに。それは台なしだったね……」


「言えるわけがない。気まずいにもほどがある」


　ぼやきながら衛星電話を操作して、彼女は別のどこかに回線を接続した。


「どこに？」


「ハンターだ」


　レイスは短いやりとりをハンターとしていたが、次第にその表情が曇くもってきた。


「なにか問題が？」


　通話が終わるのを待ってから、レモンはたずねた。


「連中が核の発射コードを解かい析せきし終える予想時間が出た。あと三時間もない」


「前の予想より早いじゃないか」


　核ミサイルを発射するには、厳重な発射コードを入力しなければならない。


　この安全装置は電子的なごまかしが不可能な仕組みで、またコードを無制限に試行することもできないようになっている。強引に発射装置を作動させようとすれば、ミサイルの発射回路は必ず焼損するように設計されており、そうなった場合、二〇〇〇キロ離はなれた別の基地に厳重保管されている部品と交こう換かんしない限りは二度と発射可能な状態にならない。


　ＧＲＵからの情報提供で、発射コードの桁けた数すうや安全装置の型式などがはっきりしたのだろう。これまで判明している範はん囲いでの〈アマルガム〉側の暗号解析能力を当てはめれば、連中がどれくらいで発射コードを入手できるか推測が可能だ。


　あくまで推測だが。


　三時間──


「それって楽観的な数字？」


「残念ながら、その通りだ。もっと早いかもしれない」


　いま発った制圧部隊がこれから現地の上空に到とう着ちやくするのは二時間弱。


　推測時間が正しければ、マオたちにはほとんど時間が残されていないことになる。堅けん牢ろうな山さん岳がく内部の要よう塞さいを、たった一時間足らずで──


「できるんだろうか、彼らに」


　レイスは何も言わなかった。気休めを言うような女ではないし、気休めが言えるような状じよう況きようでもない。


「この田舎いなかにいれば、核かく戦せん争そうからも逃のがれられるかな」


「おい」


「冗じよう談だんだよ。さあ行こう」


　周囲では撤収準備が進んでいる。すべての機材が輸送ヘリへと運び込まれ、エンジンの轟音が響ひびき渡わたり、補給部隊のクルーが点呼を取ってから機体へと乗り込んでいく。


「うまくいった場合の下準備はやっておくべきだ」





●







　最終調整の作業は、すでに終盤にさしかかっていた。


　かなめは昨日からＴＡＲＴＡＲＯＳタルタロスの外部制せい御ぎよ室に閉じこもり、最終的な制御コードの書かき換かえと調整に没ぼつ頭とうしている。ＴＡＲＴＡＲＯＳの建設作業そのものはすでにほとんど終わっていて、細かな点検に必要な人間だけが現場に残っている状態だった。


　地熱発電機が必要な電力を確保し終えるには、あと数時間かかるだろう。そのころには制御コードの調整も終わっているはずだった。


　ここ二日、ほとんど眠ねむっていない。


　たまに制御室の外に置いてあるベンチで仮か眠みんを取り、下したっ端ぱの持ってくるサンドイッチをかじるだけで、それ以外は休きゆう憩けいなしだ。


　人から強要されたわけではない。自分が望んでしていることだ。不ふ眠みん不ふ休きゆうの作業が苦にならないほど、この装置を完成へと近づける作業は楽しいものだった。


　このＴＡＲＴＡＲＯＳは革命だ。


　人間をずっと縛しばり続けてきた、時間や歴史といった概がい念ねんがこの装置によって無意味になる。『運命の制御』といってもいい。それを実現し、世界を導く役目を担うことが、彼女には誇ほこらしかった。


　すべて自分に任せてくれればいい。きっとみんな満足するから。


　ヤムスク11から帰き還かんして以来、彼女はずっと高こう揚ようと幸福感に包まれていた。迷いなど微み塵じんもないし、常に活力にあふれている。


　だが肉体はそうもいかない。いまも断続的に強い睡すい魔まが襲おそってきて、莫ばく大だいな思考の本流がとぎれとぎれになっていた。気がつくとキーボードを打つ指が止まって、視線は天てん井じようのあたりをさまよっている。


「……あー、だめだめ」


　目をしばたたかせ、頰ほおを叩たたいて自分に活を入れる。また手が止まっていた。効率を考えたら、すこしだけ仮眠をとった方がいいかもしれない。


　そこで彼女は気づいた。


　作業に使っていたウィンドウのうちのひとつ、イオタ波仮想レンズ群の同調スクリプトの末まつ尾びに、変な文字がある。





《anta ha atasi jya nai》





　日本語だ。このＰＣには日本語入力ソフトなど導入してないので、ローマ字で表記されている。


　あんたは、あたしじゃない──


　意味がわからない。いったい誰だれがこんなことを？　自分はこんなこと書いてない。だが、この場にいてこのスクリプトをいじっていたのは、ほかでもない自分だ。


　自分自身が寝ねぼけて書いたとしか思えないが、だとしても解げせない。このところ寝ても覚さめてもＴＡＲＴＡＲＯＳの作業のことしか考えていなかったのに、なぜこんな言葉が突とつ然ぜん出てくるのか？


　あんたは、あたしじゃない……だと？


「ッ……」


　なぜか苛いら立だちと怒いかりがこみあげてきて、舌打ちする。自分でもなぜそう感じるのか、よくわからない。とにかく目の前のスクリーンをつかんで、床ゆかに叩きつけたい気分だった。


　ふざけるな。不ふ愉ゆ快かいな。


　なんでこんな言葉が出てくる。あたしはあたしだ。意味のわからないことをほざくな。この……この……だれだ？　あたしは……だれに怒おこっている？


「あー……なにこれ」


　彼女は両手で顔を覆おおい、長いうめき声を漏もらした。


　この感覚。


　どこかでだれかが自分をはげしく責め、やることすべてに抗こう議ぎしているような不快感。


　そうだ。前からあった。


　思えば、ヤムスク11からこのメリダ島に来たときの機内が最初だった。得体の知れない衝しよう動どうに衝つき動かされ、あふれ出てきた涙なみだ。不快な涙だった。


　より顕けん著ちよになったのは、レヽナヽーヽドヽをヽ受ヽけヽ入ヽれヽよヽうヽとヽしヽたヽ時ヽのヽこヽとヽだヽ。


　一か月前、自室でくつろいでいた彼女を、レナードが訪おとなった。技術的な相談のためだったが、彼女はソファーを勧すすめ、紅茶を一いつ杯ぱい出してやった。ヤムスク11からの帰還以来、彼はごく紳しん士し的な態度のままで、不用意に彼女へと近づこうとはしなかった。


　だが、その時はすこし違ちがった。


　彼が彼女の手を取り、そして彼女もそれを拒こばまなかった。


　深夜のことだ。そろそろ彼の献けん身しんに応えてやってもいいだろう──彼女はそう思った。前の自分ときたら、なにがなんでも彼を拒きよ絶ぜつし、それが正しいことだとかたくなに信じていたのだ。このままこの世界におさらばするのでは、いくらなんでも彼が気の毒だ。


　いいよ、今夜なら。


　そう告げると、彼はなぜか悲しげに微笑ほほえんだ。だが臆おくしたわけでも、ためらったわけでもないようだった。あらゆる女性にそうするように、彼は彼女の肩かたを優しく抱いだき、まず唇くちびるを重ねようとして──


　そこでこの感覚が来たのだ。


　自己嫌けん悪おでもなく、レナードへの嫌けん悪お感かんでもない。違い和わ感かん、という言葉がいちばん近い。肩ごしに誰かがのぞきこんでいて、それがひどく不愉快なのだ。しかもその誰かは、自分のしていることに強い怒りを──それも正当な怒りを抱いている。


　彼女はレナードから顔をそむけ、困こん惑わくを隠かくしながら言うしかなかった。


　ごめん、やっぱりやめておく。


　彼はひとこと『わかった』とだけ答え、部屋を去っていった。それきりだ。以来、彼は彼女に指一本触ふれようとしていない。


　なぜこんな感覚が？　自分は自分だ。自分で考え、自分で決める。至極まっとうなことをしてる。だというのに、『そうではない』という疑ぎ惑わくがどこからともなく浮うかんできて、彼女の心を締しめ付つける。


　気にするな。あたしは疲つかれてるんだ。


　考えてみれば、これだけなにかに没頭して徹てつ夜やを繰くり返かえしたことなんて、学園祭の準備のとき以来だ。いい加減にまとまった睡すい眠みんをとった方がいいのではないか。


「……よし！　あえて寝る！」


　決心して席を立つ。


　この物言い、この思い切りの良さ。これぞあたしというものだ。何の問題もない。一時間だけでいいから、布団にくるまろう。


　たぶん、これがこの世界での最後の睡眠になる。楽しもうじゃないか。


　制御室の外で待機する警備要員に仮眠をとる旨むねを告げ、彼女はベンチに寝ね転ころがった。





　あと五〇海里。


　メリダ島を目指し海中を進む〈トゥアハー・デ・ダナン〉の前に、まずアメリカ海軍が立ちふさがった。


　ソナー室の報告。


　潜せん水すい艦かんを探知。方位〇八六。距きよ離りは一八海里。針路二六五に一〇ノットで航行中。識別名を『Ｍ５マイク・フアイブ』と指定。距離が遠いため、いまのところ艦かん名めいまでは識別できないが、艦かん種しゆは改良型ロサンジェルス級で間ま違ちがいない。


「待ち受けていたようですな」


　マデューカスが言った。


「ええ。たぶん、近くにほかに三隻せき以上はいるはずだわ……」


　テッサがつぶやく。


　太平洋潜水艦隊の潜水艦が四隻。おそらくほかにも水上艦が待ち構えているかもしれない。


〈トゥアハー・デ・ダナン〉──彼らの呼び方なら『トイ・ボックス』を撃げき沈ちんするように命令されているのは間違いない。


　テッサは〈ミスリル〉とは別ルートでその情報を得ている。一年前、グァムで宴えん席せきを共にした老将たちの一人、トーマス・ロス退役少将だ。彼はかつての太平洋潜水艦隊の司令官でもあり、ハワイの司令部にはあれこれとコネがある。


　ロス少将は暗号回線の通信越ごしに、テッサに教えてくれた。


『トイ・ボックス』への攻こう撃げき命令をゴリ押ししたのは、いまの国防長官一派だという。その国防長官は〈アマルガム〉のシンパだと推測される一人だ。ここ数週間の米ソの軍事危機のどさくさで、大統領がゴーサインを出すように仕向けたらしい。


　司令部内ではこの命令に対してひそかに疑問が続出している。


　本音を言えば『気が進まない命令』といったところなのだろう。ソ連海軍の極東艦かん隊たいが活発に動いている中で、貴重な戦力を、あまり戦略的には重要とはいえない海域に出現する『トイ・ボックス』に割かねばならないのだ。


　だが命令は命令だ。背そむくのはもちろん、おおっぴらに疑義を挟はさむことさえ許されない。


　かくして、彼らは〈デ・ダナン〉を狩かりにきた。やる以上は本気だ。手心などは一切加えてくれないだろう。


（すまんなあ、大した力になれなくて）


　と、その通信のときにロス少将は言ったものだった。


（ロイの奴やつはＭ６をちょろまかした件が軍にバレて留置所暮らしだし、ジョンはジョンで軍警察の取調べからトンズラこいて行方ゆくえ不明だし。ジェリーの奴が生きとったら、出来ることもまだあるんじゃが……）


　ジェリーは〈ミスリル〉の作戦部長ジェローム・ボーダ提てい督とくの愛あい称しようだ。シドニーの本部が攻撃を受けた際、亡くなったと思われる。激しい爆ばく撃げきだったので遺体は出ていない。


　父親を亡くしてから、その代わりになってくれたボーダ提督を失った悲しみは、もう一年前にさんざん味わい尽つくしている。


（おっと……）


　老将たちのことはいい。いまは目の前の『敵てき艦かん』に集中しよう。


　テッサは正面スクリーンに投とう影えいされた情報を改めて吟ぎん味みした。


　問題のロサンジェルス級はこちらに背を向けて航行している。Ｓの字の航路で担当海域を哨しよう戒かいしているところを、こちらが先に発見した格好だ。艦かん尾びから引きずる曳えい航こうソナーを使っているだろうから、このまま進めばいずれは探知されてしまうだろう。いまの高速巡じゆん航こうでは──五〇ノットは本来なら魚ぎよ雷らいの速さだ──さすがの〈デ・ダナン〉でも様々な雑音を発することは避さけられない。


　敵の探知を避けるには、大おお幅はばに減速して深く潜もぐるしかない。


　これまで小走りしていたのを、ほふく前進に切きり替かえるようなものだ。慎しん重ちように進めば、敵艦すべてに気づかれずにメリダ島近海へ侵しん入にゆうできるだろう。アメリカ海軍との交戦は回かい避ひできる。


　だが、それでは目的地への到とう着ちやくが大幅に遅おくれてしまう。ざっくり計算して一時間五〇分。どうがんばってもそれだけ遅れる。


（一時間と五〇分──）


　はたして、これは許される遅ち延えんだろうか？


　アフガンの方の制限時間に比べて、メリダ島のＴＡＲＯＳが作動するまでの時間について情報は少ない。偵てい察さつ衛星の情報などから推測するしかないし、それができるのはテッサだけという始末だ。


　彼女自身にも確信は持てないが、そんな時間は残されていないはずだ。レナードやカリーニンがそんな時間を許してくれるわけがない。


　急がなければならない。


（しかも──）


　周辺海域を守っているのはアメリカ海軍だけだろうか？


　そんなはずはない。〈アマルガム〉独自の水中戦力もいるはずだ。メキシコでかなめが残してくれたデータの中にあった〈リバイアサン〉という水中ＡＳ。あれが出てくるだろう。いわばアメリカ海軍は狐きつね狩がりの猟りよう犬けんのようなものだ。彼らを避けて侵入ルートを限定していたら、〈リバイアサン〉の待ち受ける狩かり場ばに出ていくしかなくなる。


（ならば──）


　彼女は決心した。


「戦せん闘とう配置」


「アイ・アイ・マム。戦闘配置！」


　マデューカスが復唱し、艦のＡＩ『ダーナ』が艦かん内ないに警報を発する。発令所の各スクリーンの色が赤に切り替わり、『BATLLE STATION』の帯が右から左へと流れていく。


　もっとも『戦闘配置』といっても、いまこの艦に乗り組んでいる人間はごく少ないので、すでに全員が必要な配置についているのだが。


　テッサは命じた。


「面おも舵かじ、針路〇三〇。最大戦速」


「面舵、針路〇三〇。最大戦速。アイ」


　逃にげも隠れもしない。さらに増速して敵艦の横面に殴なぐりこむような位置に向かう命令だった。隣となりで宗介がひそかに驚おどろいている。まあそうだろう。


　だがマデューカスの方は特に意外そうな様子も見せていなかった。


「あら、反対しないの？」


「はい。チェスで言ったら、これはガンビットと呼ばれるやり方です」


　ガンビットは初しよっ端ぱなからほとんどノーガードで殴り合うような、激しいチェスのプレイスタイルのことだ。


「実は私の得意技でしてな。こういう趣しゆ向こうも嫌きらいではありません」


　彼はにこりともせずに言った。


　これまで過ごしてきて、マデューカスがどんな人間なのかおおよそは理解していたつもりだったが、これは意外な一面だった。


「それで艦かん長ちよう。お次は？」


「じきにこちらに気づくでしょう。動くまでこのまま行きます」


　現在の速度は六〇ノット。これは常識的な水中艦の最大速度の二倍にあたる。


　この巨きよ体たいにして、この速度。


　四万四千トンの艦が、時速およそ一〇八キロで海水を押し分けて突つき進すすむのだ。艦の表面に配列されたＥＭＦＣ（電磁流体制御装置）の水流制御をもってしても、乱流の発生を抑おさえきれるものではない。巨きよ大だいな艦体が加速するにつれ、床ゆか越ごしにみしみしと小さな振しん動どうが伝わってくる。


　おそらくは一〇隻以上の敵に、一隻で立ち向かう。


　厳しい戦いになることを予感し、彼女は宗介に言った。


「サガラさん」


「はい」


「ここはもういいです。アルと〇番エレベータで待機してください」


　格納甲かん板ぱんの大型エレベータのことだ。格納甲板の真上に位置する飛行甲板から発進するＡＳや艦かん載さい機きは、そのエレベータを使うことになる。テッサは『レーバテインに搭とう乗じようして、いつでも出られるように準備しろ』と言ったのだ。


「は……」


　宗介は即そく座ざに『了りよう解かいです』とは言ってこなかった。


　ごくわずかな躊ちゆう躇ちよ。彼もなにか、もやもやしたものを感じている。『このまま即そく答とうして、発令所を後にしていいのか？』と。


　テッサも思っていた。


　おそらく最後の出しゆつ撃げきになるだろう。もしかしたら、今度こそもう二度と会えないかもしれない。だというのに、こんなそっけない指示でいいのだろうか？　なにか彼に言っておきたいことはないのか？


　敵艦はまだ動きを見せていない。ほんの少しなら余よ裕ゆうがある。


　なにか。なにか彼に伝えたいことは？


　沈ちん黙もくのあと──彼女はようやく、静かな微笑でこう言えた。


「カナメさんによろしくです」


　宗介の顔に様々な感情が浮うかんでは消えた。


　とても複雑だった。感謝や尊敬、懸け念ねんや不安、そして罪悪感。そうしたあれこれがないまぜになっていた。


「はい。では」


　かろうじて答えると、宗介は発令所を出ていく。


　ほかのクルーの目もあるので、振ふり返かえって彼の背中を見送ることすらできなかった。


　切なくない、と言ったら噓うそになる。未練がないとは言い切れない。かつて愛した、などと言えるほど深い仲になれたわけでもない。


　だが思し慕ぼの気持ちは本当だったと思う。


　だというのに、悲しみはまったく浮かんでこなかった。


　まあ、こんなものでしょう。


　ごく落ち着いて、そう感じる。


　こんな自分でも、彼のおかげで年とし頃ごろの女の子気分を楽しむことができた。ほんの数年前までは、もう一生こんなことなど自分には起きないと思っていたのに。


　ありがとう。カナメさんによろしく。


　テッサが彼に言えることなど、せいぜいそれくらいのものだった。


　宗介がいなくなって一分とたたないうちに、ソナー員から報告が入る。


『コン・ソナー。Ｍ５マイク・フアイブが針路を三〇五に変えました。一五ノットに増速』


　さあ、戦闘だ。


　宗介のことは頭から追い出して、目を閉じ、深呼吸する。


　集中し、目を開く。


　たちまち正面スクリーンの情報がどっと流れ込んでくる。


　テレサ・テスタロッサは海戦史上に決して残ることのない、最大の水中戦を開始した。










　　３：ペイル・ホース










　敵てき艦かんが針路を変へん更こうした。


　曳航ソナーを〈デ・ダナン〉に対してほぼ直角の位置に付け、より詳くわしい音おん響きようデータを採取しようとしているのだろう。いずれにしても、敵はこちらの存在に気づいた。


「復調雑音ＤＥＭＯＮは？」


『拾いました。いま解かい析せき中……』


　両者が接近して向こうが増速したため、そろそろ充じゆう分ぶんな音響データが収集できたころだった。先任ソナー員のデジラニの腕うで前まえで、すぐに敵艦の艦かん名めいが判明する。


『……出ました。〈アッシュビル〉です』


　ＳＳＮ─７５８〈アッシュビル〉。先週付けの最新データによれば、艦長はホーガン中ちゆう佐さ。面識はないが、ごく優ゆう秀しゆうな経歴を経てきた人物だ。これといった挫ざ折せつもなし。二児の父。もうすぐ机仕事に移る予定。家族を愛し、海軍を愛し、国の正義を信じて献けん身しんを続けてきた彼のキャリアには、これから苦いものが加わることになる。


　さらに〈デ・ダナン〉のソナーが他の艦かん船せんらしき音源を探知。予想通りだ。他に三隻せき、近くに潜ひそんでいる。潜せん水すい艦かんは計四隻。水上艦かん──おそらく対たい潜せんフリゲートが二隻。空中に対潜ヘリが二機。


　そうした米軍の通常兵器だけではない。もっと小型の『船せん舶ぱく』らしき痕こん跡せきが水中に複数潜んでいる。おそらく五隻。これは〈リバイアサン〉だろう。


「熱ねつ烈れつ歓かん迎げい、といったところですな。では手始めに？」


「派手に行くわ。すべての魚雷発射管に魚雷を装そう塡てん。最優先はＭ５マイク・フアイブ、次はＭ７マイク・セブン。残りは他の水中艦に」


「アイ・アイ・マム。一番から六番の発射管に魚雷を装塡。目標、Ｍ５に二発。Ｍ７に二発。Ｓ６シエラ・シツクスとＳ８シエラ・エイトに一発ずつ」


　火器管制士官が命令を復唱し、艦の自動装塡装置がすべての魚雷発射管に六発の高速魚雷を装塡する。ものの二〇秒もかからない。


　さらにテッサは艦中央部のＭＶＬＳ（多目的垂直発射システム）に対たい艦かんミサイル四発と対空ミサイル二発、空中投射魚雷二発の計八発を装塡させた。その間に海面ぎりぎりの潜せん望ぼう鏡きよう深しん度どまで艦を浮ふ上じよう。データを再分ぶん析せき。敵の数が確定する。


　米海軍と〈アマルガム〉、あわせて計一三もの敵性ユニット。


　一対一三の戦い。


　いいだろう。


「全部相手をしてやるわ」


　テッサは知らずに薄うす笑わらいを浮かべた。久しぶりに出てきた表情、長らく味わっていなかった感情。いつからか自分に禁じていた心の動きだった。


　おまえたちの相手がだれなのか、これからたっぷりと思い知らせてやる。


　テッサは命じた。


「装塡済みの全発射管に注水」


「すべての発射管に注水、アイ」


「同じく全発射管扉とびらを開放」


「すべての発射管扉を開放、アイ」


　高速航行中に計一四もの発射管扉を開いたことで、制御しきれない乱流が発生し、艦の振動が大きくなる。騒そう音おんもだ。いまや敵てき艦かんは完全にこちらの存在と意図に気づいていることだろう。


　はたして最優先目標の〈アッシュビル〉が増速し、南西の方角へと逃げ始めた。ほかの目標もせわしく機動を始める。


　もう遅おそい──


「全魚ぎよ雷らい、全ミサイルを同時発射」


「アイ・アイ・マム。全ぜん弾だん発射！」


〈トゥアハー・デ・ダナン〉からすべての魚雷とミサイルが発射された。普ふ段だんなら一発か二発ずつ様子を見ながら射出されるような兵装を、一度に一四発まとめて撃うったのだ。外から見たらさぞかし豪ごう壮そうな光景になっていることだろう。


　艦かん首しゆの発射管から水平に撃ち出された六本の魚雷が、すぐさま推進装置を作動させ七〇ノットに加速、散開していく。


　ＭＶＬＳから垂直に発射された八発のミサイルは、次々に海面から空中に飛び出し、ロケットモーターを点火して飛ひ翔しようしていく。


「全魚雷、全ミサイル、すべて正常に作動中。すべての発射管扉を閉へい鎖さ、排はい水すいします」


　火器管制士官が報告する。


「けっこう。魚雷発射管は奇き数すう番に自走機き雷らいを、偶ぐう数すう番に高速魚雷を装塡して」


「アイ。一、三、五番にＡＤＳＬＭＭアドスリム。二、四、六番にＡＤＣＡＰアドキヤツプを装塡します」


「針路、速度はこのまま維い持じ。深度は二五〇に潜せん航こう。下さげ舵かじ五度」


「アイ・マム。深度二五〇に潜航。下げ舵五度」


　さて、敵は。


　正面スクリーンの海図を見る。発射した全弾の航こう跡せきが簡潔な記号で描えがかれ、目標と速度が横に表示されていた。そして標的になった敵ユニットの数々。


　敵は明らかに浮うき足あし立だっている。


　アメリカ海軍の艦はもちろん、五機ヽの〈リバイアサン〉もバラバラな動きを始めていた。普ふ通つうなら逃にげるか隠かくれるところを、自じ陣じんのど真ん中に切り込んできて、水中・空中攻こう撃げきを同時に計一四発撃ってきたのだ。相手は『気でも狂くるったのか』と思っていることだろう。彼らが用意していたはずの対応や作戦、そのことごとくが使い物にならなくなった。それぞれが回かい避ひ運動と迎げい撃げき行動に手て一いつ杯ぱいだ。


　そして、じきに損害制御で手一杯になる。


『シースパローが命中します』


　まず二発の対空ミサイルが目標に達した。


　洋上を飛行していた対潜ヘリコプターに、改良型〈シースパロー〉ミサイルが着ちやく弾だんする。炸さく薬やくの量と破は砕さい片へんの材質を大おお幅はばに弱くした特別な対空弾だん頭とう──クルーは『ミネウチ弾』と呼んでいる──にしたので、爆ばく発はつ、即そく墜つい落らくということにはならないだろう。


『微び弱じやくな着水音を探知。一機が海面に不時着したようです。もう一機はかろうじて飛行中の模様』


　一機は不時着。もう一機は飛行中だが、もはや対潜行動はできないだろう。乗員に死傷者が出たかもしれないが、こちらを殺そうとしている相手にこれ以上の手加減はできない。たとえ自分の祖国の人間だろうとだ。


　まず〈デ・ダナン〉にとって一番うるさい対潜ヘリは排はい除じよした。


『ハープーンが迎撃を受けています』


　次は二隻の水上艦にそれぞれ二発ずつ発射した対艦ミサイル〈アド・ハープーン〉が目標へと迫せまる。敵艦は対潜フリゲートで、イージス艦ではない。対空装備はごく限られたものだ。狙ねらい通どおり、先進型の対艦ミサイルをＣＩＷＳ（近接迎撃システム）の機き関かん砲ほう弾だんで撃げき墜ついすることはできなかった。


　スクリーン上で敵艦とミサイルのシンボルが重なる。


『着弾しました。タートル・ワンが最終信号を受信。命中箇か所しよを分析中。Ｍ８マイク・エイトは艦かん尾び、喫きつ水すい線せん付近。Ｍ[image: ]マイク・イレブンも艦尾、喫水線付近』


〈アド・ハープーン〉は古くからのハープーン・ミサイルとは別物といっていい兵器だ。終末誘ゆう導どうに入ると先せん端たん部のレーダーモジュールを切きり離はなし、その後部に設置された光学センサで敵艦を『見て』、望みの位置に望みの威い力りよくで破は壊かい力を加える。


　二隻の水上艦は、艦尾のスクリュー付近を破壊された。これで自走はもうできない。


『ＭＡＧＲＯＣマグロツクが着水しました。Ｓシエラ・[image: ]フイフテイーンとＳシエラ・[image: ]エイテイーンの追つい尾びを開始』


　空中投射式の魚雷ＭＡＧＲＯＣマグロツクは水中ＡＳ〈リバイアサン〉の五機中二機に向けて発射されたが、こちらの命中は期待できなかった。この敵はすばしこい。もっとも脅きよう威い度の高い二機を選び、その機動を制約するための攻撃だ。


　狙い通り、敵の〈リバイアサン〉二機はＭＡＧＲＯＣマグロツクの追尾を恐おそれて、理想的な攻撃位置へと占位することを放ほう棄き、回避運動に入った。


　これで次の攻撃への時間が稼かせげる。


　八発のミサイルに遅おくれ、六発の魚雷がそれぞれの潜水艦へと接近した。


『〈アッシュビル〉がカウンター・メジャーを射出しています』


　最初に狙われた〈アッシュビル〉は必死に回避運動を取り、囮おとりになる音源の対抗手段カウンター・メジヤーを射出している。だがその努力も虚むなしく、二発の魚雷は二発とも〈アッシュビル〉の艦尾付近に命中した。これも弱装弾頭だ。スクリューを破壊するか、艦体に小さな穴をあけるか──その程度の損傷だろう。だがそれで充分だ。


　ほかの三隻は距きよ離りが遠かったので、全弾命中は望めないところだった。


　それでも一隻を一時的な行動不能に陥おとしいれ、もう一隻を緊きん急きゆう浮ふ上じように追い込んだ。〈アッシュビル〉も含ふくめ、これで敵潜水艦四隻のうち三隻がリタイアだ。


　米軍は潜水艦が一隻だけ残った。


　その一隻は逃げようとせず、逆にこちらへ斜ななめ前から斬きり込んでくるような位置取りから急加速して、魚雷の追つい尾び範はん囲い外がいぎりぎりの角度へ回り込んだ。


　その敵艦は回避に成功するなり、こちらの二時方向から攻撃態勢に入ろうとする。


「やりますな」


　マデューカスが感かん嘆たんする。回避の手並みもさることながら、大したガッツの持ち主だ。


「艦名はまだわからないの？」


『いえ、もう少しで──照合完かん了りよう。出ました。ああ……』


　ソナー室のデジラニが、なんとも言えない声をあげる。


『また奴やつらですよ。〈パサデナ〉だ』


　テッサは手早く検けん索さくした。先週付けの最新データによれば、ＳＳＮ─７５２〈パサデナ〉の艦かん長ちようは現在も『キリー・ベンジャミン・セイラー中佐』とある。


「セイラーさん。こんな時に……」


　テッサは〈パサデナ〉の艦長、セイラー中佐と面識があった。一年ちょっと前のクリスマスに、まったくの偶ぐう然ぜんから知り合う機会があったのだ。とはいえ、セイラー艦長はテッサのことをただの豪ごう華か客船のメイドだと思っているはずだった。まさか彼女が『トイ・ボックス』の艦長だなどとは想像もしていないだろう。


「お相手を？」


　と、マデューカスがたずねた。


「そんな時間はないわ。すぐ例の〈リバイアサン〉が来ます。面おも舵かじ。針路一二五。最大戦速」


「アイ・マム。面舵、針路一二五。最大戦速」


　さらに加速。強引に〈パサデナ〉の右側に切り返す。


　ほとんど正面衝しよう突とつするようなコースだ。こちらの魚雷を〈パサデナ〉にぶち込んでいる余よ裕ゆうはない。そう、すぐに──


『コン・ソナー！　敵魚雷を探知！　方位〇六二！　Ｓシエラ・[image: ]セブンテイーンからです！』


　来た。〈リバイアサン〉の一機からだ。このタイミングはまずい。


　テッサは即そく座ざに命じた。


「目標、Ｓ17！　二番、四番の魚雷を発射！」


「アイ！　目標Ｓ17！　二番、四番の魚雷を発射！」


　高速魚雷を〈リバイアサン〉めがけて発射。同時に全速で〈パサデナ〉に突つっ込こみつつ、深度を下げる。


　自艦が撃たれたと思ったセイラー艦長は、それでもひるまずこちらに魚雷を発射する。だが誘ゆう導どう範はん囲い外がいだ。〈パサデナ〉の魚雷は〈デ・ダナン〉の左上方一〇〇メートルを素通りする。こちらの魚雷も〈パサデナ〉の真上を通り過ぎて、さらに向こうの〈リバイアサン〉へと突とつ進しんした。


　剣けん戟げきにでもたとえれば、テッサはこちらめがけて斬りかかってきたセイラーの切っ先をくぐり抜ぬけ、その後ろから飛びかかってきた暗殺者に捨て身の突きを繰くり出だしたようなものだった。


〈デ・ダナン〉のぎりぎり頭上を、〈パサデナ〉の艦かん艇ていが通り過ぎる。ほんの数十メートル頭上から、セイラー艦長のあの罵ば声せいが聞こえそうな距離だった。


『敵魚雷、距離六〇〇！　五〇〇！　……こちらの魚雷が敵に接近します！　距離二〇〇、一〇〇……！』


　こちらの魚雷二発が〈リバイアサン〉の一機に近付く。〈リバイアサン〉が回避運動。


『五〇……敵に命中します！』


　爆発。ほんの数百メートル先で起きた衝しよう撃げきが艦を揺ゆさぶる。戦果を確認している暇ひまなどない。敵魚雷もこちらに迫っている。


『続いて敵魚雷が接近中！　距離四〇〇！』


　距離三〇〇。距離二〇〇──


『取舵いっぱい！　最大角で潜航！』


『アイ！』


　操そう舵だ手しゆが乱暴に舵を切る。左に目め一いつ杯ぱい切りつつ昇しよう降こう舵だを押さえ込む。すさまじい乱流できりもみ状態に入りかけた艦の全舵を巧たくみに操り、滑すべるように針路を切り替かえる。


　距離一五〇。距離一〇〇──


「総員、衝撃に備えて！」


　艦かん内ないアナウンスでテッサが叫さけぶ。


　距離五〇──


　敵魚雷が爆発した。





　艦内放送でテッサの声を聞いたとき、宗そう介すけは格納甲かん板ぱんのすぐ手前の通路を走っているところだった。


　衝撃に備えろ──


　その警告からほんの数秒とたたないうちに、衝撃が宗介に襲おそいかかった。


　まず照明が消えたかと思うと、右側の壁かべがいきなり迫ってきて彼を殴なぐりつけ、次に天てん井じようが落ちてきて彼を押しつぶそうとした。いや、正確には彼自身が投げ飛ばされ、天井近くまで放り上げられた。そうとしか感じられないような乱暴さだった。


　ＡＳ操縦服に着き替がえていなかったら、肋ろつ骨こつの数本はやられていたかもしれない。


　固い床ゆかに叩たたきつけられてから、すぐに身を起こそうとする。まだ真っ暗だ。耳鳴りの向こうで、なにか大きな音がしていた。ガスかなにかが漏もれるような音。


　非常灯が点灯する。赤く照らし出された通路、自分の背後数メートルの壁に這はうパイプから、はげしい勢いで霧きりが噴ふき出していた。


「…………っ」


　あれはなんのパイプだ？　噴き出してるのは水か？　だが熱気が伝わってくる。よくわからない。噴ふん出しゆつを止めた方がいいのか？　だがどうやって？　自分は艦のシステムについては門外漢だ。手近なクルーに聞きたいところだったが、いまこの艦には最低限の人員しか乗っていない。あたりには誰だれも見当たらなかった。


　一〇歩先、格納甲板の入り口近くに艦内電話がある。艦内の大おお揺ゆれはまだ収まっていない。宗介はよろめきつつ艦内電話にたどりつき、発令所を呼び出した。呼び出し音が二回目に入るより早く、損害制せい御ぎよ担当士官が応じた。


『こちらダメージコントロール！　そちらの状じよう況きようは!?』


「サガラです！　いまの場所は──」


『電話の位置で分かってる！　状況を報告しろ！』


　通路の番号表示を目で探していた宗介は、すぐに頭を切り替えて報告した。


「負傷者なし！　格納甲板の入り口から五メートル後ろの──呼び方は分からないが、なにかのパイプから熱い蒸気が噴出している！　ほかには──」


　言いかけたときに轟ごう音おんが響ひびいた。問題のパイプより奥の壁から、猛もう烈れつな勢いで大量の水が噴き出し始めた。人の足くらいの太さの噴出だ。


　まるで消防車が放水するような勢いだった。床にたまった水がこちらに殺さつ到とうし、たちまちくるぶしが浸つかるくらいの水位になった。


「浸しん水すいしている！　左さ舷げん側の壁から、すごい勢いで──」


『わかった、ほかに誰かそこに？』


「否定ネガテイブ！　自分だけです！」


　水位は膝ひざの高さになった。格納甲板に水が流れていく。足をすくわれて転びそうだ。


『いますぐ格納甲板に退たい避ひしろ！　その通路は閉へい鎖さする！』


「了りよう解かい！」


　宗介が答えるより早く、二重の水密扉とびらが重たい音をたてて自動で閉じ始めた。


　戦せん闘とうの様子や損害の程度、ほかの場所での負傷者の有無など、いろいろ聞きたいことがあったが、そんなゆとりはないようだ。二重扉はまるで国営銀行の金庫みたいな分厚さだが、ぞっとするほどの速さで閉まっていく。宗介は水を蹴け立たて、水密扉のすき間をすり抜けるようにして、格納甲板へとまろび出た。


　背後で扉が閉鎖される。


　格納甲板には浸水がないようだった。学校の体育館よりも広い空間だ。普ふ段だんは部隊のＡＳや輸送ヘリ、偵てい察さつヘリ、ＳＴＯＶＬ攻こう撃げき機きなどが所ところ狭せましとひしめいていたのだが、いまはがらんとしている。あるのは〈レーバテイン〉と中型の輸送ヘリ一機だけで、ほかは物資のコンテナや重機が転がっているだけだった。


　人の姿は見えない。整備クルーもデッキクルーも、もうこの船には乗っていないのだ。これだけの戦闘、これだけのはげしい揺れが連続しているというのに、人々の叫び声ごえや怒ど鳴なり声がまったくないのは奇き妙みような光景だった。


　戦闘の残ざん響きようが格納甲板に響き渡わたる。


　宗介のすぐ目の前に転がっているコンテナが、艦の傾けい斜しやに合わせて右う舷げん側にすべっていく。あんなものが飛んできて直ちよく撃げきしていたら、大おお怪け我がどころでは済まなかっただろう。格納甲板が無人で良かった。


　いや、無人ではない。


　ここで仕事をしていた人間が一人いる──


「サックス中ちゆう尉い！」


　彼は〈レーバテイン〉の最後の調整をしていたはずだ。だがその姿が見えない。


「サックス中尉！　いますか!?」


　声を張り上げるが、返事はない。


　宗介は〈レーバテイン〉が駐ちゆう機きしている右舷側に走り、サックスの姿を探した。大型の緊きん急きゆう展開ブースターをはじめ、フル装備状態の〈レーバテイン〉はＡＳ特有の『土下座姿勢』のままワイヤーで固定されていたが、その機体に接続されていたはずの外部電源ユニットが、脚きやく部ぶのそばに横よこ倒だおしになって転がっていた。大型冷蔵庫くらいのサイズだ。


　その外部電源ユニットは高所からたたき落とされたようにひしゃげ、あちこちの部品が脱だつ落らくしていて──角のひとつに鮮せん血けつがこびりついていた。


（……くそっ）


　声にならない悪態をつぶやく。


　潰つぶれた電源ユニットの向こう。〈レーバテイン〉の脚部が邪じや魔まで見えなかったところ。薄うす暗ぐらい壁かべ際ぎわの血溜だまりに、サックスが倒たおれていた。


「中尉……！」


　駆かけ寄よる。肩かたをつかむと小さなうめき声をもらす。サックスはまだ生きていた。


　だが生きているだけだった。


　胸が潰れて大量出血している。先程の爆ばく発はつで空中に飛び上がった電源ユニットと壁の間に挟はさまれて、突とつ起きした部品が突き刺ささったのだろう。普ふ通つうの体格の男なら即そく死ししていたかもしれないような怪け我がだった。





[image: ]





「サガ……ラか」


　初めて聞くような弱々しい声で、サックスが言った。


「しくじった。まどろっこしくて、固定してなかった電源が……。ははっ……こりゃひでえ血だ……」


　口からこぼれた血の泡あわが、彼の豊かなあごひげの上を伝い落ちていく。


「見るな、喋しやべるな。ゴールドベリ大たい尉いを呼ぶ」


　手近の艦内電話に走り、艦医のゴールドベリを呼ぶ。向こうも負傷者を見ているようだったが、『すぐに行くわ』と返事があった。サックスのもとに駆け戻もどって、手持ちの装備から応急セットを取り出し、負傷の様子を詳くわしく見ようとする。


「……これはもう……無む駄だ……だろ」


「諦あきらめるな、中尉」


　手当しようとする宗介の手を、サックスは驚おどろくべき腕わん力りよくで振ふり払はらった。


「いいから……聞け！　サガラ……調整はほとんど……終わってる。ただ……外部電源が切断されたから……アルが動かん」


「中尉」


　サックスが説明する。聞きながら手当をする。


「右腰こしの……プラグだ。壊こわれたプラグを外して、ロッカーの三番ケーブルを繫つなぎ直せ。隣となりのソケットだ……。それで……ＡＰＵ（補助パワーユニット）が作動する。……いいか、間ま違ちがえるなよ……」


　大事な話だった。説明なしでは宗介でも手が出せなかっただろう。


　大量の血が流れ出す傷口をガーゼでぬぐう。ほんの一いつ瞬しゆん、傷口の状態がよく見えたが、すぐに後から湧わき出す血で覆おおわれてしまった。


　おそらく心臓近くの動脈がやられている。


　いまの装備で止血はできない。周囲の血溜まりを見てサックスの失血量を推測する。体重を多めに見積もっても、しゃべっているのが不思議なくらいだった。


　手早く注射針を刺して生理食塩水を点てん滴てきするが、この程度では焼け石に水だ。


　この戦闘の混乱の中で、ゴールドベリが三分で来ても──


　もう間に合わないだろう。


「ＩＭＥ（統合動作イコライザ）のケーブルがまだ繫がってる。どこまで作業を？」


「触さわらんでいい。外して……アルに任せろ」


「ＳＡＬ（衝しよう撃げき吸収液）タンクは？　減圧の必要は？」


「ああ……外すときに……気をつけろ」


　本来ならば『ここは痛いか？　感覚はあるか？』と聞かねばならないところを、宗介は機体のあれこれについて質問しなければならなかった。


「それから……モーションマネージャのデータバスを増設した。アルが起きるかどうかは、まだ試せていない。駄だ目めだったら……制御パネルから増設分のラインを不活性化させろ。ＸＬ─３は諦めることになるが、本体は……動くはずだ」


「わかった。必ずやる」


　説明を終えたとたん、強くこわばっていたサックスの手足から力が抜ぬけた。


「サガラ。俺は……誰も恨うらんでないぞ」


「ああ、あんたは勇ゆう敢かんな男だ。みんな知ってる。だから頑がん張ばるんだ。もうすぐゴールドベリが来る」


「あのバアさんの人工呼吸は御ご免めんだ」


「本人に言ってやれ。きっと──」


　宗介は言葉を切った。


　サックスはもう聞いていなかった。


　うっすらと目を開け、どこか遠くを見たまま動かなくなってしまった。


「くそっ……！」


　無駄だと知りつつ、近くに備え付けてあった除細動器と人工呼吸で蘇そ生せいを試みた。


　ゴールドベリが駆けつけてきてサックスを診みる。


　全速力で走ってきたのだろう。彼女は息を切らし、肩を激しく上下させ、それから一言だけ宗介に告げた。


「……いい人だったよ」


　宗介は歯を食いしばって顔をしかめるだけで、それ以上の悪態はつかなかった。顔や手にべったりとついたサックスの血をぬぐい、一度だけ深い溜ため息いきをつく。


「出しゆつ撃げきの準備をします……」


　立ち上がり、サックスの遺言通りに〈レーバテイン〉の起動準備を始める。


　ＡＲＸ─８〈レーバテイン〉はフル装備状態だった。


　散さん弾だん砲ほう、アサルトライフル、巨きよ大だいなデモリッション・ガン。腰の後ろには小型のガトリング砲ほうが二門。そしてラムダ・ドライバ無効化装置『妖よう精せいの羽』と、特注品の緊急展開ブースター──使い捨ての飛行ユニット『ＸＬ─３』。その主しゆ翼よくに装備した計一二発の〈ブラックマンバ〉対空ミサイル。すべて接続済みだ。遠目に見ると、一瞬は人型にさえ見えないほどのゴテゴテしたシルエットだった。


　これだけの武装を山積みしても、足りるかどうか。それほどまでに敵とこちらの戦力差は大きかった。


　予備の外部電源ユニットを引っ張ってきて、機体腰よう部ぶのソケットに接続する。電源ユニットを作動。外部制せい御ぎよパネルから起動手順をやり直す。


「彼は……最期に何て言ったんだい？」


　ゴールドベリが背後から聞いてきた。いつもは元気のいい中年女性なのだが、声から力がまったくなくなっていた。


「あなたの人工呼吸は御免だと」


「ひどい人だね。本当にひどい人」


　艦かん医いの泣き笑いを背に、宗介は作業を続けた。


　アルの起動を試みる。長い沈ちん黙もく。インジケータが──点灯した。


　サックスは『起きるか分からない』と言っていたが、起動は成功した。データバスの増設はうまくいったようだ。まだ音声出力が起動していないため、テキストで簡潔な報告のみが画面に表示される。接続を確認。ステータスをチェック。ＡＰＵを再起動。全ヴェトロニクスが起動手続きを開始。


「彼は誰だれも恨んでいないとも言っていました」


「ああ。それは……あたしも同じだよ」


「艦かん長ちように？」


「あの子が必要だと言ってるんだ。本当に必要なんだろうよ」


「…………」


「おまえさんが信じてやらんでどうするんだい、ソースケ」


　なにも答えられなかった。


　ＩＭＥや各種ケーブルを指示通りに外し、バルブを調整してからチューブ類も外し、アクセスパネルを閉へい鎖さ、装そう甲こうを固定位置に。信号を送ると、アルが主動力を起動させる。あとは任せればいい。


　冷れい却きやくユニットの低い唸うなり声。〈レーバテイン〉が目を覚まそうとしている。


『REMOVE BEFORE LAUNCH（出撃前に外せ）』と書かれた注意リボンが機体の各所に残っていたので、すべて取り除いてから後頭部へ登る。


　コックピット・ハッチの裏側の収納庫に、銃じゆう器きや各種装備をしまいこむ。そう大きな収納庫ではない。旅行バッグ程度のサイズだ。宗介はその狭せまい収納庫に、古いロケットランチャーをねじ込んでおいた。


　Ｍ72ＬＡＷという、かつて米軍が使用していた伸しん縮しゆく式の使い捨てモデルだ。現用の対戦車兵器に比べて威い力りよくは劣おとるが、ひとつだけ大きな利点がある。こんな収納庫にも収まるほどのコンパクトさと軽さだ。チューブが短く縮んだ状態で持ち運び、使用時に伸のばして発射する。


　パラジウム・リアクターの駆く動どう音が格納庫内に響ひびき渡わたる。〈レーバテイン〉が搭とう載さいしている試作型リアクターは、ほとんど無音の通常型Ｍ９用リアクターに比べて静せい粛しゆく性ではるかに劣っている。


〈レーバテイン〉の背中で使い慣れたヘッドギアを着けると、ゴールドベリが医い療りよう器具をまとめてその場を後にしようとするのが見えた。


「あたしは行くよ。サックスのことは──」


「大尉から頼たのみます」


　自分の口から伝えるべきではないだろう。これはゴールドベリに頼むべきだ。


「わかった。気をつけるんだよ、ソースケ」


「了りよう解かい」


　スクリーンはすでに点灯している。よく慣れ親しんだＭ９と共通のコックピットとマスター・スーツ。両手を通し、レバーをつかみ、ペダルをがっちりと踏ふみ込む。


　左手の親指でカーソルを操作。起動手順は進行中。音声インターフェイスはすでに起動している。


「アル」


《はい、軍ぐん曹そう殿どの》


　聞き慣れた低い男性の声。機体のＡＩ、アルが答える。


「データリンクを確立しろ。ダーナから艦のデータを取得」


《了解ラージヤ。回線Ｃ１にアクセス。ダーナより応答。優先度Ｃ。接続完かん了りよう》


　スクリーンの一角に窓が開き、現在の〈デ・ダナン〉の戦せん闘とうの状じよう況きようが表示される。


　艦はいまも戦闘中だ。


〈デ・ダナン〉はすぐに沈しずむというわけではないようだ。とはいえ、艦の静粛性や速力には大きな支障が生まれている。もはや〈デ・ダナン〉には敵を闇やみ討うちする力はほとんど残されていない。真正面から力技を挑いどむしかない状態だ。


　一方、米海軍の艦かん船せんはほとんど振り切った。最後に残ったＵＳＳ〈パサデナ〉はまだ追ってくるようだが、現状ではこちらを追つい尾びするのは不可能だ。


〈アマルガム〉側の高速潜せん水すい艇てい〈リバイアサン〉は、すでに二機を撃げき破は。次の一機が、テッサが水中に仕し掛かけておいた自走機き雷らいによって──


　遠い爆ばく音おん。


　いま撃破。三機目の〈リバイアサン〉をテッサが葬ほうむった。


　だが、まだ数機の〈リバイアサン〉が残っていて、こちらへの攻こう撃げき態勢に入ろうとしている。高速魚ぎよ雷らいの攻撃が来た。計四発。テッサも反はん撃げき。三発の魚雷を発射後、即そく座ざに回かい避ひ機動。心臓に悪い針路で二発を避さけつつ、まっすぐに加速して戦闘を続ける。やはり彼女は怪かい物ぶつだ。


《軍曹殿、質問が》


「なんだ」


《三時方向、距きよ離りゼロ。識別不能の人型フイギユアターゲットがあります。これは？》


　光学センサの映像の片かた隅すみに、上着をかけて安置してある遺体が映っていた。


「……サックス中ちゆう尉いの遺体だ」


《整備中隊長のエドワード・サックス中尉が『作戦中死亡ＫＩＡ』になったと？》


「肯こう定ていだ」


《死亡の原因を教えていただけますか》


「艦が被ひ弾だんした衝撃で、跳はね上がった外部電源ユニットが直ちよく撃げきした。おまえを起こすのに忙いそがしくて、固定してなかったんだ」


　短い沈黙。アルはすぐには応答しなかった。


《了解。説明に感謝します》


　起動手順が進んでいく。機体背面に接続された緊きん急きゆう展開ブースター──〈レーバテイン〉向けに急造された『ＸＬ─３』の制御テストを行う。


　ほとんどのテストが成功した。飛行可能だ。だが一いつ箇か所しよだけエラーが残っている。テストを再試行。


『ＸＬ─３』などと銘めい打うたれているものの、これもサックスがでっち上げただけの番号だ。どのメーカーもそんな試作ユニットは作っていないし、これからも作られないだろう。


　もちろん飛行テストなどしていない。コンピュータ上のシミュレートだけだ。本当に飛ぶかどうかもまだ分からないし、サックスの努力で接続が間に合っただけでも驚きよう異い的なくらいだった。


　またエラー。


　ＸＬ─３のテストを再試行させながら、全関節のロックを解除。〈レーバテイン〉を立ち上がらせ、格納甲かん板ぱん後部の大型エレベータへと誘ゆう導どうさせる。


　がつん、と強い衝しよう撃げき。


　艦の近きん距きよ離りで、また敵の魚雷が炸さく裂れつした。被ひ害がいは軽けい微び。だが外装のＥＭＦＣアレイが大量に破は壊かいされたようだ。これでまた〈デ・ダナン〉は運動性が落ちる。


　海戦で宗介が手伝えることはなにもない。エレベータに移動した〈レーバテイン〉を待機位置で固定し、エラーが消えないＸＬ─３のテストを再試行する。補ほ助じよ翼よくの制御ライン、副系統が応答しない。


《私のせいでしょうか？》


　再試行の作業を進めながら、アルが言った。


「突とつ貫かん工事で取り付けた装備だ。不具合は避けられない」


《いいえ。サックス中尉のことです》


「なに？」


《先ほど、私を起動するのに忙しくて、彼が安全義務を怠おこたったと》


「それは……」


　宗介は当とう惑わくした。アルは彼の死に責任を感じているのだろうか？　いくら器用に人間と受け答えができるとはいえ、こいつは機械だ。戦術的な影えい響きようを考こう慮りよするための質問ならまだしも、こんな質問をする理由がわからない。


「なぜそんなことを聞く？　なにか心配事が？」


《いえ。私の起動に成功したため、すでに整備要員の役目はほとんど残っていません。サックス中尉を失ったことによる戦力低下は微び々びたるものです。憂ゆう慮りよすべき事態ではありません》


　ごく機械的な答えだ。宗介は小さな苛いら立だちを感じて、『だったら黙だまっていろ』と叱しかりつけようとした。だがそれより先に、アルはこう言った。


《しかし、私はもっと大きな喪そう失しつを感じています。彼は〈アーバレスト〉の時代から私の面めん倒どうを見てくれた。私の『身体からだ』をもっともよく知る一人でした。その彼が私を点検しない。私に話しかけない。二度と。これは戦略レベルをはるかに上回る喪失です》


　悲しんでいるのか？　サックスの死を？


《同時に私は、私とこの機体の汎はん用よう性の低さ──整備効率の悪さが彼を死に追いやったのではないかと懸け念ねんしています。『私のせい』とはその意味です》


　アルを構成しているコアユニットは特別だ。液体金属の素子で、人間の神経系を模も倣ほうした作りになっているという。普ふ通つうのＭ９のＡＩとはまったく異なる技術だ。それでも宗介はこれまでアルが『精密に人間らしさを模写している』と受け止めてきた。自分の愛あい銃じゆうや愛車に愛着を持つ人間と同じ気分で、深く考えずに接してきたのだ。


　だがここまで来ると、そうとばかりは思えなくなってくる。


　サックスの死に責任を感じるなど。これはもはや感情の物もの真ま似ねといった範はん疇ちゆうを超こえているのではないか？


「お前のせいではない。必要なことだっただけだ」


　さまざまな疑念を振ふり払はらい、宗介は言った。


「それにサックスは最期に言っていた。『誰も恨うらんでいない』と」


《それは私にとって高価値な情報です》


「もういいだろう。仕事に集中しろ」


《了解》


　アルが沈ちん黙もくしチェックの再試行が続く。


　宗介はそこでふと、久く壇だん未み良らの手紙に入っていたメモリーチップのことを思い出した。『ネットで拾った』『暇ひまな時に見ろ』だのと書いてあったので、この〈レーバテイン〉や、その他作戦についての重要な情報というわけではないのだろう。いま閲えつ覧らんしている余よ裕ゆうはなさそうだった。


　帰ってきたら閲覧しよう。


　帰って来られたら、だが──


『ウルズ７！　出しゆつ撃げき準備は出来ているな!?』


　発令所の戦闘管制官が通信越ごしに言ってきた。艦かんが激しく振しん動どうし、圧縮空気がバラストタンクから海水を押し出す轟ごう音おんが鳴なり響いていた。


「肯定だ。〇号エレベータで待機中」


『本艦は緊きん急きゆう浮ふ上じようしている。浮上後すぐに飛行甲板を開放。ウルズ７を射出後、ふたたび潜せん航こうして水中戦闘を続行する。予定通り島の掃そう除じを頼むぞ』


「了解」


　機体のステータスをチェック。エラーを繰くり返かえしていた制せい御ぎよラインはまだ直らなかった。宗介は改善をあきらめ、テストを終しゆう了りようさせる。調子が悪いのは副系統だ。こうなったら、主系統がやられて出番がやって来ないことを祈いのるしかない。


　艦が上向きに大きく傾かたむき、悲鳴をあげている。


　まるでロケットのような勢いで海上に向かっているのだ。格納甲板内の機材やがらくたが転がってくる。


　ゴールドベリ大たい尉いが固定しておいてくれたおかげで、サックスの遺体は転がらなかった。


「では行ってくる。エド・『ブルーザー』・サックス」


　宗介は操縦モードを切きり替かえ、軽く右みぎ腕うでを動かした。


〈レーバテイン〉の右腕が同時に動き、ひざまずいた姿勢のまま敬礼する。同時にエレベータが上じよう昇しようを始めた。


　俺たちに感傷の言葉はいらない。この一言、この一動作だけで充じゆう分ぶんだ。


　そうだろう、中尉？


　エレベータの警告灯が回転・明めい滅めつし、耳障りな警報音を発する。


〈トゥアハー・デ・ダナン〉が海上に飛び出したのだろう。最後の大きな揺ゆれが機体を襲おそった。ほとんどエレベータから放り出されそうな勢いだったが、〈レーバテイン〉は苦もなくバランスをとり、その動どう揺ようを乗り切った。


『フライトハッチを開放する！　ウルズ７はカタパルトへ！　ＡＳＡＰ！（可か及きゆう的てき速すみやかに）』


　エレベータが上昇し続け、宗介と〈レーバテイン〉は飛行甲板に出る。頭上では巨きよ大だいなフライトハッチが左右に分かれて開こうとしていた。


　空が見える。暗い紫むらさきと灰色の混じった空だ。まだ日は昇のぼっていないようだ。


　大量の雨が吹ふき込んでくる。風はそれほど強くないが、こんな天候の中、ぶっつけ本番で射出されるはめになるとは。


　大きな波をかぶって〈デ・ダナン〉が揺れ動うごく。浮上の時間を一秒でも短くしなければならない。〈デ・ダナン〉に限らず、潜せん水すい艦かんという船は浮上中がもっとも無力な状態なのだ。〈レーバテイン〉はエレベータから飛行甲板に進み、素早くカタパルト装置に自身を固定させた。ちょうど短たん距きよ離り走者のクラウチングスタートのような格好だ。


　接続完かん了りよう。ＸＬ─３のロケットモーターは待機状態に。各動どう翼よくが自動的に伸しん長ちよう。フラップを最長位置に。


《射出準備を完了。ＴＬＳ（最終射出信号）を送信しますか？》


「やれ」


《送信》


　すぐさま戦せん闘とう管制官が応じた。


『コントロールよりウルズ７！　ＴＬＳを受信した！　ビーチで会おうシー・ユー・オン・ザ・ビーチ！』


　上陸作戦おきまりの文句。


　警報ブザーが鳴り響ひびき、蒸気カタパルトとロケットモーターが同時に咆ほう哮こうをあげる。


　爆ばく発はつ的てきな加速。


　巨大な見えない手が、宗介を背中側へと押しつぶそうとする。飛行甲板の先せん端たんがみるみる迫せまる。自動的にカタパルトの接続を解除。機体が海上に放り出され、なお突つき進すすみ、真っ黒な波へと激げき突とつしそうになって、それからやっと上昇を始めた。


〈レーバテイン〉はさらに加速し、上昇する。


　後方警けい戒かいモニターに映る〈トゥアハー・デ・ダナン〉が、すぐさまフライトハッチを閉へい鎖さし潜航に入ろうとしていた。その姿も瞬またたく間まに遠ざかり、雨に煙けむる大気の彼方かなたに見えなくなっていく。


　予想通り、ひどい振動が〈レーバテイン〉を襲った。飛んでいるのが不思議になるほど、右へ左へ、上へ下へと機体が動く。すでに墜つい落らくしているのではないか？　いや、飛んでいる。スクリーン上の計器類は、ふらふらと揺れ動きながらも、機体が加速し安定へと向かいつつあることを示している。


　翼つばさは付いているものの、もはや『飛行』というより『投射』に近い。


　ＸＬ─３の莫ばく大だいな推力は、これほど空力的に不安定な『陸上兵器』を、力任せにメリダ島へと突き進ませていた。


《進路上に艦かん艇ていらしきヴィークルを探知しました。距きよ離り三一七。方位〇八六》


「艦種は!?」


　ひどい騒そう音おんと振動で、自然と声が大きくなる。


《不明。方位〇八一と方位〇九三にも同様の反応》


　これがＭ９や〈アーバレスト〉のセンサなら、もっと詳くわしいことが分かっていただろう。この距離、この状態で『艦艇らしきもの』だと判別できただけでも上出来なくらいだ。いまはＸＬ─３に取り付けてあるＦＬＩＲ（前方監かん視し赤外線システム）と航法レーダーシステムが頼たよりだった。


　進路上に三つの艦かん船せん。不自然だ。


　あの付近の海域は浅い。不慣れなクルーなら座ざ礁しようの恐おそれさえあるくらいの場所だ。そこにわざわざ陣じん取どるとは──


「艦船じゃない。〈べヘモス〉だ！」


　あの巨大ＡＳ。これまでの情報では、まだあと三機保有しているはずだ。


《攻こう撃げきレーダーらしきものを探知。おそらく対空ミサイルの照準です。……発射してきました。各四発。計一二発。回かい避ひ運動を？》


「そんな余裕はない！」


　現代の対空ミサイルは回避運動でどうにかなるものではないし、そもそもこちらは戦闘機ですらないのだ。


　下手に急旋せん回かいなどやろうものなら、たちまち主しゆ翼よくがＧに耐たえきれずバラバラになるか、あるいは失速して墜落するかだろう。電子戦については言わずもがなだ。


　一二発ものミサイルが接近する。


　接せつ触しよくまであと三五秒──





●







〈レーバテイン〉が〈べヘモス〉の対空レーダーに捕ほ捉そくされたちょうどそのころ、マオたちを乗せたＣ─17輸送機の機内でもはげしいアラーム音が鳴り響いていた。


　ミサイル警報。回避を試みる。衝しよう撃げきに備えろ。


「対ＥＣＳミサイル？　ご丁てい寧ねいに──」


　機内の格納庫カーゴ・ベイで待機中のＭ９、そのコックピットの中でマオは舌打ちした。この輸送機はＥＣＳを搭とう載さいしている。通常型のレーダーでは捕捉できないはずだ。それが降下地点の手前に来るなり、さっそく歓かん迎げいの花火を打ち上げてきた。対ＥＣＳミサイルとはいっても、この高度とこちらの電子戦能力なら、直ちよく撃げきは免まぬかれることも可能だろうが──


　がつん、と強い衝撃。遅おくれて爆ばく音おん。


　高度一万メートルまで駆かけ上がってきた敵のミサイルが、輸送機の間近で爆ばく発はつした。コックピット内のマオには状じよう況きようがつかめない。パイロットの腕うでを信しん頼らいして、機が生き延びるのを祈るしかない。


「食らったの!?」


『いや……たぶん破片だけだ！　二番エンジンに火災が発生。消火装置が作動中』


　右側のジェットエンジンが異音をたてている。ひときわ甲かん高だかいタービン音。パイロットが右のエンジンを停止させたのか、騒音が静まっていく。同時に機体のブレと振動が激しくなってきた。


　二機のＡＳと三二名の兵員を積んだまま片肺飛行。これはまずい。


「もういいわ、すぐに降下を──」


『いや、もう少し持ちこたえろ。あと一五キロ。できるか？』


　マオの言葉を遮さえぎって、クルーゾーがパイロットに告げた。


「ベン!?」


『いま降下したら、目標のずっと手前に落ちる。山を一つ余計に越えなければならん。そんな移動時間はない』


「っ……」


　まったくの正論だ。ここはこらえて彼らに任せるしかない。


『わかった、あー、なんとか持ちこたえる！　いつでも出られるようにしてくれ！』


　パイロットが答えて、輸送機のエスコートを務める戦せん闘とう攻こう撃げき機き二機のパイロットにその旨むねを伝えた。この二機は〈ミスリル〉に最後に残された戦闘攻撃機ＦＡＶ─８〈スーパー・ハリアー〉で、パキスタンの国境上空で合流した。すでに敵の対空ミサイル拠きよ点てんへの反はん撃げきを始めており、危険な高度まで急降下している。


『こちらラグズ１、了りよう解かいした！』


〈スーパー・ハリアー〉のパイロットが応じた。


『可能な限りエスコートする！　なんとかポイント・エコーまで──』


　ふたたび警報。対空ミサイルが迫る。


　マオたちを乗せた輸送機はけなげに旋回しながら、ホログラム式の囮デコイを射出し回避を試みる。


　爆発。前より遠いが、いくつかの破片が機体に襲いかかる。


　小刻みな上下の振動。歯を食いしばっていないと舌を嚙かみそうだ。カーゴ・ベイの前部で火災。降下装備で待機中のヤンたちが怒ど鳴なりあっている。


　消火器をよこせ。負傷者はいるか。


　ウーが破片を食らった。意識がない。誰だれか診みてやれ。


「くっ……」


　マオにはなにもできない。Ｍ９の中でスティックを握にぎり、自機のステータスを点検するだけだ。機体に損傷なし。いつでも降下可能。


　降下地点まであと一〇キロ。


（急いで……）


　降下兵のストレスはきつい。敵の攻撃を受けても、なにもできないからだ。自分が積んできた様々な訓練、獲かく得とくした様々なスキル。それらを発揮する機会が与あたえられないまま、なすすべもなく墜落死するなど耐えられない。


『ラグズ２だ、敵の対空ミサイル拠点ＳＡＭサイトを二箇か所しよ潰つぶした。確認できる限りでは、残り一いつ箇か所しよが──』


　激しいノイズ。ラグズ２の交信が途と絶ぜつする。


『こちらラグズ１。ラグズ２が被ひ弾だんしたようだ。黒こく煙えんが目視できる。ラグズ２、聞こえるか。ラグズ２、応答せよ』


　降下地点まであと六キロ。


（急いで……！）


『ラグズ２が墜落した。座標は21─82付近。上空にパラシュートは確認できない。繰くり返かえす。上空にパラシュートは……』


　ＦＡＶ─８の一機が撃げき墜ついされた。パイロットの生死は不明。


『機長から全降下ユニットへ。一番エンジンの出力が落ちている。高度を維い持じ出来ない。繰り返す。高度を維持出来ない』


　カーゴ・ベイの火災は収まらない。降下に備えて減圧していたのに、どうして火が止まらないのだ？


　降下ポイントまであと三キロ。もう充じゆう分ぶんだ。


「ベン！」


『ああ。機長、もういい、落としてくれ！』


『了解だ、ウルズ１。幸運を』


　後部のカーゴハッチが開放される。どっと吹き込んでくる強風と轟ごう音おん。ハッチの向こうに真まっ暗くら闇やみが口をあけた。その暗闇が、断続的な対空砲ほう火かで赤く染まり、二機のＭ９を照らし出す。


『レールから離はなれてろ！　先に行くぞ！』


　降下手順はすべて無視して、クルーゾーの機体が外部スピーカーから怒鳴った。Ｍ９側からロックを解除。鳴なり響ひびく警報ブザー。飛び散る火花。クルーゾーの『ファルケ』がガイドレールをすべり、後ろ向きに機外へと飛び出していく。


「ウルズ２、降下する！」


　こちらも手順を守っている場合ではない。クルーゾー機の姿が機外に消えると、マオは即そく座ざに自機のロックを解除した。重い衝撃。機体が後ろへ引っ張られる。視界を流れていく左右の壁へき面めん。あっというまに虚こ空くうに放り出される。


　星空が見えた。大地が真っ黒だ。


　右エンジンから細い炎ほのおの尾おを引くＣ─17の後ろ姿が、みるみる遠ざかっていく。


　近くで爆発。ミサイルなのか対空砲ほうなのか、よくわからない。機体のセンサでも識別不能。衝しよう撃げき波はで姿勢が崩くずれ、マオのＭ９は空中ではげしくきりもみする。もう輸送機は見えない。どちらが地面なのかもわからない。


　クルーゾーはどこに？　ヤンたちは無事に機体から飛び降りたのか？　自機の損傷は？


　現在の高度は？


　スクリーンが揺ゆれて高度が読めない。目玉が飛び出しそうな勢いで回転する機体。そうだ、姿勢を。姿勢を回復させなければ。


　渾こん身しんの力で手足を動かす。Ｍ９の手足が大きく広がる。フィードバック機能越ごしに感じる強い風圧。右から左へ。右半身をややすぼめ、左手だけを伸のばしてやると、機体のでたらめな回転が止まる。


　そうだ、何度もやってきた。姿勢が安定する。


　現在の対地高度は一五〇〇メートル。まだ開かい傘さんしてはいけない。開傘したらいい的だ。


　計器類をチェック。ＥＣＳを作動。センサをパッシブ赤外線に変へん更こう。眼下に広がる冷たい山さん稜りようの中に熱源を発見。自分を撃うった対空砲だ。こちらに照準している。


　また撃ってくる。いま──


「！」


　手足を振ふると、機体が瞬しゆん時じに数回転して左に動いた。ほんの一秒前まで自分のいた空間を、曳えい光こう弾だんが切きり裂さいていく。近接信管が爆発。ＥＣＳのおかげで敵の照準は不正確だった。ふらつきながらも、眼下めがけてアサルトライフルを向け、マスターアームをオンに。


　発はつ砲ぽう。


　火器管制システムが反動を勘かん案あんして照準を補正。マオの四〇ミリ砲ほう弾だんが、はるか眼下の対空砲に降り注ぎ──爆発。


　高度五〇〇メートル。もう限界だ。一次開傘。落下速度が急速に落ちる。


　最初のパラシュートを切り離し、二次開傘。さらに落下速度が落ちる。周囲に敵が残っているとしたら、いまがいちばん危険な瞬しゆん間かんだ。


　パラシュートを切り離す。自由落下。


　真っ黒な山やま肌はだが迫せまり──着地。


　Ｍ９の関節から一いつ斉せいに衝撃吸収剤ざいの蒸気が吹ふき出す。全身の骨が悲鳴をあげ、頭の中で火花が瞬またたくようなショックが彼女を襲おそった。これもいつものことだ。歯を食いしばってこらえ、機体をその場から遠ざけつつ、すばやく周囲を走査。


　クルーゾーやほかの味方は発見できなかった。無事なら近くにいるはずだ。敵ユニットも視界には見えない。


　いや──攻こう略りやく目標なら見えた。


　マオ機の着地した地点は、緩ゆるやかな山肌の尾お根ね近くだった。その尾根から、広く深い渓けい谷こくを挟はさんだ向こう側に巨きよ大だいな山稜がそびえている。黒く、怪かい物ぶつのようにうずくまっている。


　あの山がイシュカシム基地だ。


　あの山すべてが攻略対象。中腹の入り口までたどり着き、それから地下深くへと侵しん入にゆうし、発射管制センターを奪だつ還かんしなければならない。


「あと五〇分……。たったの五〇分で……」


　スクリーンの片かた隅すみの時計をちらりと見つつ、マオは乾かわいた笑い声を漏もらそうとした。


　だが実際に出たのは、笑い声にはほど遠い、ひきつった咳せきのようなしゃがれ声だけだった。





●







〈べヘモス〉三機から発射された対空ミサイル六発が迫っていた。


　回かい避ひ機動や電子的対たい抗こう策など、まともな航空戦の手段もないまま、〈レーバテイン〉は未明の空を突つき進すすむ。


　強引に突っ切るしかない──


　宗介は決断すると、アルに命じた。


「〈ゼーロス〉を準備しろ、両方だ」


《了解ラージヤ。兵装Ｃ、兵装Ｄを発射位置に》


〈レーバテイン〉の腰よう部ぶ後ろに接続された二基の二〇ミリガトリング砲ほう──〈ゼーロス〉が脇わきの下を回り込んで前方へとせり出す。Ｍ９シリーズに共通のオプション火器で、威い力りよくは弱いが発射速度が高い。一秒間に一〇〇発もの二〇ミリ弾だんを吐はき出すことができる。


「ほかの使用可能な火器も全部だ。ＧＥＣ─Ｂ、ボクサー２、ＧＡＵ─19。すべて発射態勢に」


　両手にそれぞれ握っていた七六ミリ散さん弾だん砲ほう『ボクサー２』二門。


　両りよう脇わき下のサブアームに接続された四〇ミリアサルトライフル『ＧＥＣ─Ｂ』二門。


　そして頭部の一二・七ミリガトリング砲『ＧＡＵ─19』が二門。


　計八門の火か砲ほうを前方に。


　これで対空ミサイルの迎げい撃げきを試みる。それでも撃ち漏らすだろうが、そこはラムダ・ドライバでしのいでみるしかないだろう。


「〈ゼーロス〉とＧＥＣの照準と発砲はお前がやれ。両手と頭は俺がやる」


《了解》


「弾だん薬やくを惜おしむな。俺の合図で一いつ斉せい射しや撃げき」


《はい》


　高速飛行中に兵装を展開して迎撃姿勢をとり、腕うでや頭を動かすのだからただでは済まない。乱流が発生して機体がふたたび不安定になる。それでもＸＬ─３のフライトコンピュータはけなげに動どう翼よくをコントロールし、飛行姿勢をなんとか維持した。


　ミサイルが迫る。ＸＬ─３のＦＬＩＲでかろうじて目視できる距きよ離りに来た。あとは一いつ瞬しゆんだ。距離四〇〇〇……距離三〇〇〇……二〇〇〇……。


「撃て！」


　一斉射撃。大小八門の火砲が同時に火を吹いた。


　雨に煙けむる未明の空が、ぱっと明るいオレンジ色に染まる。三秒の斉せい射しやで大小一二〇〇発近くの弾だん丸がんがばらまかれた。発射の反動で、機体の速度ががくりと落ちる。失速寸前だ。だがＸＬ─３の推力はその反動すらものともせずに〈レーバテイン〉をなおも前へと推し進める。


　弾だん幕まくにミサイル群が飛び込んだ。


　一発に命中。どの弾たまが当たったのかなど分かるわけがない。ミサイルがくるくる回りつつばらばらになって落ちていく。


　もう一発がずっと手前で分解。続いて一発。さらに立て続けで四発が爆ばく発はつした。


　撃墜できたのはこれで全部だった。残りはもう避さけられない。


《残り五発。カウント２……１……》


「……っ！」


　集中。イメージ。真正面の空間がぐらりと歪ゆがむ。


〈レーバテイン〉の至し近きん距きよ離りで対空ミサイルが爆発した。機体の右側が跳はね上がる。


　ほとんど同時に襲いかかった五度の爆発と破片を、〈レーバテイン〉のラムダ・ドライバが作り出した力場で辛かろうじて防ぎきった。脆ぜい弱じやくな航空機向けのミサイルだからどうにかなったが、もう少し強力な弾だん頭とうだったらいまごろ海に真っ逆さまだ。


「損害報告！」


《ＸＬ─３の左さ翼よくに損傷。一番のエルロンが脱だつ落らく。スラットのアクチュエータも応答しません》


「本体は？」


《損傷なし。ラムダ・ドライバも正常作動》


　ＡＳは操縦兵の身しん体たいの延長だ。機体そのものを守るイメージは作れたが、そこから生えた翼つばさまでは想像できない。そのせいで命いのち綱づなのＸＬ─３を庇かばうことができなかった。


　左翼に損傷──


〈レーバテイン〉の頭部を左に向けて視認する。左の主しゆ翼よく、四分の三から先がぼろぼろになってなくなっていた。気分が悪くなりそうな揺れが断続的に襲ってくる。機体全体の姿勢が左側に崩れてきりもみ状態になりそうなのを、フライトコンピュータが何度も何度も、根気強く補正し続けているのだ。


　だが〈レーバテイン〉は飛び続けている。この急造ブースターのタフなことといったら、まるで生みの親の〝ブルーザー〟サックスそっくりだ。


（だが次に撃たれたら持ちこたえられない──）


　兵装切り替かえ。すべての兵装を収納位置に。二門のボクサー２も腰こしに接続。両手が空いたところで主兵装を選せん択たくする。


「デモリッション・ガンを準備しろ！　ガンハウザー・モードだ！」


《軍ぐん曹そう殿どの。それはジョークでしょうか？》


　宗介の命令が信じられなかったのだろう。アルが聞き返してきた。


〈レーバテイン〉の主兵装──最大の火力を誇ほこる『デモリッション・ガン』は１６５ミリだ。機体の全高を上回る長さの、まさしく『大たい砲ほう』であり、その威力も〈べヘモス〉を一いち撃げきで葬ほうむるほどすさまじい。だが地上でしっかり踏ふん張ばって撃っても、必ず尻しり餅もちをつくほどの反動が発生する。


　それを、空中で飛行中に撃つなどとは──


《機体がバラバラになります》


「反ヽ動ヽはヽなヽんヽとヽかヽすヽるヽ。急げ！」


《了りよう解かい》


　このままでジリ貧になるのを防ぐには、ほかに手段がないことを認めたのだろう。アルはそれ以上反論しなかった。


　機体の背面、ＸＬ─３の下の兵装ステーションに収納されていたデモリッション・ガンが、支持アームを介かいして前進する。グリップを右手で保持。長砲ほう身しんが回転し、胸の前でがっちりと接続。超長射程のガンハウザー・モードに移行した。


　黒く野太い砲身を、飛行姿勢のまま真正面へと向ける。


　振しん動どうが一層ひどくなった。損傷飛行の最中に、こんな作業をする事態など、さすがにまったくの想定外だ。混乱するフライトコンピュータをアルが補ほ佐さする。一秒間に三〇回のペースでトリムを補正。エンジンの出力を限界まで高め、どうにか機体の姿勢を維い持じする。


　赤外線センサで最大望遠。正面の〈べヘモス〉までの距離は、およそ一八キロメートル。かろうじてレティクルに捉とらえられるかという遠さだ。そのサイズが次第に大きくなっていき、姿かたちが判別できるように──


「くそっ」


　敵もやる気だ。戦せん艦かんの主しゆ砲ほうクラスの巨きよ大だい砲ほう。全長数十メートルの大砲を、こちらに向けようとしている。対空ミサイルでは打だ撃げき力りよく不足だと判断したのだろう。


　クルツのようなスマートな狙そ撃げきなどできるはずがない。弾だん道どう計算ユニットのデータを元に、勘かんで補正して照準する。


「やるぞ……！」


　集中。イメージ。自身が抱かかえる大砲が、これからどう動くか？　発射時に腕の中で、どんな風に暴れるか？


　そうだ、何度も撃うっている。そろそろクセは分かってきた──


　発はつ砲ぽう。


　眼前に巨大な火球。みしっ、と機体全体がきしむ。砲身が短く震ふるえ、飛行姿勢ががくん、と落ちる。だがそれだけだ。飛行は続いている。


《成功。ラムダ・ドライバは飛行中に使うと放熱が楽です》


「いいから着ちやく弾だん観測を！」


《やってます》


　デモリッション・ガンから発射された砲ほう弾だんは、ゆるやかな放物線を描えがいて彼方かなたの〈べヘモス〉へと飛ぶ。マッハ３の砲弾でも、一五キロ先まで届くには一五秒以上かかる。


　あと三秒、二秒、一秒──


　最大望遠の画像の中、〈べヘモス〉の背後数百メートルの海上で爆発。外れた。


《補正します。次じ弾だん装そう塡てんは完かん了りよう》


「よし」


　発砲。


　今度もどうにか反動を抑おさえる。まっすぐ飛んでいく一六五ミリ砲弾。


　敵も発砲してきた。巨きよ大だいな発射炎えん。視認できないほど高速で飛来する三〇〇ミリ砲弾。


《回避を──》


「できるか。外れるのを祈いのれ！」


　眼下に広がる真っ暗な海のどこかから、圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力の塊かたまりが迫せまってくる。スクリーン上の表示では、あと少し──


　両者の砲弾がそれぞれに接せつ触しよくしたのはほとんど同時だった。


　スクリーン上の視界の片隅をなにかが一瞬横切っていった。遅おくれて衝しよう撃げき波はが機体を叩たたき、宗介の全身をはげしく揺さぶる。対空砲弾がずっと後ろで爆発。きわどかった。


　こちらの弾は？


　命中していた。胸から巨大な火柱を噴ふき出し、〈べヘモス〉がゆっくりとのけぞっていく。ちょっとしたビルほどもある腕を夜空に伸のばし、手にした大砲を取り落として、海へと沈しずんでいく。


《命中。〈べヘモス〉Ｂを撃げき破は》


「最大出力を維持しろ。〈べヘモス〉Ｂの空けた穴を突つっ切きる」


　メリダ島はもう視認できる距離だった。左右の両りよう翼よくに残る〈べヘモス〉が移動しつつ、対空機き関かん砲ほうを発射してくる。この高度と距離、方位ならどうにかしのげる。上へ、下へと高度を変えながらブースターをフルパワーで維持。


　メリダ島の上空にヘリの機き影えい。ＦＬＩＲが次々に目標を探知する。


《攻こう撃げきヘリ六機。Mi─28〈ハボック〉です》


　上じよう昇しようしつつ沿岸部に移動中。こちらの降下時に集中攻撃してくるつもりだろう。


　そうはさせん。


「〈ブラックマンバ〉だ。全ぜん弾だん使う」


《レディ》


　ＸＬ─３の翼よつ下かに懸けん架かされていた計一二発の短ＡＡＭ（空対空ミサイル）が、赤外線シーカーを作動させる。すべての目標をロック。ターゲットボックスが赤く明めい滅めつし、『VALID LOCK』の表示が出る。


「全弾発射！」


《了解ラージヤ》


　一二発すべてのミサイルが一いつ斉せいに発射された。ロケットモーターが点火。一二の炎ほのおの尾おが、眼前でぱっと広がって超ちよう高こう速そくで遠ざかっていく。


　こちらの対空能力は想定外だったのだろう。攻撃ヘリは赤外線フレアをばらまきながら散開する。だが手て遅おくれだった。それぞれ二発が、六機のヘリへと襲おそいかかり──


　命中。


　島の上空に大量の火球が生まれる。戦せん闘とう中でなければその壮そう観かんさに見とれているところだ。すべての攻撃ヘリが黒こく煙えんをあげて墜つい落らくしていく。


《全機撃げき墜つい》


　メリダ島の対空砲ほうと、〈べヘモス〉の迎げい撃げきがはげしくなる。これでは十字砲ほう火かだ。曳えい光こう弾だんが〈レーバテイン〉の周囲で交こう錯さくする。ラムダ・ドライバで防ぼう御ぎよするが、すべてを防ぎきれるものではない。


「っ！」


　被ひ弾だん。


　敵の機き関かん砲ほう弾だんの一発がブースターに命中した。右のロケットエンジンの外側。火災が発生。出力低下。異音と新たな振動が発生。ＸＬ─３はもうガタガタだ。空中爆発の危険がある。アラーム音がやかましい。アルの警告もやかましい。


　メリダ島まであと三〇〇〇メートル。もう少しだ。だがいまブースターを切り離はなしても、降下したら海の中に落ちる。緊きん急きゆう用のバルーンで浮うかぶことはできても、そのまま〈べヘモス〉に蜂はちの巣すにされるだろう。


　降下可能なポイントまで、あと二〇〇〇メートル。


　火災が大きくなる。右の第二エンジンが火だるまだ。右う翼よくが炎に包まれようとしている。


　あと一〇〇〇メートル。


　さらに被弾。また右だ。翼に大穴。高度が落ちる。速度も落ちる。炎が広がり、〈レーバテイン〉の右みぎ肩かたを焼き始める。


　あと八〇〇メートル。もう限界だ──


「切り離せ！」


　議論の余地などなかった。アルはすぐさま機体のロックボルトを開放し、背中に接続されていたＸＬ─３を切り離した。


　機体が自由落下を始める。燃え上がるＸＬ─３が頭上を遠ざかり、くるくるときりもみ状態で回転しはじめ、爆ばく発はつして砕くだけ散ちった。夜空の火球が〈レーバテイン〉の白い装そう甲こうを照らし出す。


　ぎりぎりまで待って一次開かい傘さん。急制動。


　続いて二次開傘。減速し切るのを待たずにパラシュートを切り離し、高度一〇〇メートルから自由降下。


　砂すな浜はまが見える。メリダ島の西海岸。ずっと前、テッサにＭ９の操縦方法をコーチして大おお騒さわぎになった砂浜だ。


　その砂浜の二〇〇メートル手前、遠浅の海上に〈レーバテイン〉は着水した。いや、着地というべきか。水深はわずか二メートル弱だ。ＡＳのサイズなら、ふくらはぎくらいの水位でしかない。


　舞まい上がる大量の水しぶき。


　宗介はすぐさま自機をひざまずかせ、北西の方角、真っ暗な水平線へとデモリッション・ガンを向けた。ふたたび最大望遠。残る〈べヘモス〉のうち一機の姿が六キロ彼方の洋上に見える。こちらの所在を確認したのだろう。ゆっくりと旋せん回かいしながら、装備するすべての火か砲ほうをこの海岸に向けようとしている。


「もう遅おそい」


　照準、発砲。猛もう烈れつな反動だが尻餅はつかない。


　デモリッション・ガンの砲弾が〈べヘモス〉へと飛ぶ。肩けん部ぶに命中。巨きよ体たいがよろめき、爆発で装甲が脱だつ落らくする。


　再装そう塡てん。照準を補正、発砲。反動を抑えて踏ふみとどまる。


　今度は頭部に命中。二機目の〈べヘモス〉を撃破。あの図体なら、この遠えん距きよ離りでも当てるのは難しくない。


《照準波を検出。〈べヘモス〉Ｃからです……発砲！》


　最後の〈べヘモス〉が南西の海から攻撃してきた。主砲だけでなく、すべての兵装の一いつ斉せい射しや撃げきだ。距離は六キロ。宗介は数度跳ちよう躍やくして射しや撃げきを回かい避ひし、砂浜近くの岩場に機体を上陸させる。どうせ砂浜は対ＡＳ地じ雷らいだらけだ。何度もここで演習をしたので、岩場までは目をつぶってでも移動できる。


　先ほどの着地点に、大量の砲弾とロケット弾が降り注ぐ。


（ここがだれの庭だと思ってる……？）


　デモリッション・ガンを再装塡。古巣の景色に心地よさを感じながら、宗介は最後の〈べヘモス〉に向けて応戦を始めた。


　三発撃って、最後の〈べヘモス〉も撃破。すぐさまきびすを返して、メリダ島の密林地帯へと跳躍する。


「フェイズ２だ。センサをパッシブに切り替かえろ。ＧＰＬも待ア機イ状ド態ルに。『種』をまくぞ」


《了解ラージヤ》


　腰こしのグレネード収納庫からドラム型の簡易デコイを取り出して地面に放り、すぐに反転して南へと移動。


　この囮デコイユニットは、計八基携けい行こうしてきている。それぞれが〈レーバテイン〉と同じ通信波を出し、またよく似た特性の赤外線を放射するように設定されている。姿形を真ま似ねるわけではないが、敵の目を攪かく乱らんさせるくらいの効果はある。


　デコイには振しん動どうセンサも搭とう載さいしてあるため、敵の足音を拾うことも期待できる。


　密林を利用すれば敵に発見される危険を、ある程度軽減できるだろう。だがそれだけでは不充分だ。デコイが存在感を示せるくらいの、活発な暗号化通信を行う必要があった。


　だが単機で活発な通信など、いかにもうさんくさい。


　本来なら制限するはずの通信が長時間続けば、敵はそれを『おかしい』と考えるだろう。レナードやカリーニンならなおのことだ。下手をすれば、裏をかかれて追い込まれることにもなりかねない。


　ならば──


「アル。回線Ｅ２の暗号化を解除しろ。すべての緊急周波数で公開発信。デコイもすべて同じ設定に」


《敵に通信内容を？》


「傍ぼう受じゆさせてやれ。この機体がラジオ局、俺がＤＪだ」


　出しゆつ撃げき前からずっとくすぶっていた疑問と迷い。


　かなめになんと訴うつたえるのか、メリダ島で待ち受ける敵にどう立ち向かうのか、自分の行動は正しいのか。


　彼女はなにを望んでいるのか、自分はいったいどうしたいのか。


　いまの戦闘を通じて、それらがはっきりしてきたような気がする。


　とりわけ、自分が何者なのかということが。


　レナードの言葉やミラの手紙、そうしたあれこれに答えは出せない。なぜなら自分は牧師でも政治家でもないし、心理カウンセラーでも教師でもない。


　だったら自分は何者なのか？


　それなら決まっている。ここまでの戦いで確かに実感した。


　俺は兵隊だ。
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